
    
      
        
      
    

  






















			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。
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			第一章　見ちゃった!?　グラドルのスキャンダル！

			


			♥

			　制服の下が汗ばむ日が増え、そろそろ衣替えの季節になろうとしている、ある週末。

			「グ、グラドルの……お渡し会？」

			　久ひさ美み詩し歩ほは、聞きなれない言葉に首を傾げていた。

			　放課後になったので帰ろうとしたら、クラスメイトの女の子が二人、待ち伏せていたように校門の陰から飛び出し詩歩を捕獲。まるで警官が犯人を連行するように左右の腕をがっちり掴むと、歩きながら訳の分からないことを言い出したのだった。

			「それがさぁ、一緒に行くはずの友達が、間違ってバイト入れちゃったらしくて」

			「詩歩って、確か部活もバイトもやってなかったよね。どうせ暇だろうし、ちょっと付き合ってよ。あ、整理券は預かってるから大丈夫。お渡し会で、そのコの分を受け取ってくれるだけでいいの」

			「あの……だから……」

			　意味不明な話を一気にまくし立てられて、詩歩は質問する余裕すら与えてもらえず目を白黒させる。

			　都心近くの女子校らしい、ブラウンのブレザーに黒いスカート。シックなデザインの制服の少女が三人、駅前の繁華街を横一列に並んで歩く。一見すると仲のいい友達グループで、実際その通りではあるけれど、まともな説明もないのはさすがに腹が立ってくる。

			「もう！　だから、お渡し会って何なの!?」

			　詩歩は強引に腕を振り解き、ほっぺたを膨らませた。しかし、彼女たちは自分の説明不足を反省するどころか、詩歩の抗議に溜め息を吐ついた。

			「だから、グラドル……グラビアアイドルのお渡し会だよ」

			　詩歩の左腕を抱えていた娘は、知らないはずがないと言いたげに同じ言葉を繰り返すばかり。でも、あいにく詩歩はアイドルや芸能人にはあまり興味ないし、そんな専門用語を当たり前に使われても困る。

			　さすがに不親切だと気づいたのか、右側の娘が詳しく補足してくれた。

			「あたしたちのお気に入りのグラドルが、新作の写真集を出したの。で、それを予約した先着三百人に、本人が直接手渡してくれるっていうイベントが、今日、これからあるの」

			「ああ、だからお渡し会っていうんだ」

			　イベントには三人で行く予定だったけど、うち一人がバイトで行けなくなったので、代わりに詩歩が写真集を受け取って欲しい──と、いうことらしい。

			　だったら最初からそう言ってくれればいいのに。そう思ったけれど、彼女たちはそんな説明の手間も惜しむかのように、しきりに時間を気にしている。

			「やばい。急ぐよ詩歩！」

			「え……え、きゃあ!?」

			　そして、再び歩調を速めた。当然、両腕を搦め捕られている詩歩も、競歩のような早歩きを強いられる。

			　ともかく事情は理解した。けれど、それはそれで新たな疑問が頭をもたげる。

			「あ……あのさっ！　グラビアアイドルって……女の子だよね？」

			　詩歩の喘ぎながらの質問に、二人の足がぴたりと止まった。すごく可哀想な子を見るような目で、ゆっくりと振り返る。

			「…………当たり前でしょ。男のグラビアアイドルって、見たことある？」

			　その憐れみを含んだ視線に、詩歩は自分の言葉足らずに気づかされた。

			「あ、いや。そういうことじゃなくって！　お、女の子なのに、女の子のアイドルが好きなのかって聞いたの！」

			　男性アイドルならともかく、同性の水着写真なんか見て面白いんだろうか。

			　そんな普通の疑問を持っただけなのに、別に慌てることでもないのに、馬鹿な子扱いされたことが恥ずかしくて必死に言葉を取り繕う。

			「分かってるってば。もー、真っ赤になっちゃって。詩歩ってば可愛いなぁ」

			　一転、今度はケラケラ笑われた。友達の変化についていけず、そして、からかわれたのだとようやく気づいた詩歩は、恥ずかしさで耳まで一気に赤くなった。

			「か……かかかかっ、帰る！」

			　こっちには、お渡し会とやらに付き合う義理も義務もない。怒りに任せて回れ右しようとしたけど、いとも簡単に阻止された。左右の腕をひょいっと持ち上げられ、百五十三センチの小柄な身体が宙に浮く。

			「放して、放してってば！　かーえーるーっ！」

			「まぁまぁ、そう言わずに。後悔はさせないから」

			　たかがグラドルに会いに行くのに、後悔とか関係あるわけない。そんな詩歩の怒りも疑問もお構いなしに、やけにご機嫌な二人は、詩歩を捕らえたまま、電車を乗り継ぎ、都心を離れていった。

			


			　四十分ほど電車に揺られて、目的の駅に着いた。郊外といっても大きな街で、駅ビルには、大手家電量販店の看板も見える。

			「会場の本屋さんは、ここから五分くらい歩いた大通り沿いだよ」

			「あー、うん。分かった」

			　友達の弾んだ声に、詩歩は半ば諦め声で返した。からかわれて憮ぶ然ぜんとしていたけど、さすがにそんな怒りは何十分も持続しない。電車移動の間に冷静さを取り戻していた。

			（そ……そうだよ。お渡し会ってのがどんなのかは知らないけど、予約済みの本を受け取ればいいだけの話でしょ）

			　けれど。

			「うっわぁ……」

			　そこにできていた光景を見た途端、詩歩は再び表情を曇らせた。

			　書店の前には、すでにかなりの行列ができていた。入り口から延びたそれは、建物に沿って裏側の方まで続いている。百人近くいるだろうか。うんざりするほどの数ではないけれど、その先で待っているものに興味がないと、ちょっと並ぶ気にはなれない。

			　でもこれを見て、彼女たちが急いでいた理由が分かった。詩歩を誘った理由も。先着三百人とはいえ、この人数を待たされるのは億おっ劫くうだし、それに、来られなかった人の分を受け取るため最後尾に戻ってもう一周、なんてことになったら、単純に面倒くさい。

			「うわっ、やっぱ出遅れた。早く行こっ！」

			　躊ちゅう躇ちょする詩歩の手を引き、友人たちは小走りで列に並んだ。

			（……どうやって時間潰そう）

			　好きなアイドルを目前にして興奮気味の彼女たちはともかく、こんな大行列なんて初体験の詩歩は、早くも頭に離脱の二文字がよぎり始める。

			　とはいえ、そこは女の子。とりとめのないお喋りをしているうち、いつの間にか列は前に進み、書店の入り口が見えるくらいの位置になっていた。

			「グラビアアイドル舞まい原はら優ゆ衣い・新作写真集お渡し会……」

			　自動ドアに、そんなＰＯＰが貼られている。

			（これが、今日の主役……かな？）

			　強制連行されて来ただけなので、名前を気にする余裕もなかった。ただ、これも文字情報だけで、顔はいまだに分からない。

			　それに、並んでいるうちに気がついたことがある。

			「…………意外と女の人が多いな」

			　学生やＯＬ風、中には親子連れなんて人も。もちろん大半は男性客。でも一いち瞥べつして目につくのだから、それなりの数がいるみたいだ。同性のアイドルに興味を持つなんてと思ったけど、詩歩が知らないだけで、それほど珍しい現象ではないのかもしれない。

			「舞原優衣……って、どんな人なんだろ」

			　あいにく芸能人には詳しくないので、申し訳ないけど存じ上げない。

			「……あ、そっか。この人は芸能人なんだ……」

			　都心近くの学園に通っているのに、なぜか詩歩は、そういった人種に出会ったことがない。意識したら、何だか急に緊張してきた。全身に、ぞわぞわと鳥肌が立つ。

			「あの……」

			　前に並ぶ友達に助けを求めようとしたけれど、彼女たちはいよいよ目前に迫った自分の順番に浮足立って、詩歩の蒼あお褪ざめた顔色に気づいてくれない。いつの間にか詩歩たちは、書店の中に入り、イベントスペースの一角が見える位置にまで進んでいた。

			　ますます冷静さを失う中、不意に、人だかりの向こうから、可愛い声が聞こえてきた。

			「来てくれてありがとうございます。これからも応援してくださいね」

			　大声を張り上げているわけでもないのに、その声音は、ざわめきの中を涼やかに通り抜けた。媚びるような嫌らしさなんて少しもなく、詩歩の耳に心地いい。

			（どんな娘なんだろう……）

			　綺麗な声に興味を惹かれ、無意識のうちに爪先立ちになる。

			「──あ」

			　居並ぶ頭の隙間から見えた姿に、詩歩は、自分でも分からない溜め息を漏らした。

			　一段高いイベントスペース。写真集のタイトルを貼りつけたパーテーション前で、レモン色のビキニの少女が、ファンと握手を交わしている。

			　見えたのはほんの一瞬。なのに、その人懐っこい笑顔は、詩歩の瞳に鮮烈な印象となって焼きついた。

			「はぁ…………」

			　なぜだろう。急に鼓動が高まって、詩歩は思わず制服の胸を掴んだ。息苦しくなって、心なしか鼓動も速い。でも、さっきまでの逃げたくなるような緊張とは全然違う、切ないような胸の痛み。

			「可愛い……」

			　純粋に、そう思った。人を疑うことを知らないように輝く黒目がちな大きな瞳。楽しそうに綻ほころんだ薄いピンクの唇は、ファンサービスの作り笑顔とは思えない。押し掛けたファンよりも、何倍も本人の方が嬉しそうで、見ているだけで幸せな気持ちになる。

			　とはいえ。

			　本屋さんの中で水着姿の少女が笑顔を振りまく景色は、やっぱりどこか変。そこだけ異空間が現れたような錯覚を起こしそうになる。

			（あんな裸みたいな格好で、こんな大勢の人前に……。恥ずかしくないのかな？）

			　もちろんグラビアアイドルなのだし、慣れっこなのかもしれないけど、見ているこっちの身体が竦すくんでくる。男性はもちろん、女性客の反応も気になって、周囲をキョロキョロ見渡してしまう。

			「あ、あのっ！　優衣ちゃんに会えて嬉しいです！」

			　いきなり、間近で上擦った声がした。視線を前に戻すと、順番の回ってきた友達が、受け取った写真集を大事そうに抱え、震える手で握手をしている。耳まで真っ赤にして、彼女がこんなに緊張しているのを見たことはない。

			「はい、次の方どうぞ」

			　係の人に促され、きゃあきゃあとはしゃぐ友達と入れ替わりに、詩歩は、押し出されるようにグラビアアイドルの前に立った。

			（う……うわぁ……）

			　数メートルから、数十センチへ。たったそれだけ距離が縮まっただけで、胸の内側が普通でない速さで鼓動を刻む。真っ直ぐに向けられる視線が、キラキラ眩しすぎて直視できない。でも、眼を逸らそうにも、その先の大半は彼女の素肌。同性とはいえ、目のやり場に困ってしまう。

			　仕方なく、彼女のか細い鎖骨あたりに視線を置いた。でもそうなると、必然的にビキニからはみ出した胸の谷間も視界の範囲内。いけないと思いつつ、その迫力のボリュームを凝視してしまう。

			（それにしても……肌、白いなぁ……）

			　太陽の下で撮影することも多いはずなのに、日焼けの跡がまったくない。

			　滑らかで平らなお腹。豊かに実って弾む、柔らかそうな胸の膨らみ。腰のくびれはちょっと弱いけど、それでも、嫉妬したくなるプロポーション。身長も年齢も同じくらいなのに、まるで不思議な光を纏まとっているように輝いて見える。

			「女の子が来てくれて、あたしも嬉しいです。これからも応援してくださいね」

			　真っ赤になって俯うつむいていたので、熱心なファンと思われたかもしれない。彼女は写真集を手渡すと、おずおずと差し出した詩歩の右手を、両手でしっかり握り締めた。

			「あ……」

			　掌が触れた瞬間、まるで静電気が走ったように全身が痺れた。身体が宙に浮いて、どこかに飛んでいってしまいそうになる。
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			「……あ！　あの……ありがとうござ……」

			「はい、次の方どうぞー」

			　慌ててお礼を言おうとしたけど、係の人に押し出されてしまった。名残惜しくなって振り返ったら、彼女は、次の人と向き合う前のわずかな瞬間、詩歩に微笑みかけてくれた。

			「──!!」

			　それだけでドキリと心臓が高鳴る。詩歩は、ハードカバーの写真集を両手で胸に抱え、逃げるような小走りで列を離れた。

			


			　再び電車を乗り継ぎ、地元の駅に戻った。

			「どう、可愛かったっしょ？」

			　夕焼けが半ば夜の空に変わりかけ、帰宅客でごった返す駅の片隅で、お渡し会に誘った友達が、まるで自分のことのように胸を張る。詩歩は曖昧に「あ、うん」とだけ答えたけれど、正直言えば、まだ心臓がバクバクと鳴り続けていた。

			「じゃあ、はい。お疲れさま」

			　もう一人が、詩歩の持っている写真集に手を掛ける。反射的に抱え込むけど、これは自分のじゃない。友達に怪け訝げんな表情をされ、慌てて離した。本の重さがなくなった分、手の中が物足りなくなる。

			（わたしも、予約しておけばよかったな……）

			　さっきまで、舞原優衣というアイドルの存在すら知らなかったのに。覆しようのない後悔と、物欲しさに満ちた目で、友達に奪われた写真集を恨めしげに眺める。

			（…………て、普通に買えばいいんじゃない!!）

			　なんてことのない解決策に気がついて、自分の閃きに自分で賛辞を贈る。地元にも書店は多い。さっそく手近なところから探そうと思い立ち、友達に別れを告げようとする。

			　でもそれは、意外な人物に遮られてしまう。駅前で誰かを探している素振りをしていたスーツ姿の男性が、詩歩たちに気づいて声を掛けてきたからだった。

			「君たち、ちょっといいかな」

			　立ち話をしていた三人は、まったく同じ動作で男性の方を振り返る。

			　三十歳過ぎ、といった感じ。見た目は普通のサラリーマン。人が良さそうにも見えるけど、過剰にニコニコしていて逆に警戒してしまう。道でも聞きたいのかと思ったら、彼はいきなり内ポケットから名刺を差し出した。

			「な……なに？」

			　怪訝そうに顔を歪めながら、友達がその小さな紙を受け取る。

			　しかし、まるでそんな反応は慣れっこであるかのように男性は笑顔を崩さず、とんでもないことをサラリと言った。

			「君たち、アイドルになってみない？」

			「…………アイドル!?」

			　三人は、またも同じタイミングとトーンで声をひっくり返らせた。そして争うように名刺を凝視する。詩歩はピンとこなかったけど、友達二人は見る間に眼の色を変える。

			「これ……マジ？　けっこう有名な芸能事務所だよ！」

			「じゃあ……本当にスカウト!?　路上スカウトなんて都市伝説だと思ってたよ！」

			　もしかしたら人生を変えるかもしれない、降って湧いた出来事に、興奮を隠せない。それはもちろん詩歩も同じ。でも、二人とは、ちょっと違うことを考えていた。

			（芸能人になったら…………またあの人に会える？）

			　今日会ったばかりの、知ったばかりの少女の笑顔。それが、瞳に焼きついて離れない。あの輝きのそばにいられるかもしれない。そう思ったら、居ても立ってもいられなくなって、詩歩は衝動的に高々と手を挙げていた。

			「やります！　わたし、アイドルになります!!」

			


			　パシャパシャと焚かれるフラッシュの雨が、詩歩の身体を眩しく照らし出す。その肢体を覆うのは、わずかな面積しかないビキニの水着。ライムグリーンのストライプ。軽快なシャッター音に反応し、露出した素肌が過敏にピリピリ痺れる。カメラのレンズに睨まれて、まるで金縛りに遭ったように身動きが取れない。

			　程よく晴れた青空の下、詩歩は、白い板壁の家の庭で、グラビア撮影に挑んでいた。

			（海でもプールでもないのに、住宅地の芝生で水着って……やっぱりグラビアアイドルって変じゃない？）

			　広い芝生は高い生垣で囲まれているし、覗かれる心配はなさそうだ。けれどこのロケーションと自分の格好は、どう考えても不釣り合い。至極真っ当な疑問が、せっかく作った笑顔を引き攣つらせる。

			　でも、もっと詩歩を戸惑わせていたのは、目の前のカメラマン。まだ大学生くらいに見える女性が、水着写真を嬉々として連写している光景だった。

			（女の人が、わたしなんかを撮って楽しいのかなぁ？）

			　ショートボブの髪と薄手のワンピースを揺らしながら小気味よく動き回る様は、仕事というより趣味を楽しんでいるようにしか見えない。

			（……ていうか、助手さんとかいないの？）

			　露出を計ったり、レフ板とかいう光を反射させる板の角度を合わせたり。彼女は忙しく動いて、それらを全部ひとりでこなしている。多分、お手伝いをする人がいるのが本来の形なんだろう。ここは撮影スタジオ兼自宅だというし、余人を交えないのが彼女のスタイルなのかもしれない。

			（ええっと……この人は、葉は山やま遊ゆう希きさん）

			　仕事で会った人の名前は覚えておくようにと、事務所の人に教えられている。記憶力は悪くない方だけど、こんな非日常の中では、繰り返し復唱しないと頭の中の何もかもがどこかに飛んでしまいそうだ。

			　とはいえ、不慣れな作業の中でそんな余計なことをしていれば、当然、肝心の集中力の方が疎おろそかになる。

			「う～ん、表情が硬ぁい。ほら、もっとリラックスして。自由に動いていいから」

			「あ、はいっ！」

			　開始たった十五分で、遊希から受ける五回目の注意。そうは言われても、どんな風に動けばいいのかさっぱり見当がつかない。

			（えーっと……こう？　それとも、こんな感じ？）

			　腕で胸を挟んだり、お尻を突き出したり。過去に見たグラビアのおぼろげな記憶を頼りに、それっぽいポーズを探る。もちろん自信はない。鏡なんて見なくても、きっと盆踊り初心者のような格好悪いことになっていると断言できる。

			　手足の先に神経が行き届かなくなり、ついには、今、自分がどんな姿になっているのかも分からなくなって、心の中で泣きごとを漏らした。

			（こんなに難しいものなの……!?　グラビアアイドルなんて、ただカメラの前でニコニコ笑っていればいいと思ってたのに……）

			　そんなに甘いものじゃなかった。軽はずみに芸能界入りしたことを、今さらながらに後悔せずにいられない。

			　あの突然のスカウトから、もう三ヶ月も経っていた。

			　結局、芸能事務所に所属することになったのは詩歩だけ。一緒にスカウトされた友達は二人とも乗り気だったけど、親の許可が下りなかった。詩歩の両親だけが、諸手を挙げて賛成してくれた。あまりに簡単で拍子抜けしたくらい。後でよく話を聞いたら、娘が芸能人になったら有名人に会えるかもと、ひそかに期待していたらしい。

			　もちろん、それはそれとして詩歩は頑張るつもりだった。「あたしらの分まで人気者になれよー」といった感じで応援してくれた友達のためにも。

			　なのに、スカウトされた時に比べて、詩歩のテンションは明らかに落ちている。原因はいくつもあった。何よりもまず、自分の間抜けさに呆れていたから。

			「まさか、舞原優衣と違う事務所だったなんて……」

			　そもそも彼女の所属事務所も知らなかったのに、同じところに入れたと思い込んだ方が悪い。舞原優衣に会うことが唯一の目的だったのに。これでは、何のために未知の世界である芸能界に飛び込んだのか分からない。

			　いっそ彼女の事務所に移籍しようか、なんて考えも頭をよぎった。もちろん、いくら芸能界事情に疎うとい詩歩だって、デビュー直後の即移籍が不義理であることくらい分かる。それ以前の問題として、移籍の仕方なんて分からないし。

			　それに、気分が高揚しない理由は、まだ他にもある。

			　詩歩は──まだ芸能人になったという実感を持てずにいた。こうしてビキニまで着て、プロのカメラマンさんに、いっぱい写真を撮ってもらっているのに。

			　マネージャーさんとすら、まだろくに顔を合わせていない。毎日、放課後に事務所へ顔を出し、仕事の有無の確認を事務員さんにするということの繰り返し。

			　そうして先週になって、やっと最初の仕事が来たくらいなのだから。それも、アイドル雑誌の片隅の、新人紹介ミニコーナー。それってどんなものなのかと、事務所で以前の号を見せてもらったら、想像以上のプチ企画だった。豆粒みたいにしか写っていない顔写真が数人分、簡単なプロフィールと共に並べてあるだけ。所詮は海の物とも山の物ともつかない無名新人。自分の現状を思い知らされた。

			　それでも頑張って初仕事をこなしたものの、何が何だか分からないまま、何人もの大人に言われるままに動いただけで、初仕事は終了。水着姿を恥じらう余裕すらなかった。

			　それに、詩歩が載る号の発売はまだ先。だから、本格的なグラビアのお仕事は、実は今日が初めてなのだった。

			「う～ん。新人ちゃん、緊張してるのかなぁ」

			　いつまでも気持ちが乗らない詩歩に、遊希が困り顔でファインダーから目を離した。慌てて笑顔を作ったら、電流が走ったみたいに頬が引き攣った。

			「あいたたたっ！」

			「そんなに無理しなくていいのよ。もっと自然体に、リラックスしてぇ……。そうね、カメラの向こうの男の子を誘惑して、劣情を催させるつもりで」

			「ゆっ、ゆゆっ、誘惑っ……劣情ぉ!?」

			　彼女は何も変なことは言っていない。そもそもグラドルはそういうお仕事。でもそれはできあがった写真の仕事であって、本人が意識する必要があるなんて思いもしなかった。

			　それに女子校育ちのせいか、男性にあまり免疫がない。卑猥な言葉に狼狽する詩歩を見て、遊希は、垂れ目の瞳を愉快そうに細めた。

			「あらあら、お困り？　そうねぇ……例えばぁ」

			　薄いピンクの唇が、妖しい微笑みを湛たたえる。そして胸の下で腕を組むと、グッと胸の膨らみを持ち上げた。ただでさえスレンダーな肢体に似合わない豊乳が、さらにボリュームと迫力を増す。

			「……あ」

			「ほら。こうしておっぱいを強調したり、腰を捻ってお尻を見せたり」

			　身体をくねらせ、次々とポーズの手本を見せる遊希。ちょっとした仕種が艶っぽくて、大人の色気が匂い立つようで、ゆったりしたワンピースの上からでも、細い腰やお尻の丸みがはっきり見える。見詰める詩歩の口の中いっぱいに唾液が溜まり、飲み込む時に大きな音が鳴ってしまう。

			「どう？　参考になった？　じゃあ再開しましょうか」

			「え、あ……は、はい！」

			　その後は、まるで自分が別人になったようだった。遊希の淫気に当てられて、腰やお尻がくねくねと柔らかく動く。今なら、どんな大胆なポーズを要求されても応えてしまいそうな気分だった。

			「はい、お疲れさま～」

			　最後にパシャッとフラッシュを焚かれ、詩歩は我に返った。なんだかとんでもない格好までさせられたような気がするけど、頭が呆ほうけてあまり覚えていない。

			　遊希は、ニコニコと上機嫌。カメラマンがそうなのだから、きっと上手くやれたのだろう。詩歩は安堵の溜め息を吐き、荷物を置いてある撮影スタジオに戻った。そこは女の子の部屋を模していて、なのに撮影機材もたくさんあって、不思議な空間。

			「いい感じだったわよ、詩歩ちゃん」

			「あ……ありがとうございます」

			　着替えを済ませた詩歩に、遊希がハーブティーを差し出す。それを口に含んで、やっと、詩歩に落ち着きが戻ってきた。

			「あの～……わたし、大丈夫でしたか？」

			　それでもやっぱり気になって、出来栄えを尋ねてしまう。遊希は笑顔を崩さずに、指でＯＫマークを作ってくれた。

			「ふう……。あの……葉山さんて、ポージングの指導もお上手なんですね」

			　安心したら、口も滑らかに。彼女の笑みにつられたせいもあるかもしれない。

			「遊希でいいわよ。わたしって撮る側より撮られる方が多いの。本職はあなたと同じ、グラビアアイドルよ。色々あって、カメラマンの真似ごとなんてしてるけどね」

			「え、あ……そうだったんですか!?」

			　おどけてウインクする遊希の笑みは、年上とは思えないほど子供っぽくて可愛らしい。詩歩もつられて笑顔になる。今頃になって楽しい気分になってきた。それが逆に後悔になる。最初からこんな気持ちでいられたら、今日の写真も、もっといいものになっていたに違いないのに。できることなら、最初からやり直したいくらい。

			「ね。詩歩ちゃんは、どうしてグラビアアイドルになろうと思ったの？　正直言えば、最近のグラドル事情は厳しいわよ。雑誌のグラビアページも、色んなアイドルグループや女優さんに奪われつつあるし」

			「そ、そうなんですか？　わたし、あんまりその辺のことは詳しくなくて……。ただ、最近好きになったグラビアアイドルに憧れて、同じ世界に入りたいなーって、もう単純にそれだけで……」

			　どう考えても動機が単純で不純。彼女の人の良さに甘えて白状してしまったけど、黙っていた方がよかっただろうか。でも遊希は別に怒った様子も見せず、それどころか瞳を細めて優しそうに微笑んだ。

			「動機なんて、案外みんなそんなものよ。わたしがグラドルになったのだって、芸能人になればアイドルの女の子といっぱい会えるー、とか思ったからだし」

			「そ、そうなんですか!?」

			　コロコロ笑う遊希に、詩歩は胸を撫で下ろした。

			「でも、いつまでもそれに甘えちゃ駄目よ。この仕事を続けるつもりなら、早めに先々の目標を考えなさい」

			「はいっ！」

			　おどけていても真面目なアドバイスをくれる彼女が、詩歩にはちょっと嬉しかった。こんなに早く信頼できる先輩に巡り合えて、自分は幸運なのかもしれない。

			「それで、詩歩ちゃんの憧れのグラドルって誰？」

			　遊希も詩歩に興味を持ち始めたのか、ティーカップから紅茶を零しそうな勢いで身を乗り出してきた。おっとりとした物腰からは想像できない食いつきっぷりに、詩歩の方が身体を引いてしまう。

			「えっと、その……。ご存じかどうかは分からないけど……舞原優衣さんって……」

			「優衣ちゃん！」

			　遊希が急に声を張り上げ、詩歩の肩もビクッと跳ねる。

			「そっかー。優衣ちゃんに憧れてグラドルになる娘が出てきたかー」

			　まるで、自分が褒められたかのように顔を綻ばせる遊希。大袈裟なほどの喜び方に、詩歩は首を傾げずにいられない。

			「えっと……遊希さんは、優衣さんとお知り合いなんですか？」

			「知ってるも何も。一緒にお仕事だってしたし、プライベートでも仲良しよ」

			「そうなんですか!?」

			　それを聞いた途端。詩歩の中に、おかしな期待が芽生えた。直前まで考えすらしなかった欲求が、胸の中でむくむく大きく湧き上がる。

			「……あららぁ？　優衣ちゃんを紹介してもらえると思った？　ダメダメ。そう簡単には会わせられないんだから」

			「で、ですよねー……」

			　邪よこしまな気持ちをあっさり見抜かれ、あははと苦笑い。

			「でも、優衣ちゃんを気に入ってくれたのは嬉しいわ。そうだなぁ……。それじゃ、今日がんばったご褒美にぃ、彼女の秘蔵写真、見せてあげる」

			　遊希も、よほど優衣が好きなんだろう。言葉の端々がウキウキ跳ねている。彼女は詩歩を手招きすると、撮影スタジオの端にある作業机に座らせた。そこには、大型のモニターを備えたパソコン。きっと彼女の作業用なのだろう。待機状態にあったそれを遊希が操作すると、女の子の名前をつけたいくつものフォルダーが画面上に現れた。

			「これって……」

			「わたしが撮影したグラドルの写真よ。ほとんどがお仕事のだから、うかつに他の人に見せちゃいけないんだけどぉ……」

			　そう言いながら、遊希は迂う闊かつとしか思えない気軽さで『舞原優衣』フォルダーをあっさり開いた。そこにはさらに、撮影日らしい数字と雑誌名などで管理されたフォルダー群。

			「ええっとね……あら？」

			　しかし遊希が何かを説明しようとしたところで、家の奥の方で電話が鳴った。

			「なんで携帯にかけてこないのかしら……って、仕事中は携帯切ってるんだったわ。あ、詩歩ちゃん。優衣ちゃんのとこだけなら好きに見てていいから」

			「あ、はい。ありがとうございますっ」

			　そうして遊希は、慌てた様子でパタパタとスリッパを鳴らしながら家の奥に小走りで消えていった。それを見送り、詩歩はパソコンの画面に向き直る。

			「ええっと……。うわぁ……可愛い……！」

			　マウスを握って、とりあえず適当に操作した詩歩は、思わず感激の声を上げた。

			　プールサイドから濡れた身体を乗り出す優衣。水着の胸を強調しながら、恥ずかしそうに頬を染める優衣。中には色気を押し出したものもあったけど、どれもこれも、純粋無垢を絵に描いたみたいで、遊希とは違う意味で子供のようだ。

			「すごいすごい……。いいなぁ。このデータくれないかなぁ」

			　写真集はともかく、雑誌に載ったグラビアなどは、もはや入手困難に違いない。無理は承知で、おねだりしてみようか。

			「それにしても……」

			　見当たるのは仕事関係のものばかり。もちろんこれはこれで嬉しいけれど。

			「遊希さん、秘蔵写真って言ってたよね」

			　没写真だろうか、なんて思いながら画面をスクロールさせる。するとその一番下、画面の外に隠れていたフォルダーが現れた。それは女の子の名前ではなく、アルファベットで名づけられている。

			「Ｐｒｉｖａｔｅ……ぷり……ばて？　……あ、プライベートか！」

			　とんだところで馬鹿っぽさを露呈した。遊希が席を外してくれていてよかった。

			「秘蔵写真っていったら、多分これのことだよね」

			　何も考えず、それをダブルクリック。しかし、その扉は簡単には開かなかった。

			「……パスワードを入力してください？　そうだよね。プライベート写真だもんね。うっかり誰かに見られたら大変だもんね」

			　自分がその「誰か」であるとまでは考えず、簡単に納得する。そして遊希の消えたドアの方を振り返った。電話が長引いているのか、まだ帰ってくる気配はない。

			「勝手に見たらまずいかな。でも見てていいって言ってたし。構わない……よね？」

			　優衣のプライベート写真。その響きが持つ誘惑が、詩歩の思慮を鈍らせた。都合良く解釈し、とりあえず一回だけチャレンジしてみることにした。

			「こういう場合、定番は生年月日だけど……わたし、優衣さんの誕生日知らないしなー」

			　ちょっと考え、遊希が彼女を何と呼んでいたかを思い出す。

			「ええっと……ｙｕｉｃｈａｎ……っと。うわっ!?」

			　あっさり開いて逆にびっくり。ともあれ、優衣の私生活を覗ける特別待遇に心が踊る。

			「──ッ!?」

			　でも、そこにあったのは、詩歩の想像とはまるで違う世界。あまりの異常さに、息が止まりそうになる。

			　夜、どこかの校庭の片隅で、私服の優衣が両手首を縛られ、木に吊るされている。それだけでも十分に異常なシチュエーション。でも、それだけじゃなかった。

			　下半身に、何も身に着けていない。

			「……なにこれ…………なにこれっ!?」

			　その続きだろうか。次は裸の股間が大写し。フラッシュに照らされて、薄い恥毛も数えられそうだ。さらに別の場面では、全裸の優衣が自分の胸や股間に手を当てていた。その指先はピンクの乳首を摘み上げ、もう一方は、女の子の秘所らしき溝に、深く食い込んでいるように見える。

			「優衣さん……何をしているの……？」

			　思い当たる行為が頭をよぎり、否定しようとして首を振る。けれど、疑念を拭いきれない。眼を逸らしたいのに、食い入るように画面を凝視してしまう。

			　そして、ハッとなって周囲を見渡した。全裸写真の背景には見覚えがある。

			　間違いない。優衣は、この部屋で自慰をしていた。それを写真に撮られた。彼女の半裸や全裸の写真は、百枚を下らない。その全部が、明らかに何らかの性的な行為の最中。

			　混乱で膝が震える。全身から汗が噴き出る。自分は悪夢を見ているに違いないと、動揺を必死に押し殺す。

			「いや……いやぁぁぁ……！」

			　でも、無理だった。詩歩は、目の前の現実を拒絶するようにヨロヨロと立ち上がると、鞄を掴んで遊希の家から逃げ出した。

		

	

			第二章　見られちゃった!?　グラドルのスキャンダル

			


			★

			「や……あっ、愛あい莉りちゃ……だめっ、あンッ!!」

			　ぴちゃぴちゃと、脚の間から卑猥な粘着音が絶え間なく響く。身体の中心で生まれる鮮烈な痺れに耐えきれず、優衣は激しく身体をくねらせる。

			「んふふっ……優衣先輩ったら。ここ、こーんなにトロトロにして、何が駄目なの？」

			　年下とは思えない淫靡な笑みを浮かべ、愛莉が股間から顔を上げた。小柄で細い肢体に黒髪のツインテールは、彼女を実際より幼く見せる。けれど、その挑発的な吊り目に射い竦すくめられると、被虐的な悦びに、胸と、そしてお腹の奥が熱く疼いてしまう。

			「ね、ねえ。もうすぐ絢あやさんも帰ってくるし、こんなこと…………ふあっ!?　そ、そこだめ……あッ、あぁぁんっ！」

			「あはぁ……優衣先輩のここ、おいしぃ……ちゅ、ちゅる、ちゅぱっ」

			「あぅん！　あ、愛莉ちゃん……だ……めぇぇぇ……っ」

			　弱々しい抗議なんて意に介さず、愛莉の手は、優衣の太腿を大きく押し広げた。恥裂をざらつく舌で舐め上げられて、裸の腰が何度も跳ね上がる。下半身だけじゃない。ベッドに横たわる優衣の身体を覆うものは何ひとつなく、頭の上に掲げた両手首は、オモチャの手錠で拘束されている。

			「ね、愛莉ちゃん……。これ……手錠、きついよ。お願い、外して……」

			「だーめ。だって、困り顔の先輩、可愛いんだもん」

			「そ、そんなぁ……」

			　こちらは全裸なのに、愛莉は一枚も脱いでない。Ｔシャツとデニムのホットパンツというボーイッシュなスタイルは、彼女に似合って確かに可愛いけれど、着衣の格差が羞恥をことさらに煽り立てる。もちろん、それも愛莉の狙いのうち。彼女は優衣を困らせるのが大好きだった。そうと分かっているのに、彼女の望む痴態を見せてしまう。

			「あはぁ……また濡れてきた。先輩、ほんとーにエッチだなぁ」

			「そ、そんなこと言わないで……ああっ！　そこ舐めちゃ……ひぃっ!!」

			　意地悪な舌が、膣口の縁でくるくると円を描く。甘い痺れに苛まれ、堪らず優衣は彼女の頭を太腿で挟み込んだ。

			「やぁ……やぁぁん。き……気持ち、いい……」

			　快感を告げる優衣に、愛莉が笑みを浮かべる。彼女は一旦身を起こし、愛液を貼りつかせた唇でキスを求めてきた。それに抗う気持ちなんて、優衣にあるはずがない。うっとりと眼を閉じて、自分から彼女の唇を迎えに行った。

			「はぁ……優衣先輩……大好き……ちゅ、ちゅるっ」

			「ん……愛莉ちゃ………ン、むっ……ぷぁぁぁ……」

			　互いにくねくねと首をくねらせ、唇を深く密着させる。唾液を纏った愛莉の舌が、口腔内に押し入ってくる。優衣は自らも舌を伸ばし、痺れるような悦びでそれを歓迎した。

			（ええっと……あたし、どうしてこんなことになってるんだっけ……）

			　キスの快感に身悶えし、お尻の下でベッドのシーツがくしゃくしゃになる。あまりに気持ちよくて忘れかけているけど、このベッドは優衣のじゃない。そもそも、エッチな行為に耽っているこの家自体、優衣のものでも愛莉のものでもない。

			　優衣のマネージャーの、水み無な瀬せ絢の自宅だった。

			　明日のＰＶ撮影は遠方なので、今夜はここに泊まり、明日の朝、一緒に出発することになっていた。しかし絢はまだ仕事が残っているというので、鍵を借りて、先にお邪魔していたのだけれど、どこかでそれを聞きつけた愛莉が乱入。あっという間に押し倒され、家主の留守中にこの有様。

			　愛莉は優衣の唇を吸いながら、Ｇカップのバストを掌で包むように捏こね回す。

			「ン、あ……あふ、ンんっ……」

			「先輩、我慢しなくてもいいんだよ？　思いっきり、可愛い声を聞かせて」

			「で、でもでも……んきゅふぅッ！」

			　声を催促するように、硬く屹立した敏感乳首を抓つねられた。堪えようとした喘ぎが、変な悲鳴になって喉から絞り出される。住宅地とはいえ、絢宅は普通の一戸建て。ご近所に聞き咎とがめられる心配はないだろうけれど、恥ずかしいものは恥ずかしい。羞恥で流す優衣の涙を、愛莉は愛おしそうに舐め取った。そして、うっとりと唇を重ねてくる。

			「先輩、好きぃ……」

			　彼女は──愛莉は、同じ事務所に所属するグラビアアイドル。一年後輩で、そして、優衣の「三人目」の恋人。

			（ていうか……同時に三人と付き合ってるって、それだけでも変なのに……）

			　その全員が女の人なのだから、自分でも普通でないのは分かっている。それに優衣も愛莉も、本来は男性の目を楽しませるのがお仕事。なのに女の子同士で快感を求め合う仲になって、どうしてこんな境遇にと、時々思わないでもない。

			　けれど、大好きな人たちに愛される幸せの前では、そんな疑問なんて些細なこと。最初は戸惑いを覚えた女の子同士の気持ちよさも、今は自分から求めずにいられない。

			「先輩……脚、開いて……」

			　キスで興奮したのか、愛莉の瞳も欲情で濡れている。優衣は年下の少女に命じられるまま、膝を立てるようにして腰を持ち上げた。

			「あは……先輩、いやらしい格好……」

			　愛莉は嬉しそうに舌舐めずりし、再び優衣の女性器に口づけようとした。キスの気配を感じ取り、陰唇の恥襞が快感への期待で疼き出す。それなのに──。

			「……あ、携帯鳴ってる」

			　愛莉は、不意に優衣から離れてしまった。完全に愛撫を受け入れる態勢になっていた身体は、突然の放置に耐えられない。

			「ま、待って愛莉ちゃん！　あたし……あたしぃ……」

			　股間の切ない疼きで涙目になる優衣を、嗜し虐ぎゃく的てきな笑みで愛莉が見下ろす。

			「だーめ。大事な用かもしれないでしょ。先輩って、ほーんとエッチな子なんだから♪」

			「そ、そういうつもりじゃ……」

			　反論の途中で口をつぐむ。愛撫のおねだり以外に、彼女を引き止める理由があるはずもない。年下の後輩少女に劣情を見透かされ、優衣は身体を恥辱の朱に染めた。

			「心配しなくても、電話が終わったらちゃんと可愛がってあげます」

			　頬に軽くキスされて、少しだけ心が安らぐ。飼い馴らされたペットみたいで自分が情けなくなるけど、彼女に苛められたいのが偽らざる本音なのだから、仕方がない。

			　でも、携帯に出た愛莉の様子は、少し変だった。

			「ああ、遊希さん。こんな時間にどうし…………は？　え!?　ちょ、何よそれ……!!」

			　大声を上げたと思ったら、急に声を潜めた。優衣に背を向け、でも、こちらを横目でチラチラ窺っているようにも見える。

			「遊希さんから？　なにかあったの？」

			　首を傾げながら上半身を起こす。重大事なら、こんなことをしている場合じゃない。

			「あー大丈夫です。ええっと……なーんか、遊希さんがポカやっちゃったみたいなんですけどぉ……心配いりませんから、優衣先輩はそこで待っててくださいっ」

			「このままって言われても……あ、愛莉ちゃん！」

			　身動きできない優衣を置き去りにして、愛莉は隣の部屋に駆け込んでしまう。

			「……どうしたんだろ」

			　彼女の声も顔色も普通じゃなかった。明らかに何かをごまかしている。それを分かっていながら、優衣は途方に暮れるしかなかった。全裸で、しかも両手を拘束された状態で放置されたら、確かに黙って待っている以外に術はない。

			　でも、そんなに待つ必要はなかった。程なく、ここの家主が帰ってきてくれたから。

			「ただいま。優衣、待たせちゃったわね。もう夕食は済ませ……何をしているの？」

			　マネージャーの水無瀬絢が、全裸で待機中の優衣に冷静な視線を向ける。

			　セミロングの髪をバレッタでアップにし、濃紺のスーツ姿は、まるで絵に描いたようなキャリアウーマン。もちろん格好だけでなく、仕事ぶりも超優秀。ただ、目つきが鋭くて無愛想なので、彼女のことを怖いと思っている人も少なくない。

			（優しい人なのになぁ……）

			　感情表現が果てしなく不器用なだけなのに。ただ、その点については優衣も似たようなもの。自分の思いを説明するのが苦手なせいで、お互いの気持ちが擦れ違い、傷つけ合ったこともあった。けれど、それも過去の話。

			　だって、今は、彼女こそが優衣の「一人目」なのだから。

			「えっと……あ。絢さん、おかえりなさい……」

			　しかしいくら大好きな恋人でも、こんな格好でのお出迎えは、さすがにちょっと、はしたない。せめて核心部分は隠そうと、内腿を擦り合わせるように閉じてみる。

			「あ……あのね絢さん、これは……」

			「分かっているわ。さっき愛莉の声が聞こえたから。まったく仕方のない娘ね。私の家はラブホテルじゃないのよ」

			　上着とタイトスカートを脱ぎながら愚痴る絢。着替えるのかと思ってぼんやり眺めていたら、彼女はブラウスのボタンを外すのももどかしげに、優衣に伸し掛かってきた。

			「あ……絢さ……んむっ！」

			　唇を塞がれると同時に、舌が彼女の口腔へ吸い込まれる。ただでさえ手錠で自由を奪われている手首を、さらに両手で押さえつけ、優衣の唇と舌を貪るように吸引する。

			「ン、あむっ……絢さん、こんな急に……ふみゅっ！」

			「何を言ってるの、優衣。こんなに脚をモジモジさせて……我慢できないんでしょう？」

			「え、あ……!?　そ、それは違っ……きゅふぅン!!」

			　絢の太腿が、優衣の脚の間に割り込んだ。ストッキングのザラザラで淫核を擦り上げられ、堪らず腰が跳ね上がる。裸でいるのを取り繕おうとした動きを、欲求不満と誤解されたみたいだ。でも股間を走る強烈な快感に、それが彼女の勘違いでないことを教えられる。

			「あぅ……ン、はぁぁう！　あやっ……絢さん……くふッ……ンッ！」

			「可愛い……可愛いわ、私の優衣……」

			　甲高い優衣の喘ぎに触発されて、絢のキスも激しくなった。唇に舌を咥え込み、それを軸にして顔を捻じり込んでくる。まるで舌の表面をこそぎ取るような、激しいピストン運動。ふたり分の唾液が混じり合う快感に、全身の肌がぷつぷつ粟立つ。

			「あぶ……ん……ンむぁ！　むぅぅぅ……!!」

			「はぁ……優衣……ン、ぷあぁぁぁっむ！」

			　捩れるほどに唇を押しつけ、溢れる唾液を啜る絢。普段は知的な彼女なのに、セックスとなると、まるで動物のように野性的。貪るように快感を求める。そのギャップが優衣には堪らない。彼女に激しく求められるのが嬉しくて、お腹の奥が蕩けそうに熱くなる。

			「絢さん、絢さん……。あぶ……ん、ンふぁ……あぷ……っ」

			　口の中に唾液を流し込まれて、窒息しそうだ。同時に優衣の下半身では、ストッキングによる淫摩擦で淫裂がだらしなく涎を垂らす。腰が勝手に動き出し、自分から彼女の脚に股間を擦りつけてしまう。

			「はぁ……。そんなに腰をふっちゃって……いやらしい娘……。ご覧なさい。私のストッキングがベタベタだわ。相変わらずアイドルとしての自覚が足りないわね」

			　絢が身体を引くと、彼女の腿の真ん中あたりに、べっとりと楕円の染みができていた。自分が溢れさせたものの多さに、羞恥で身体が竦んでしまう。

			「ご、ごめんなさい。でも……でもぉ……！」

			「言い訳なんて聞きたくないわ。……お仕置きよ」

			　こんなに感じさせたのは絢なのに。でも、そんな反論が通じるはずもない。彼女は再び優衣の股間に脚を当てると、身をかがめて乳首に噛みついた。

			「ひ……ッ!?」

			　もちろん、絢が優衣を傷つけることなんて絶対ない。ただの甘噛み。それでも、乳首に歯が食い込む感覚は、拘束された身体を異様に昂ぶらせた。さっき呆れられたばかりなのに、淫裂から濃厚な恥蜜をダラダラ流す。歓喜の悲鳴が裏返る。

			「ダメ！　絢さん……噛んじゃダメぇぇぇ……!!」

			「ダメじゃないでしょ。こんなにお股を濡らしてるくせに。本当のことを言いなさい」

			　表情は冷静だけど、絢の言葉も上擦って、額は汗ばんでいる。瞳を欲情で妖しく輝かせながら、今度は頸動脈に噛みついた。同時に、熱く湿った秘裂の奥へ、彼女の指が一本、押し込まれる。

			「あぁぁッ!!」

			　十分すぎるほど濡れていたせいか、絢は助走なしで手首を動かし始めた。素早い抽送運動で、膣内の濡れ肉を擦り上げる。

			「ひっ、あっ……あぅ、あぁぁぁン!!」

			　身体の内側から生じた甘美な痺れに、優衣は顎を仰け反らせた。腰が浮き、お腹が大きく卑猥に波打つ。

			「どう優衣。気持ちいい？」

			「絢さん！　……いい……き、気持ちいい……よぉぉ……ッ！」

			　切れ切れの優衣の喘ぎに満足し、絢の舌先が首筋を逆撫でした。それだけでも敏感になった肌には過剰な刺激。全身が総毛立つような快感に包まれて「ひぃッ！」と甲高い悲鳴を上げてしまった。その声に触発されて、絢の指が淫裂を激しく掻き回す。聞くに堪えない卑猥な水音で、優衣の耳を苛めてくる。

			「凄いわ……どんどん溢れてくる……。ほら聞こえる？　優衣のエッチな音……」

			「やぁぁぁん！　そ、そんな音聞かせないで……意地悪、しないでぇぇ……！」

			　言葉とは裏腹に、身体が熱い。絢の愛撫に合わせてお尻で円を描き、自分から指に膣肉を擦りつけてしまう。

			「絢さん！　あたし……熱い……からだ熱い……溶けちゃいそう……！」

			「分かってるわ。もっと……もっと気持ちよくしてあげる……」

			　それが絶頂へのサインだと知っている二人は、激しく唇を求め合った。優衣も手錠を嵌はめられたまま、絢の首に腕を回す。急速に高まる快感を、愛撫とキスで加速させる。

			「あたし……あ、あたし……あたし……!!」

			　熱いマグマが腰の奥で煮えたぎり、下半身に力が入る。絶頂はもう目の前。

			　その時──隣の部屋にいた愛莉が携帯を握りながら戻ってきた。

			「じゃあね遊希さん！　そのことは絶っ対、先輩と絢さんには秘密だからね……って、あああああっ！　先輩がイキそうになってるーっ!!」

			「あ……愛莉ちゃ……ふぁぁぁあっ！」

			　絢に楽しみを奪われた愛莉は、携帯を投げ捨て優衣に飛びついた。キスに割り込み、お留守になっていたクリトリスを擦り出す。

			「ひぃぃあぁぁぁ!?　だ、だめ愛莉ちゃん！　そこ、いきなりはダメぇぇぇ!!」

			　愛莉に対抗するように、絢も膣肉を掻き回した。内と外を同時に責められ、腰が狂ったように跳ね回る。

			「イク……イッちゃう！　もうダメ、イッちゃいそ……うっ、きゅふぅぅン!!」

			「あは、先輩イッちゃうんだ。いいよ。イクとこ、愛莉に見せて！」

			「イキなさい、優衣、思いっきり！」

			　ふたりの指が速度を増す。堪らず伸ばした舌先に、二枚の舌が絡みつく。ざらりとした感触が、優衣の頭を真っ白に染め上げる。舌と膣と淫核で生まれた快感電流が、身体の中で暴れ狂う。

			「はふぅあぁぁ！　イク、イッちゃう！　イッ……くぅぅぅぅぅぅッ!!」

			　ピンと勃った乳首を頂点に、優衣の身体が仰け反った。強張った内腿の間から、失禁したように透明の飛沫しぶきが迸る。

			「すっごーい。優衣先輩、潮吹いちゃった」

			「ふあ、あ、や……やぁぁ見ないで、いやぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

			　羞恥が、さらなる絶頂へと優衣を飛ばす。欲情にまみれた二人の眼に晒されながら、何度も何度も、快感に痺れる腰をしゃくり上げた。
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			「はぁ……はぁ、はぁはぁ……は、あ……あぁぁぁ……」

			　快感の大波が、次第に引いていく。ベッドにだらしなく身体を投げ出すけれど、絶頂痙けい攣れんが収まりきらずに腰が何度も小さく跳ね上がる。荒い呼吸も整えきれない。脚の内側は恥液でベトベト。満足に眼も開けられなくて確認できないけれど、お尻が微妙にひんやりしていて、シーツに大きな愛液の染みができているのは間違いない。

			「可愛いわ、優衣……」

			「あ……」

			　絢の指先が、白い小山の頂点で震える乳首を撫でる。それだけで、感電したように身体がピクンと小さく跳ねる。それを、愛莉が面白そうに見下ろしている。ものすごく恥ずかしいのに、後輩少女の唇が近づくと、それが欲しくなってそっと眼を閉じる。

			　でも、いつまで待ってもキスできなかった。じれったくなって眼を開けると、愛莉は、優衣に覆い被さった状態で顔を蒼褪めさせていた。その視線の先は、優衣ではなく、無表情の絢。彼女は愛莉の携帯を拾い上げ、着信画面を持ち主に見せつけている。

			「……さて、一段落したことだし……説明してもらいましょうか、愛莉。遊希さんと何を話していたの？　私と優衣に秘密にしなくちゃならないことって、どんなことかしら」

			「え……えっと……あの、その……ねえ？」

			　いつもは生意気なくらい自信に満ちた愛莉が、苦し紛れに愛想笑い。しかし、右往左往する視線が、チラチラと優衣の方を窺っているのを、絢は見逃さなかった。

			「……優衣に関係することなのね」

			「え！　いやあの……だから……その……」

			　鋭い視線の追及に耐えられなくなったのか、珍しく動揺を見せた挙句、諦めたように小さく頷く。重い口を開こうとした愛莉だったけど、絢は、一旦それを押し留めた。

			「何度も説明されるのも面倒だわ。遊希さんもここに呼びなさい」

			


			　優衣がシャワーを済ませてリビングに戻ると、おかしな光景ができあがっていた。

			　腰に手を当て仁王立ちした絢の前に、正座で項うな垂だれる遊希と愛莉。まるで、お母さんに叱られている姉妹みたいだ。でも、その表情には明らかな差がある。遊希の眼は焦点が合っていないし、愛莉はそんな彼女を恨めしそうに横目で睨む。

			「ええっと……」

			　パジャマのボタンを留めながら、優衣は絢の後ろ、正座する二人の正面のソファに腰を下ろした。その間、みんな無言のまま。こちらを見ようともしない。絢の表情も、どちらかといえば困り顔。まだ事情を聞き出せていないらしい。

			「愛莉は関係ないもんっ」

			　何も言ってないのに、愛莉が頬を膨らませた。真っ先に話を聞かされたばかりに、共犯者扱いになったのが不満なんだろう。とはいえ、これでは埒らちが明かない。

			（ま、まぁ……よく分かんないけど、電話してきた遊希さんが当事者なんだろうし……）

			　そこで優衣は、遊希に視線を向け、静かに尋ねた。

			「……それで遊希さん。何があったんですか？」

			　すると、質問したこちらが驚くほど、彼女の肩が派手に跳ね上がった。いつも飄ひょう々ひょうとしている遊希らしくない。相当に深刻な事態が起きたのだと悟った優衣は、彼女の前に両膝を突き、俯く顔を覗き込んだ。

			「話して……くれますか？」

			　ゆっくりと、遊希が顔を上げる。その瞳に優衣が映った途端、大粒の涙がボロボロと零れ落ちた。そしてワンワンと大きな声で、子供のように泣き出してしまう。

			「ご……ご……ごめんなさい……ごめんなさぁい！」

			　これには、優衣ばかりでなく、絢も愛莉も呆あっ気けに取られる。しかも遊希は、とんでもないことを口走り始めた。

			「あのね……あのね、優衣ちゃん……。わたし、優衣ちゃんのエッチな写真、いっぱい撮ったでしょう？　オナニーとか、ノーパンデートとか……」

			「おなにぃ？　のーぱんでーと？」

			　絢の眉が不穏に撥はねる。今でこそみんな仲良しだけど、まだ優衣を巡って牽制し合っている頃、それらの写真を、彼女は遊希から自慢げに見せられたことがあったらしい。その時の黒い感情が甦ったのか、険しくなる絢の表情に、優衣の方が激しくうろたえる。

			「ちょ……遊希さん！　急に何を言い出すんですか、今は関係ないでしょう!?」

			　慌てて取りなそうとすると、そうじゃないと言いたげに、遊希が力なく首を振った。

			「関係あるの。その優衣ちゃんのエッチな写真……他の娘に見られちゃったみたい……」

			「な……なんですってっ!?」

			　そのままでも消え入りそうだった遊希の声を、絢の絶叫が掻き消した。

			「見られたってどういうことですか遊希さん！　いつ、誰に!?」

			　優衣を押し退けて遊希に掴みかかり、前後に大きく肩を揺さぶる。大きく眼を見開いた必死の形相は、いつもの無表情からは想像できない。凄まれているような迫力に気圧されて、遊希の語りがしどろもどろになってしまう。

			「えっと……だから……なんだっけ……あ、そうだ！　今日、新人ちゃんのグラビア撮影をしたんだけどぉ……。その娘がね、優衣ちゃんのファンだっていうから、写真集とか雑誌とかの没写真を見せてあげようと思ったんだけど……ね？」

			「それがどうして、いかがわしい写真を見られることになったんですか！」

			　遊希は順を追っているようだけど、気が立っている絢はもどかしげに先を急がせる。

			「ちょっと席を外している間に、優衣ちゃんのプライベート写真フォルダーを開けられちゃったのよ！　戻ったら、優衣ちゃんのエッチぃ写真がモニターに大写し状態になってるし、新人ちゃんはいなくなってるし……」

			「パスワードとか設定してなかったんですか？」

			「してたわよぉ！　なのにどうして見られちゃったのか、わたしだってワケ分かんないんだからぁ！」

			　食い気味に問い詰める絢の猛攻に耐えかね、ついに遊希が頭を抱えた。

			「ね、ねえ絢さん。遊希さん困ってるよ。そんなにイジめちゃ可哀想だよ」

			　悪気があったのならともかく、彼女に限ってそれはない。本当に想定外のことが起きてパニックに陥っている。でも遊希を庇ったら、思わぬ方から非難を受けた。

			「何をそんなに落ち着いてるんですか！　見られちゃったのは、先輩の……その、まずいやつなんでしょ!?　もっと遊希さんを怒るべきなんじゃないんですかっ!?」

			　愛莉が苛立たしげに立ち上がる。優衣の、あまりの当事者意識の希薄さに。

			（……あ、そうか。あたしが一番の被害者なんだ）

			　言われてから気がつくのもどうかと思うけど、それでも優衣は、自分でも意外なほど冷静でいられた。もちろん動揺はしている。とんでもないことになったのも理解している。でも、実感が湧いてこない。

			　現場を目の当たりにしていないからか、あるいは驚きすぎて思考が麻痺しているだけかもしれない。何にしても、遊希を怒ったり責めたりする気にはならなかった。

			「怒る必要なんてないよ。だって遊希さん……あたしのために泣いてくれてるんだよ？」

			　そう微笑み返すと、愛莉は口をつぐんだ。彼女だって本当は分かっているはず。ただ、混乱した気持ちのぶつけどころが分からないだけ。

			「……確かに、ここで揉めていても始まらないわね。まずは優衣の写真を見たという娘を探しましょう。遊希さん、その新人の名前は？」

			　絢も、冷静さを取り戻してきたみたいだ。敏腕マネージャーらしく、問題の解決に取り組み出す。

			「あ、うん。久美詩歩ちゃんよ。オフィス・オータムワン所属の」

			「オータムワン……大手ね」

			　さすがは、美少女アイドル好きを公言してはばからない遊希。一度聞いた女の子の名前は忘れない。それを受け、ハンドバッグから取り出したタブレット端末で検索する絢。すぐに事務所のホームページから、それらしい人物を探し出した。

			「この娘？」

			「うん。仕事の依頼もこの事務所からだったし、間違いないわ」

			　遊希に確認を取ると、絢は小さく頷き、今度は画面を優衣に向けた。

			「優衣は、見覚えがあるかしら？」

			　液晶に映し出される、ひとりの女の子。宣材と呼ばれるタレントの顔写真。撮られることに慣れていないのか、無理に作った笑みは硬く、でも、大きな瞳は好奇心に満ちたように、真っ直ぐこちらを見詰めている。

			「…………？」

			　優衣は首を傾げた。友達や知り合いではない。明確な見覚えもない。なのに、知らないとは即答できなかった。頭の片隅で何かが引っ掛かって、思い出せそうなのに思い出せない、中途半端な気持ち悪さにモヤモヤする。

			「……ごめんなさい」

			　曖昧なその返答をどう受け取ったのか、絢は無言でタブレットを引っ込めた。そして、改めてプロフィールを確認する。

			「……仕事の経歴は空欄。本当にデビューしたてなのね。……さて、これをどう考えればいいのかしら」

			　絢がみんなを見渡し、問いかける。しばらく重苦しい沈黙が続いて、停滞ムードが漂う中、不意に、愛莉がぽつりと漏らした。

			「……スパイよ」

			「……………………」

			　みんな、反応をためらった。というより返事に困った。さっきとは異質の、微妙に気まずい静寂が部屋を包む。しかし愛莉は、お構いなしに持論を展開し始めた。

			「大手が、新人をスパイに仕立ててライバル事務所の有望株を潰しにきたに決まってる。優衣先輩のスキャンダルを掴まれちゃったんだ」

			　あまりにも突飛で、もはや想像を超えて妄想に近い。もちろん、そんな話を信じる人なんて、いい大人ばかりのこの中にいるわけがない。

			「そうだったの!?」

			　と思ったら、いた。頭から突き抜けたような甲高い声で、遊希が叫ぶ。

			「全然そんな風には見えなかった……。真面目で、純真そうな娘だったのに……」

			「スパイって、そういうものだよ遊希さん。警戒心を抱かせない人が一番怪しいんだよ」

			　賛同者を得て、愛莉の声が急に弾んだ。不安を煽り立てるような低音で囁きかけられ、大失態に蒼褪めていた遊希は、根拠のない、仮説とも呼べない妄もう言げんにすがり始める。

			「……でも待って。優衣ちゃんとは事務所が違うのに、どうして私に接近したの？」

			「優衣先輩と遊希さんが仲いいこと、もう知られてるのかも。ううん。もしかしたら、もっと深い関係だってことまで……」

			「そ、そんな……あぁぁん！　わたし、もう分かんなーい！」

			「いい加減にしなさい！」

			　勝手に妄想を広げる遊希と愛莉の頭を、絢のチョップがスパンと叩いた。

			「遊希さん、ふざけている場合じゃないでしょう！　愛莉も彼女を変に煽らないの！　少しは優衣の気持ちも考えなさい!!」

			「ふざけてなんかないよ絢さん！　愛莉は、一番ヤバイ可能性を考えてただけだもん！」

			　愛莉が頭を押さえながら唇を尖らせる。そして遊希はといえば、顔色を失ったまま頭を抱え、真剣に何かを考え込んでいる。傍目には、愛莉とのやりとりは漫才みたいだったけど、罪悪感で相当に思い詰めているみたいだ。

			「絢さんこそ、どう思ってるの？　優衣先輩が狙われてないって言いきれるの!?」

			「可能性だけを論じていたら切りがないわ」

			　一方で、愛莉と絢が言い争いを始めてしまった。みんな感情的になって、議論や話し合いをできる状態じゃない。このままでは収拾がつかなくなってしまう。

			「優衣先輩！　先輩自身はどうなんですか!?　やっぱりスパイですよね？　ねっ!?」

			「え……ええっと……」

			　しかも、いきなりこっちに飛び火した。でも愛莉の言葉で気が引き締まる。

			（そ、そうだよ。あたしの問題なんだから、あたしが一番考えなくちゃ！）

			　とはいえ、何の情報もないのに答えなんか出るはずがない。でも、こちらを見詰める遊希の不安そうな眼が、回転の鈍い優衣の頭を、必死になって働かせた。

			「ス……スパイの線はないんじゃないかな？」

			「どうしてですか、優衣先輩っ！」

			　優衣にまで持論を否定され、愛莉の眉が非難めいた形に寄る。

			「だってほら、あたしのエ…………ッチな写真は、モニターに表示されたままだったんでしょ？　もしスパイさんなら、そういう痕跡は残さないと思う。それに、その娘がデータを見つけたのも偶然でしょ。遊希さんが、そういう物の存在を口外するはずないもの」

			　自分のふしだらな姿の写真を思い出し、赤面して言葉を言い淀む。とはいえ、考えなしに口走った割に、我ながら言っていることは筋が通っているはず。

			「それにあたし、その詩歩って娘、悪い人じゃない気がするの。だって遊希さんは、その娘が気に入ったから、あたしの写真を見せてあげようと思ったんでしょ？　遊希さんの女の子を見る目に、間違いはないと思うから」

			　もちろん根拠なんてない。多分、遊希のためというよりも、自分が安心したいだけ。

			「優衣ちゃん……」

			　それでも、遊希の瞳にわずかながら光が戻る。今回の原因になっているだけに、相当に責任を感じているはず。これ以上、彼女を苦しめたくなかった。都合のいい解釈だろうと何だろうと、今は、少しでも彼女の気持ちを楽にしてあげたかった。

			「優衣先輩……甘いよ。自分が危ないのに、どうして見ず知らずの娘を信じられるの？」

			　やっぱり愛莉は不満顔。彼女の言い分にも理があると思うだけに、優衣は苦笑いしか返せない。

			「んー……。そもそも、有望株を狙うんだったら、あたしなんかターゲットにならないと思うの。もっと人気がある人はいっぱいいるし」

			「そんなことないです！　優衣先輩は……！」

			「順位はともかくとして！」

			　なおも食い下がろうとする愛莉を、絢の声が強引に遮った。つられて優衣も言葉を呑み込む。場数を踏んだマネージャーは、一拍置いた間とその眼力で、一同を黙らせた。

			「私も、少し熱くなりすぎたわ。……その久美詩歩の思惑が分からない以上、ここで議論しても始まらない。しばらく、静観しましょう」

			「そんな……！　その間に優衣先輩の画像が流出でもしたらどうするんですか！」

			　あくまでもスパイ説を捨てない愛莉は、諦めない。しかし絢は取り合わず、ゆっくりと遊希に視線を向けた。

			「……遊希さん。画像をコピーされた形跡は？」

			「そ、そうね……そんなに長く席を外していたわけじゃないから、コピーまでする余裕があったとは思えないけどぉ……確証はないわ。携帯で撮られたってことも考えられるし」

			「ほらやっぱり！　一刻も早く、その詩歩って娘を捕まえて吐かせようよ！」

			　愛莉の発言がだんだん過激になっていく。それでも絢は、それを無視。

			「駄目よ。もし久美詩歩に悪意がなかったらどうするの。それなのに変に動いて彼女を怒らせたら、場合によっては藪やぶ蛇へびにもなりかねない」

			　そして背筋を伸ばして仁王立ちになり、鋭い声で申し渡した。

			「この件は私が処理します。勝手な行動は厳に慎むように！」

			


			　翌日のＰＶ撮影は、散々だった。

			　優衣のコンディションの問題ではない。ロケ地の海が急な大雨に見舞われて、屋外での撮影が難しくなったせい。リゾートホテルのロビーにたむろした監督以下のスタッフなんて、大外れの天気予報に、呪いの言葉をテレビに向かって吐き続けている。

			　水着になった優衣も、バスタオルを肩に掛けて、ロビーの窓から重い雲を眺めていた。

			「こんな日に限って、絢さん、いないんだもんなぁ……」

			　絢は、優衣だけでなく愛莉の担当でもある。でも本当なら、今日はこっちに来ているはずだった。そのために、昨夜は彼女の家に泊まったのだから。それが、今朝になって急に事務所に呼び出された。他のタレントのマネージャーが体調を崩し、そちらのヘルプに入るよう、要請されたのだった。

			　優衣のこと、スパイ説を最後まで捨てなかった愛莉のこと、そして久美詩歩のこと。懸念材料を全て一旦脇に置かなければならない彼女の表情は、苦悩に満ちていた。

			（あたし、いつまで経っても絢さんに迷惑かけてばっかりだなぁ……）

			　今回の直接の原因は遊希かもしれない。でも自分の写真のことだし、やっぱり申し訳ないという気持ちが先に立つ。

			「はぁ……」

			　本音を言えば、今は彼女にいて欲しかった。でも、子供みたいに甘えることなんてできない。複雑な思いが深い溜め息となって漏れる。

			　すると、それを聞きつけた監督が、隣に立って、わざとらしい声で唸った。

			「今日はやみそうにもないなぁ……。こりゃあ、屋内シーンだけで賄まかなうしかないか」

			　優衣が、荒れた天気に滅入っていると誤解したようだ。しかし誰よりも大雨に落胆しているのは、実は監督だったりする。

			　もちろん、雨に備えての別プランは用意してある。それでも今回、彼は打ち合わせの段階から真っ青な空と海というロケーションにこだわっていた。予定を狂わされて悔しそうだけど、お天道様には逆らえない。天候不順で撮影を延期できるほど、スケジュールにも余裕はない。慣れたスタッフは、すでに粛々と荒天用プランの準備に入っている。

			　その様子を見ていた優衣の中に、沸々と湧き上がるものがあった。あるいは、それはグラドルとしてのプライドのようなものだったのかもしれない。気づけば、衝動的に監督に振り返っていた。

			「あたし、やりますっ。外で撮ります！　撮らせてくださいっ!!」

			　雨の中での撮影決行を主張する優衣に、その場の誰もが驚いた。

			「どうしたの急に。確かにいい画は撮れそうだけど……。無理しなくてもいいんだよ？」

			　落胆を見せてしまっていたせいか、監督が過剰に優衣を気遣う。それでも、優衣の主張が彼に新しいビジュアルを浮かばせたのか、強くは否定しない。

			「……一応、マネージャーさんに確認を取った方がいいかな？」

			「大丈夫です！　現場では常にベストを尽くしなさいって言われてますから！」

			　むしろ、絢に連絡したら絶対に止められる。力説する優衣に、若干の疑問を覚えながらも、監督はこのハプニングを大歓迎。さっそく追加カットの撮影をスタッフに指示する。

			　かくして、ＰＶに新たなシーンが急遽付け加えられた。

			　雨の中、白いワンピースでホテルのプールサイドを歩く優衣。身体に張りついた服でボディラインが露わになり、透けた布地で水着が下着のように見えるという、アンニュイでありながらセクシーな映像は、監督に絶賛されたのだった。

			


			「…………というお話を、ＰＶの監督さんから聞かされたのだけど」

			　テレビ局の控室で、優衣は絢に叱られていた。

			「ちゃんとした準備もなしに雨に打たれるなんて……健康を害することもある行為よ。なぜ私に相談も連絡もしなかったの？　まだタレントとしての自覚が足りないのかしら」

			「……ごめんなさい」

			　和室タイプの部屋が災いし、正座で反省を促される。優衣は、無表情で責め続ける絢の前で項垂れ、ただ謝罪を繰り返していた。

			「優衣の独断は、今に始まったことじゃないけど……。私は、あなたの心身に責任があるの。ご両親に無理を言って、この世界に引き込んだのだから。だからこそ、勝手なことをされては困るのよ」

			「……ごめんなさい」

			　ただ謝るだけの優衣に、絢も次第に困り顔になる。

			「……いいえ、私も責めすぎたわね」

			　絢は小さく息を吐き、優衣の両手を取った。ほんのわずか、眉が申し訳なさそうに下がる。無表情で感情が読めないと人から言われることの多い絢だけど、不思議と、優衣だけは彼女の微妙な変化を感じ取ることができた。

			「……あのことで、自暴自棄になっているんじゃないの？」

			　声を潜め、優衣の顔を覗き込んでくる。そんな自覚はなかったけど、絢の真しん摯しな瞳の色は、自分にも見えていなかった暗い感情を見透かしているように思えてきた。

			「そう……なのかな。あたし……自分を苛めたかっただけ、なのかな……」

			　すると絢は詰問するのをやめ、静かに睫まつ毛げを伏せた。

			「そうよね、不安でないはずないもの。……やっぱり代理の依頼なんて断ればよかった」

			「だっ……大丈夫だよ、絢さん。あたしなら平気……」

			　強がってみせようとしたけれど、それは控室のドアを叩く過剰に元気な音に遮られた。

			「舞原さーん！　出番でーっす！」

			「あ、はいっ！」

			　出演番組の収録時間が来てしまった。正座していたせいで、ちょっとだけ脚が痺れる。それが絢への贖罪になればいいのにと、都合のいいことを考えながら控室を後にする。

			（あーあ……。どうしてこうなっちゃうんだろ……）

			　以前は、こんな主張のぶつかり合いや擦れ違いも珍しくなかった。優衣は、少しでもいい作品にしたくて。絢は、そんな優衣の暴走を心配して。両想いになってからは、そんな諍いさかいもほとんどなかっただけに、思った以上に落ち込みが激しい。

			　気持ちの整理がつかず、スタジオに向かう足取りが重い。

			　それに、テレビ局の雰囲気は何度来ても慣れなかった。忙しそうに廊下を歩き回る社員や番組スタッフ、そしてタレントたちが、みんな自信に満ちた優秀な人ばかりに見えて、仕事での失敗が多い優衣は、いつも場違いな所に来てしまった気分になる。

			「台本は頭に入っているわね？　それと、猫背にならないっ」

			「え……あ、はいっ」

			　落ち込んだ気分のせいで、前屈みになっていたみたいだ。絢の喝で慌ててシャキンと背筋を伸ばす。おかげで、廊下の床しか見えていなかった視界が急に開ける。

			「──？」

			　ふと、長い廊下の突き当たり、角を曲がってくる女の子の姿が目に映った。スーツ姿の男性の後ろに隠れ、眼を泳がせる落ち着きのない態度は、自分にも身に覚えがある。

			（新人のタレントさん、かな？　きっと場慣れしてないんだ。可愛いなぁ……）

			　可愛い女の子好きという点において、実は、優衣は遊希を非難できる立場にない。ついいつもの悪い癖が出て、近づく少女の容姿を無意識のうちにチェックしていた。

			　真っ先に目が向くのは、なんといっても少女のバスト。裾の短いセーラーカラーのシャツを膨らませるそれは、Ｄカップくらいだろうか。掌にフィットしそうな程よいサイズ。そしてハイウエストのスカートは、どうやらキュロットっぽい。ほっそりと綺麗なラインの生足が、同性に惹かれる優衣には目の毒なくらい魅惑的。

			　なんて、呑気に美少女観察をしていられたのもそこまで。

			　歩みを進め、互いに接近し、少女の顔立ちがはっきり見えるようになった優衣は、場所柄もわきまえない大声を上げそうになった。

			（──ん？　……え？　…………あぁっ!?）

			　目の前に現れたのが、問題の新人グラドル──久美詩歩だったから。

			　心の準備もできていないのに、こんなところで会うなんて。一歩一歩近づくたび、脚に変な力が入って歩き方がぎこちなくなる。

			「──!!」

			　向こうも優衣に気づいたようだ。ただでさえ大きな眼をさらに見開き、大袈裟なくらい驚いた表情になる。どうしてそんな顔にと思ったけれど、すぐに納得がいく。

			（そりゃ、びっくりするよね。あんな写真を見ちゃったんだもんね……。ううっ……）

			　しっかり服を着ているのに、裸を見られている気分だ。絢たちになら身体の隅々まで知られているけど、それとこれとでは話が別。恥ずかしさで全身が強張り、せっかく真っ直ぐに直した姿勢が俯き加減に戻っていく。

			「やあ、これはこれはどうも。おはようございますぅ」

			　顔を伏せてやり過ごそうと思ったのに、律儀にも、というには随分と軽い調子で、向こうの男性が挨拶してきた。

			「おはようございます。いつもお世話になっています」

			　淡々と絢が応じる。彼とは面識があるらしい。棒立ちになっている優衣に、さりげなく耳打ちしてきた。

			「……オフィス・オータムワンのマネージャー、加か谷や野のさんよ」

			「あ、はいっ！　クリノン・プロの舞原優衣です。よろしくお願いしますっ！」

			　業界の人と知って、反射的に会釈する。でもその直後、嫌なことに気づいてしまった。

			（……久美さんのマネージャーってことは……あの写真のこと、知ってる？）

			　愛莉がスパイ説なんかを強硬に主張したせいで、疑り深くなっている。でも詩歩の関係者なら、話が伝わっていてもおかしくない。

			（どど……どうしよう……。こここ、こ……この人まで、あたしのあんな格好を……!?）

			　全身からドッと汗が噴き出す。顔を上げられない。脚までガクガク震え始めた。遊希に話を聞いた時にはあまりピンとこなかったけど、危機感が突然リアリティを持って迫ってきた。よく今まで外を平気で歩けたものだと、自分の呑気さに呆れ果てる。

			「あ、これはこれは丁寧に……。いやー、舞原さんは礼儀正しい方だと、業界でも評判ですよー。ほら、お前も、先輩を見習って、ちゃんとご挨拶しなきゃ」

			　恐怖心で固まっていたのを、この男性マネージャーはいい方に誤解したみたいだ。心底感心したようなその口調からは、変な含みや皮肉は感じられない。油断はできないけど、とりあえず、彼は写真のことを知らないと見ていい。それでも、一応は警戒心を残しながら顔を上げる。入れ替わりに詩歩が、まるで視線を逸らすかのように頭を下げた。

			「ひ……久美詩歩です！　あの……あの……」

			　うまく言葉を継げないでいる。普通なら、先輩に会って緊張していると受け取るところだけど、彼女は、優衣の秘密の、その一端を知っている。

			（あたしのこと、どう見えるんだろう。……エッチな女の子って思ってるのかな……）

			　心外だけど、否定できないのが情けない。

			　見られたのは、優衣が半裸や全裸で喘いでいる場面だけらしい。それだけでも十分に淫乱扱いされても仕方ないけど、なにしろ実態はそれ以上。三人も恋人がいて、しかもそれが全員同性。自ら望んだとはいえ、自分でも信じがたい環境に囲まれているのだから。

			　しかし、優衣の抱える複雑な事情など知らないであろう加谷野は、ハンカチで額の汗を拭いながら、詩歩の挨拶が遅れたことを謝っていた。

			「すみませんねぇ。こいつ、まだ入ったばかりで気が利かなくて」

			　先輩グラドルの前でマネージャーにダメ出しされて、真っ赤になる詩歩。同じ仕事をしている人と自分を比べてしまいがちな優衣には、今の彼女の気持ちがよく分かる。

			（……あれ？）

			　デジャ・ヴのような感覚に、頭の中をくすぐられた。彼女の恥ずかしそうな素振りを、前にもどこかで見たような気がする。

			（うーん、う～ん……。どこだっけ。絶対、どこかで会ってる気がするんだけど……）

			　何とか記憶を掘り起こそうと悪戦苦闘していたら、加谷野からの不意打ちを受けた。

			「実は、うちの詩歩がそちらの舞原優衣さんの大ファンでして……。そうだ。せっかくの機会だし、サインも貰ったらどうだ？　ほら、遠慮しないで」

			「え、でも……」

			　詩歩が、戸惑いの表情で加谷野マネージャーを見上げる。優衣もちょっとだけ驚いた。

			（サインって……こんな、テレビ局の廊下で!?）

			　毎日違うことをしていると、そういった意識が薄れがちだけど、芸能人にとってここは仕事場。遊びに来ているのではないのだから、タレント同士でそういった話は避けるのがマナーだと思っていた。少なくとも優衣はそう絢に躾しつけられた。案の定、彼女は隣で相当に渋い顔。しかし、絢の変化に気づきもしない加谷野は、ますます舌が滑らかに。

			「こいつ、舞原さんのイベントにも並んだことがあるらしいですよ。ほら、写真集のお渡し会だっけ？　どこかの書店でやったとかいう……」

			「もー！　こんなところで言わないでくださいっ！　あ、あれは友達の付き合いでぇ！」

			　自分のファン行動を暴露され、詩歩の顔は耳まで真っ赤。マネージャーの口を塞ごうとぴょんぴょん跳ねる。

			　しかし、彼が漏らしたひと言は、優衣の記憶を一気に呼び覚ました。

			「お渡し会……って、あ……っ！」

			　今の詩歩と、過去のどこかで彼女が制服を着ている映像が、ぴったり重なった。でもその瞬間、絢が優衣のお尻を叩く。

			「番組の収録が始まりますので、これで失礼します」

			「あ、あのっ……絢さん……！」

			　彼女の手からは、優衣をこの場から逃がそうとする意図が感じられた。詩歩と話がしたかったけど、今はスタジオに向かわなければならないのも事実。

			「あー、そうですよねー。お引き留めしてすいません。今後とも、ひとつよろしく」

			　本当に悪いと思っているのか、加谷野が友達と別れる時みたいに軽く手を上げる。その隣では、どこか申し訳なさそうな顔で、詩歩が小さく頭を下げる。

			「そ、それじゃ失礼します……っ」

			　絢に背中を押された優衣も、焦り気味にお辞儀をして、急ぎ足でその場を離れた。

			「絢さん。あたしっ……あの詩歩っていう娘と会ったことがあるかも」

			「イベントに来たっていうのが事実なら、そういうこともあるでしょう。でも今回の件とは関係ないわ。まだ彼女の意図が分からないのだから」

			　スパイ云うん々ぬんはともかく、現状では詩歩を警戒しておくべき。そういう判断なんだろう。

			　確かに優衣と目を合わせなかったり、そわそわと挙動不審だったりで、思いきり怪しかったりした。それでも優衣には、詩歩が悪意を持っているようには見えなかった。

			


			　こんなに心を掻き乱されることが色々あって、お仕事に集中できるわけがない。

			「……今日は上出来だったわ。クイズ番組で面白い解答を連発する女の子は、今後も使ってもらえる可能性が高くなるから」

			　収録後、優衣のマンションに上がり込んだ絢は、勝手に淹いれたコーヒーを飲みながら、静かな口調で皮肉った。一人用の小さなテーブルには優衣の分のコーヒーも置かれているけど、肩を竦ませるのが精一杯で、とても手を伸ばす気になれない。

			　だいたい、もうすぐ日付が変わる頃。カフェインを摂取する時間帯じゃない。それでも絢は飲まずにいられないのだろう。ここまでの帰り道も、彼女が運転する車の中は沈黙に包まれ、とても気まずかった。

			　別に、収録で大失態を演じたわけじゃない。ゴールデンの人気クイズ番組。初めて出演したそこで、優衣は、むしろ見る者に強烈な印象を残すことになった。

			　問題の意図を勘違いしての見当違いの解答。小学生でも分かる問題のイージーミス。どれもこれも、冷静になれば普通にできるものばかり。さらには、司会者とのトークも噛みあわず、優衣が何かしたり喋ったりするたびに、スタジオが爆笑に包まれた。

			（みんな、あたしのことおバカな子だと思ったんだろうなぁ……）

			　今も、他の出演者やスタッフ、観覧客の笑う声が耳に残る。普段から好きな番組で、出演を楽しみにしていたのに。トラウマになって、しばらくは視聴もできそうにない。

			「はぁ……」

			　背後のベッドに寄り掛かり、虚ろな眼で窓の外を眺める。といっても、ここは普通の住宅地なので、綺麗な夜景が見られるわけでもない。

			（お仕事での失敗なんて、珍しくないけど……）

			　それでも、できるはずのことができないのは、さすがに堪える。絢の皮肉が、それに追い打ちを掛ける。

			「まったく存在感を示せないよりは、ずっといいわ。それでも事務所の方針としては、優衣をお馬鹿タレントとして売り出す予定ではなかったのだけれど」

			　いつになく絢がしつこい。こんな風に絡んでくるような人じゃないのに。

			　そんな疑問に答えるように、彼女はコーヒーカップをテーブルに置くと、真剣な顔つきで優衣の隣に席を移した。

			「……あまり、あの娘のことを気にしない方がいいわ」

			　あの娘とは、もちろん詩歩のこと。絢は、優衣が事件のことが不安で仕事に集中できないと分かっている。

			「でも……。絢さん。あたし……詩歩ちゃんと、きちんとお話ししてみたいの」

			「必要ないわ」

			　きっぱりと否定された。あまりの早さに、優衣は二の句が継げなくなる。

			「あ……あの、でも！　今日、会ってみて感じたの。詩歩ちゃんには、あたしをどうにかしようなんて気持ちはないって」

			「そんなもの、ただの印象でしょう。根拠にはならないわ」

			　全て絢の言う通り。優衣には何の判断材料もない。ただそう感じただけ。でも頭ごなしに言い分を全部否定されて、だんだん意固地になってきた。

			「で、でもでもっ……あ、そうだ。詩歩ちゃん、あたしのイベントにも来てくれたって。あたしのファンなら、絶対に……」

			「仮にあの娘が優衣のファンだとしても、誰かがそれを利用したのかもしれない。何も分からない以上、うかつに動かない方が得策なの」

			「でも、それじゃあたし……いつまで詩歩ちゃんを疑い続けなきゃいけないの!?」

			　何もできない、させてもらえない苛立ちが悲鳴になる。膨れ上がった感情を整理できないまま、絢にぶつけようとする。

			「優衣……ッ！」

			　でも、言葉にならなかった。いきなり、絢に抱きすくめられたから。振り解こうとしたけれど、彼女にきつく抱き締められて身動きできない。

			「あ……んッ！」

			「お願いだから言うことを聞いて。私を困らせないで……」

			「絢さん……んっ…………あっ」

			　思いきり体重を掛けられ、床に押し倒された。暴れた脚がテーブルを蹴る。コーヒーカップが跳ねる硬い音が聞こえたけれど、中身が零れたかを気にする余裕すらない。

			「優衣……優衣ぃ……」

			　絢が首筋に顔を埋め、頸動脈を震える唇に挟んだ。小刻みな振動が優衣の背筋を痺れさせ、一瞬、抵抗する力が弱くなる。

			「や……やめて絢さんっ！　こ、こんな……あッ、こんなこと……きゅふッ！」

			　首筋を吸引され、思わず彼女の腰を両腿で挟んだ。そんな気分じゃないはずなのに、掴んだ肩を撥ね退けられない。

			「絢さん……ねえ、どうしたの？　こ……こんなこと、してる場合じゃ……あ、んっ!?」

			　服の上から胸を鷲掴みにされた。乱暴に揉みしだかれる軽い痛みに、眉を寄せる。絢の愛撫が強引なのはいつものこと。だけど、今日は何か違う。まるで、優衣にすがりつくように、どことなく弱々しい。

			「絢さ……ん、だから……離れて……！」

			　ともすれば愛撫を受け入れてしまいそうな自分に鞭打って、伸し掛かる身体を押し返そうとする。彼女はそれを嫌がって、もっと強い力でしがみついてきた。

			　でも、それより優衣を戸惑わせたのは、震えてか細い、彼女の声。こんなに密着しているのに、耳を澄まさなければならないほど小さな嗚咽。

			「……私だって、どうすればいいのか分からないのよ……。優衣が、いなくなっちゃうかもしれないのに……。私……私……あなたを失いたくない……っ！」

			「あたしが……いなくなる？」

			　自分はここにいるのに。察しの悪い優衣の顔を、うっすら涙を浮かべた絢の困り顔が、至近距離で見下ろした。

			「こんなスキャンダルで、優衣が引退なんてことになったら、私……いや！　優衣と離れるなんて……そんなのできない！」

			　できるキャリアウーマンが、まるで駄々っ子。それだけに、いかに彼女が今回の事態を深刻に受け止めているのか、想像力の足りない優衣に知らしめる。

			（絢さん……そんな風に見えなかったけど、やっぱり不安だったんだ……）

			　もしかすると、当事者である優衣以上に。冷静に見える絢だけど、一旦崩れると意外に脆い。こと優衣のこととなると、すぐ不安に押しつぶされそうになる。彼女の鉄てつ面めん皮ぴは、弱さを隠す仮面なのかもしれない。

			　でも、その仮面を外すのは自分の前だけ。それが、優衣には嬉しい。

			「大丈夫だよ、絢さん」

			　首筋にすがりついてくる、彼女の頭を抱き締める。

			「あたしは大丈夫。たとえ……芸能界にいられなくなっても平気。それとも、グラドルでないあたしは、もう絢さんの側にいられない？」

			「優衣……」

			「それにあたし、そんなに怖くないの。きっと絢さんたちが何とかしてくれるって、そう思ってるから」

			　半泣きだった絢の眼に、生気が戻る。そして、優衣に涙を見せてしまったことを恥じてか、頬を朱に染めながら視線を逸らせた。

			「な……生意気な口をきくんじゃないの。そんな……泣きそうな声をしてるくせに」

			「…………え？」

			　言われて初めて、優衣は、自分の声が震えていることに気がついた。怖くないはずがない。これから自分に何が起きるのか全然見えないのに、平気でいられるはずがない。

			「やだ、あたし……。あ……絢さん……。絢さん、あたし…………！」

			　急に、平静でいられなくなった。胸の奥から込み上げたものが、大粒の水滴となって眼から零れ落ちる。それを見下ろしていた絢は、ハッとして優衣の頭を掻き抱いた。

			「ごめんなさい、優衣。あなたが一番怖いのに、私が取り乱してしまって……」

			　もう強がりは言えなかった。何かを言おうとしたら大声で泣き出してしまいそうで、両腕で絢にしがみつく。彼女も唇にかぶりつき、優衣の声にならない叫びを呑み込んだ。

			「絢さん……絢さ……ん、むっ……あふっ、ンッ……ふぁ……」

			「優衣……優衣……んんッ、はぁ……あむっ！」

			　堰を切ったたように、ふたりは熱いキスに溺れた。吐息が恋人の口腔に吸い込まれていく。相手を励まそうというよりも、救いを求めて。恐怖から逃避しようとするように。

			「ぁふ……ンふぁぁっ!!」

			　激しい吸引の中、ふたりの舌先が擦れ合った。ゾクゾク痺れる接触の快感に、優衣の背中が魚のように跳ねた。反射的に絢の背中を抱き寄せて、唇を激しく重ね合わせる。

			「ちゅ、じゅる……ちゅぶ、ちゅぱちゅぱ、じゅるる……！」

			　大量の唾液を纏わせ、絢の舌が口腔に侵入してきた。無我夢中でそれに食いつき、スポンジから絞り取るように生温かい粘液を吸引する。

			「ちゅぱっ、ちゅ、じゅるっ。は……あぁぁ……。もっと……絢さん、もっとぉ……」

			「はぁ……はぁ……。いいわ、優衣。好きなだけ飲みなさい……」

			　絢が、息を荒らげながら顔を上げた。半開きの唇から唾液の糸を垂らす。ゆっくりと降りてくるそれを受け取ろうとして、優衣も喘ぎながら舌を伸ばす。しかし唾液と舌が触れ合う寸前、急に絢が動いて唇を塞がれた。

			「んっ!?　……むぅぅぅッ!?」

			　口腔を掻き回され、泡立った唾液がキスの隙間から漏れる。不意打ちに優衣が目を白黒させている間に、彼女はブラウスの裾から両手を挿し入れてきた。服を巻き上げながら乳房を目指す。もちろん、口を犯されている優衣に何かできる余裕なんてあるはずがない。

			「あぁぁう！　ん、あふッ……む、ンみゅぅぅぅっ!!」

			　ブラをずらした指先に、左右の乳首を摘まれた。痛いほどに転がされ、唾液で溺れる唇から悲鳴のような喘ぎが迸る。絢はそれをキスで封じ、一方の手で乳首を苛め、もう一方の手はＧカップの膨らみを激しく揉みしだいた。異なる刺激に優衣の頭は混乱し、床のカーペットを掻き毟むしる。

			「優衣……あぁぁ……可愛い……。私の優衣……」

			　キスで酔ったように、絢の顔が蕩け始める。不安を忘れたくて快楽に救いを求める。優衣も、今は彼女との快感しか考えたくなかった。身体を襲う甘美なうねりに、意識的に呑み込まれていく。

			「絢さん……きゅふぅぅぅン」

			　唇から顎にかけて、流れ出た唾液の跡を絢が舐め取る。優衣は甘えた仔犬のように鳴きながら、震える自らの手でブラウスのボタンを外した。

			「あらあら、優衣ったら……。私にどうして欲しいのかしら？」

			　分かっているくせに、絢が意地悪そうに瞳を細める。彼女も手早く上着を脱ぎ捨て、そして、優衣のブラウスとブラをまとめて毟り取る。

			「はっ、はふっ、ふぁ、あッ……」

			　上半身を裸にされ、優衣は短く速い息で喘いだ。次への期待に潤む視界の中、絢がストリッパーのように下着を脱いでいる。彼女の身体に残されたのはストッキングだけ。

			「あ……あ……！」

			　愛する人の肌が上気している。乳首がピンと勃っている。昂ぶる優衣の頭の脇に手を突き、覆い被さってくる。焦らすような赤い舌が、彼女の唇からチロチロ覗く。

			「言って、優衣。何をして欲しい？」

			　返事を急かす絢は、しかし彼女の方が我慢できないかのように、切れ長の眼が欲情に濡れていた。でも優衣だって限界。あっさりと焦らしに負けて欲求を叫ぶ。

			「お……おっぱい舐め……ひッ……あぁぁあぅン!!」

			　最後まで言い終わらないうちに、絢の舌が乳首を弾いた。硬く震えていた小さなピンクの蕾から、電撃のような快感が全身を走り抜ける。

			「あぁぁ……絢さん、もっと……もっと……あぅ、ンあぁぁぁうっ！」

			　催促なんてするまでもない。彼女は咥えた乳首を舐め、転がし、甘噛みの快感で優衣の身体を痺れさせる。

			「はぁう……あ、あぁぁう……っ。すッ……すごいよ、絢さぁぁん……！」

			「私もよ、優衣……。あなたのおっぱい、気持ちいい……」

			　乳房に、しっとりと汗が浮かび始める。それに気づいた絢は、谷間に顔を埋めてそれをチロチロ舐め取った。

			「あぁ……きれい……。優衣の肌、すべすべして……。ん……ちゅ、ぺろっ」

			「あっ、くッ……ふぁ、あ……あぁぁぁ……」

			　半球の麓から先端へ、ねっとりとした舌使いが何度も往復する。ひと舐めごとに大きくなる快感が、優衣の頭を痺れさせる。我慢できなくて、腰が卑猥に波打ってしまう。

			（き、気持ちいい……よぉ……。でも、でも……！）

			　優衣は歯を食い縛って苦悶した。絢は、執しつ拗ように乳房ばかりを責め続け、他のところを触ろうとしない。焦らしているのか気が回らないのか分からないけど、構ってもらえない脚の間の愛欲器官が、拗すねるように疼いて止まらない。

			「あ……や……さんっ！　こっち……も、ふぁ！　あ、あン!!」

			　愛撫をおねだりしようにも、乳首に歯を立てられて言葉にならない。気持ちよく嬲られ続ける上半身と、放置された下半身の間で格差が大きくなり、余計に優衣を悩ませる。

			（こ……こうなったら……）

			　気の利かない意地悪な恋人に期待するのはやめ、優衣は自分の指を下半身に伸ばした。カーペットに爪を立てていた手が、太腿の丸みに沿って内側を目指す。

			「は……あぁうン!!」

			　乳首責めの快感で何度も振り出しに戻されながら、それでも、先行していた親指の先端が、プリーツスカートの内側に、下着の端に辿り着く。ところが。

			「だめよ、優衣」

			　もう一息というところで、絢に手首を掴まれた。

			「私の許しもなしにオナニー？　勝手な真似は許さないわ」

			「で、でも絢さんっ……。ん、やっ……やぁぁぁん!!」

			　待ち望んでいた快感を直前で取り上げられ、欲求不満が身体の中で吹き荒れる。腰を捻って暴れる優衣に、絢が全身で伸し掛かる。柔らかな身体の圧迫感に陶とう然ぜんとしながらも、卑猥な腰つきで彼女の太腿に股間を擦りつける。

			「お、お願い絢さん……意地悪、しないで……。あそこ、触って……。も、もう……我慢……できないよぉ……！」

			　いやらしいと思いながらも、直接言葉で愛欲を訴える。涙目になる優衣の唇を、絢は嬉しそうに、唾液でベタベタになるまで舌で舐ねぶった。

			「ごめんなさい、優衣……。辛かったわね……」

			「あ…………あ、ンッ」

			　内腿を、五本の指にくすぐられる。じわじわと、蠢きながら中心に近づく。妖しい感触は優衣の身体を小刻みに痙攣させ、秘裂から、恥ずかしい蜜を吐き出させた。染み込んだ粘液で下着が濡れる。今度こそという思いが激しく胸を高鳴らせる。

			　でも、彼女の手は中心には触れず、下着を脱がせにかかった。もちろん優衣は腰を浮かせてそれに協力する。ところが絢は、その動きを利用して、優衣の下半身を持ち上げた。

			「え──？　きゃあっ!!」

			　背中が浮いて、身体が「く」の字に折れ曲がる。スカートがめくれて、顔の二十センチ上にまで迫る自分の恥毛。その薄い草原の向こうで、濡れた性器が電灯に照らされテラテラ光る。その卑猥さに、優衣の頭は瞬く間に沸騰した。

			「や……やぁぁぁ！　あ……絢さん、これ……恥ずかし……いやぁぁぁん！」

			「今さら恥ずかしがることもないでしょう？　ほら、もっと脚を開いて。よく見せて」

			「そ、そんなっ……！　いやいやっ……恥ずかし……いやぁぁぁん！」

			　脚の間から顔を覗かせた絢が、眼を細めながら両手で陰唇を開く。性器を見られる場面を見せつけられる。倒錯的な光景に腰が痺れる。
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			「はぁ……優衣のここ、綺麗なピンク……。とっても可愛い……」

			　絢の声が歓喜で上擦る。でも悦んでいるのは彼女だけではなかった。恋人たちに教え込まれて、優衣の身体には羞恥も快感。自分でもどうしようもなく全身が熱い。脚の間で淫唇が蠢き、大量の蜜を吐き出してしまう。それを見詰める絢の眼が大きく開いた。

			「……すごい……どんどん溢れてくる。エッチな匂い……もう……堪らない……!!」

			「ふぁ!?　あ、あっ絢さ……ンッ、ふぁぁぁッ!!」

			　ルージュを引いた真っ赤な唇が、優衣の恥裂にかぶりついた。恥蜜を一気に吸い上げられ、一瞬、頭の中が真っ白になる。

			「ふぁ……あ、あッ……あぁぁぁっ、ふぁあっ、ああぁぁぁぁっ!!」

			　長い悲鳴と仰け反る背中。焦らされた挙句の吸引に、軽く達してしまった。でも絢はキスをやめない。絶頂で痙攣する内腿を押し開き、震える陰唇を舌で荒っぽく掻き回す。

			「ダメッ！　絢さんそれダメ、強すぎ……りゅ、ダメダメッ……イッ……ひぃぃぃ!!」

			　まだ過敏な襞を手加減なしに舐られて、絢の腰が激しく引き攣った。許容量を超えた快感を身体が処理できない。逃げようとは思わなかった。このまま狂ってしまっても構わないと、頭の片隅のどこかから自分が語りかける。何か忘れたいことがあったはず。でも今は快感が大きすぎて、それすら思い出すことができない。

			「あ、絢さんもっと……もっと舐めて！　あたしを……おかしく……ん、ふぁッ!!」

			　絢も愛撫に没頭するように、舌を膣口に捻じ込んだ。縁を拡張するように回転させ、中に溜まった蜜を掻き出す。

			「美味しい……優衣のここ……ん、ちゅ、ちゅばっ、ちゅるっ」

			「あ……絢さん、気持ちいい……もっと……もっと、あぁぅンっ!!」

			　優衣のおねだりに応え、しなやかな舌が淫核を弾いた。鮮烈すぎる快感が一瞬で全身を走り、無理な姿勢を保てなくなる。絢もそれを察し、身体を床に下ろしてくれた。でも休む暇は与えてくれない。優衣とは上下逆に添い寝すると、柔らかな身体を絡みつかせるように、優衣の腰にしがみついた。間を置かずに股間に顔を突っ込んで、クリトリス責めを再開。同時に膣にも指を挿入し、内側の淫肉を擦り上げる。

			「ひッ……あぅっ！　い……いっぺんには……ダメっ、ダメぇぇぇッ!!」

			　もちろん絢は聞く耳持たない。鉤型に曲げた中指を膣に出し入れする。かつて彼女の手によってバージンを奪われたそこは、恋人たちの調教の甲斐あって、過激な愛撫を容易に受け入れてしまう。

			「き……気持ちいいッ！　腰……蕩けちゃう……!!」

			　淫核を襲う電撃のような快感と、膣肉に渦巻く淫靡な摩擦熱。まったく違う気持ちよさが、股間から全身へ、猛烈なスピードで広がっていく。快感に翻弄され、優衣にできるのは、震える腕で彼女の脚にしがみつくことだけ。ストッキングに爪を立てて伝線させてしまうけど、絢の攻撃は止まらない。

			「はッ……あ……ッ！　あたしっ……あぅ、あっ、あッ!!」

			　優衣の甲高くなる悲鳴に、その時が近いと感じた絢は、淫核を激しく舌で転がした。

			「イッ……ひぃぃぃ──ッ!!」

			　苦痛か快感か区別のつかない電流が身体を貫く。助けを求めて伸ばした手が毛布を掴んだ。脇にベッドがあるのを思い出したけど、今さらどうでもいい。床の上で腰を浮かせ脚を開いて、快感だけを追い求める。

			「はぁぁうっ。あぅ……あぅッ、あたし、もう……あたしもう……！」

			「……優衣……優衣……私の……！　ずずっ、じゅる、じゅるるるッ!!」

			　零れる愛液ごと、絢が淫核を激しく啜った。陰唇まで巻き込む激しい吸引に、優衣の中で熱い何かが弾け飛ぶ。

			「きッひぃぃぃ！　イクッ、飛んじゃう、イッちゃう、イッ……クぅぅぅぅぅッ!!」

			　ガクンガクンと、腰が何度も空を打つ。快感痙攣が激しすぎて、呼吸もままならない。

			「あぅ、あ、あふッ、ふぁ、ンッ……ふぁっ！」

			　空気を求めて喘ぐ優衣に、まるで人工呼吸をするように絢が口づけた。彼女の唇は自分の恥蜜でベタベタ。けれどそれも気にせずに、優衣も夢中で舌を伸ばす。

			「絢さん……ンッ、んむっ……はふっ……む、ちゅッ」

			　絶頂の余韻も抜けきらないまま、きつく抱き合ってキスを求める。たっぷりと唾液を交換し、唇の間をキラキラ光る糸で結びながら、絢がためらいがちに微笑んだ。

			「優衣……今度は、私を……」

			　最後まで言わせる必要なんてない。優衣はもう一度キスすると、すでに熱い涎を垂らしている彼女の股間に、ゆっくりと手を伸ばした。

		

	

			第三章　もう一度、撮って

			


			♥

			（あの人だ……）

			　家に帰っても、詩歩は心臓のドキドキが鎮まらなかった。夕食を摂って、お風呂に入って、パジャマでベッドに横になっても、彼女の顔が思い浮かんで胸が苦しい。

			　マネージャーさんに連れられて、初めて行ったテレビ局。深夜番組への出演が決まったから打ち合わせに行くという、それだけのはずだったのに。

			「優衣さんがいるなんて聞いていないよ～！　加谷野さんの嘘つき～!!」

			　ベッドの上で枕を抱え、ゴロゴロ転がり悶絶する。別に彼が騙したわけじゃないと分かっているけど、恨まずにいられない。

			「あたしのこと気が利かないって言った～！　優衣さんに変な印象与えたぁ～っ！　加谷野さんのバっっっカぁぁぁぁっ!!」

			　弾かれるように起き上がり、枕をボコボコ殴りつける。お気に入りをサンドバッグにせずにいられないほど、詩歩は居た堪れなさに苛まれていた。

			「う～……う～……」

			　今度は枕に顔を埋め、意味不明の呻きをくぐもらせる。そして、突き出していたお尻から崩れ、うつ伏せでベッドにのびた。

			「せめて、心の準備くらいさせてよぉ……」

			　突然すぎる出会いに、何を話したのかほとんど覚えていない。ただ、マネージャーが無神経にも詩歩の恥ずかしい秘密をばらしたことだけは、皮肉にも鮮明に記憶している。

			　覚えていないといえば、優衣は、詩歩のことを忘れているようだった。たった一回、イベントで握手しただけだし、覚えていたらそっちの方が驚きではある。ただ、もしかしたらという淡い期待がなくもなかったので、極めて現実的な展開に軽い落胆は免れない。

			「優衣さん……可愛かったなぁ……」

			　初めて会った時から何も変わっていなかった。真面目で、純真そうで。こう言ったら悪いけど、芸能人らしい派手さがない。そのくせ、不思議と人の目を惹きつけて離さない。

			　それだけに信じられなかった。優衣が、あんな写真を残すなんて。

			　今日、彼女が見せた優しく柔らかな微笑みは、清純そのもの。遊希のところで図らずも目にした痴態画像の数々と、同一人物とは思えなかった。それに、自分の好きになったアイドルが、あんな性欲剥き出しの顔をするなんて、やっぱり思いたくない。

			「違うの！　優衣さんは清純派なの！　あれは別人か、そうでなきゃ合成……」

			　自分の言葉に、はたとなる。バネ仕掛けのような勢いで枕から顔を上げる。

			「……そうだよ！　わたしが見たのはパソコンの画像なんだから、顔と身体が別人のコラージュってことも……」

			　でも、すぐ無理があることに気づいてしまう。仮に、あの裸の下半身やオナニーが別の誰かだとしても、蕩けたように感じている顔は、まぎれもなく優衣のもの。

			「じゃあ、やっぱり……優衣さんが……」

			　自分で導き出した結論に愕然となる。そして、彼女の痴態の数々が脳裏を駆け巡る。

			　木に吊るされて、脚の間を濡らす光る蜜。切なげに寄せられた眉。薄い恥毛。何も知らないような顔をして、自らの股間をまさぐり快感に溺れる清純派アイドル──。

			　一瞬しか見なかったのに、目蓋の裏に焼きついている。鮮明に、細部まで。

			「はぁ……」

			　ころんとベッドに横たわると、詩歩の口から、熱い吐息が漏れた。

			　なぜだろう。驚きはしたけど、不思議なくらいに嫌悪感が湧いてこない。大好きなアイドルがオナニーをしていて、ましてや、その姿を誰かに撮影されていたなんて、普通なら相当にショッキングなはず。大嫌いになってもおかしくない大スキャンダル。

			　お腹のあたりに枕を抱え、もう一度、息を吐いた。鼓動が速くなった気がして、大きく上下する胸に左手を当てる。

			「──うッ!?」

			　親指の付け根が胸の先端を掠かすめた瞬間、強い静電気が走った。まるで感電したように、身体がピンと伸びて硬直する。

			「い、今の……なに？」

			　知らなくはない。詩歩だってオナニーの経験くらいある。だから優衣の秘密の写真を見た時も、すぐにその行為の最中だと分かったのだから。けれど、こんな激しい痺れを経験するのは生まれて初めて。

			　恐る恐る、もう一度胸に触れる。不意打ちだったさっきほどの強烈さはない。それでも今まで感じたことのない痺れに、小さな呻きが喉を震わす。乳首から乳房、上半身から股間、そして爪先へ。まるで、血管を通して電流が全身に広がっていくみたいだ。

			「は……あぁ…………く、ふぅ……ン」

			　唇をきつく結んだせいで、鼻から息が小さく漏れた。パジャマの上から突起を弾いてみると、もう声を堪えきれない。

			「あ──ッ、ぅん……んくッ！」

			　階下には両親がいる。変な声を聞かれたら、部屋を覗かれてしまう。それでも詩歩の手は止まらなかった。パジャマのボタンを上から、震える手でもどかしげに外す。しかし最後のふたつを残した時点で我慢できなくなって、自分の左乳房を右手で鷲掴みにした。

			「はぁ……。な、なにこれ……？　おっぱい……気持ちいい……。あ、ふ……あっ」

			　枕がベッドの下に転がり落ちる。詩歩は拾うのも忘れ、胸の快感にのめり込んだ。膨らみを揉み、乳首を転がし、自らの身体が産み出すピリピリ電流に夢中になる。

			「あ、くッ……ぅんぁぁんッ！　これ、すごいっ！　い、いつもと……全然違う……！」

			　自分の手に翻弄されて、詩歩は仰け反った喉を震わせた。普段のオナニーは、何となく疼く胸や股間を、手で押さえて鎮めるのがほとんど。たまに強く擦ることもあるけれど、こんなに激しく感じたことなんて一度もない。

			「優衣……さん……」

			　理由も分からないままに、詩歩は、か細い声で名前を呼んだ。

			　閉じた目蓋に再び投影される、卑猥な写真。カメラを見詰める彼女の瞳は、まるで助けを求めるように羞恥の涙を浮かべ、しかしなぜか辛そうにしていない。むしろ、痴態を晒すことに悦びを感じているような、そんな倒錯した感情が見え隠れする。

			「ち、違う……！　優衣さんは純真で……そんなエッチな人なんかじゃ……あぅッ！」

			　自分の言葉を罰するように、指が乳首を捻り上げた。優衣はエッチだ。見られて悦ぶヘンタイさんだ。頭のどこかから、そんな声が訴える。

			「優衣さんは……わたしの好きな優衣さんは…………ひぃッ！」

			　捻った乳首をさらに引っ張り、往生際の悪い自分を諌いさめる。痛みが思考を鈍らせる。清純であって欲しい気持ちは次第に隅に追いやられ、別の見解がぬるりと顔を覗かせる。

			「そ、そうだよね……。優衣さんは、グラドルだもん……。見られたり、撮られたりするの……大好きだもんね……」

			　自分も同じグラビアアイドルになっていながら、とんだ偏見。しかしこの際、事実かどうかは関係ない。詩歩は、自らを納得させる理由を見つけてしまった。写真のせいで乱れた心の均衡を取り戻そうとするように、さらに自分自身を説き伏せる。

			「そ、それに……優衣さんだって女の子だもん。オナニーくらいするよ。普通だよ!?」

			　もはや誰に語りかけているのかも分からないほど、詩歩は妄想にのめり込んでいた。憧れの少女の姿が、淫らに歪められていく。なのに、詩歩の中から迷いが消えていく。彼女を淫らと認めたご褒美のように、手が、乳房を激しく揉みしだく。

			「あッ……気持ちいい……！　優衣さん、優衣さん……優衣、さぁん……」

			　彼女の名前を何度も呼ぶうちに、不思議な感覚に陥っていった。妄想の中で、詩歩は全裸で両手を縛られている優衣の、その剥き出しの胸を愛撫していた。

			「優衣さん……おっぱい気持ちいい？　ねえ、こんな風にしたら……あぅ、あぅん！　ねえ言ってよ優衣さん……。あ、あ……いいっ、気持ちいい!!」

			　でも、快感を得るのはなぜか自分。乳房に爪を立てると、肌が粟立つ。同時に、妄想の優衣が顔を歪める。その表情があまりにリアルで、甘い呻きまで聞こえてきそうだ。

			「はぁ……はぁ……優衣さん、可愛い……」

			　愛撫が激しくなるにつれ、詩歩の中に穏やかでない感情が湧いてきた。もっと優衣を可愛がりたい。もっと優衣を苛めたい。彼女を辱めて、可愛く歪む顔を見たい──。

			「あぁ、はぁ……あはぁ……。優衣さん、そんな声出しちゃって、気持ちいいんだ……。いいよ、もっと触ってあげ……るッ、くふぅン！」

			　両手を交差させ、左右の突起を夢中で捏ね回した。妄想の優衣も、乳首を摘まれ切なげに首を振る。でも嫌がっていない。優衣が感じるほど、詩歩の身体も熱く痺れる。

			「ふぁあぅ、あぅ！　ンッ、みゅぅぅぅぅ……!!」

			　苛める、苛められる。さっき優衣を倒錯していると思ったのに、自分がどちらで快感を覚えているのか分からなくなってくる。胸から生まれた疼きが下半身に伝播して、内腿を擦り合わせる。でも詩歩の唇は、歓喜の笑みを浮かべていた。

			「あはぁ……。優衣さん、そっちも触って欲しいの……？」

			　物欲しそうな優衣の瞳。詩歩は彼女の下腹部に、ゆっくりと手を伸ばした。実際は、指先がお腹をたどって自分の股間に向かう。しかしパジャマのゴムに行く手を阻まれ、眉を顰しかめた。妄想の邪魔をするズボンとパンツを下ろし、足首をばたつかせて蹴り飛ばすと、下半身の解放感に打ち震えた。そして、待ちかねた秘裂へと一気に指を滑り込ませる。

			「ンああッ！　すご……あぁぁぅッ、すごいよぉ……。ゆ、優衣さんのここ……あったかくて、ぬるぬるで……わたしの指、呑み込まれそう……！」

			　陰唇を割り、膣前庭の粘膜に触れた瞬間、優衣が、そして詩歩が悲鳴を上げた。これまでのひとり遊びでは感じたことのない、鋭い快感に身体が跳ねる。どろりとした粘液が溢れ出し、温かく指先を包み込む。濡れているのは自分の性器なのだけど、現実と幻がシンクロし、本当に優衣を愛撫しているかのような感覚に酔い痴しれていた。今までしたことないほど大胆に指を突っ込み、柔らかな溝を擦り上げる。

			「ふ……あ、あ……。優衣さんの……が、グチュグチュって、やらしい音してるぅ……」

			　眼を閉じているせいか、股間で奏でる卑猥な水音が耳の中に大きく響く。妄想優衣が恥ずかしそうにイヤイヤと涙目で首を振る。こんなにもいやらしく性器を濡らし、隠しようもないほど欲情していながら、それでも可憐さを失わない。そんな優衣に詩歩は憧れ、欲情し、そして、どうしようもない嗜虐心が胸を掻き乱す。

			（苛めたい……。もっともっと、優衣さんの可愛い泣き顔を見たい……）

			　どうしてそう思うのか自分でも分からないまま、詩歩は淫裂を激しく嬲り始めた。二本の指で陰唇を挟み、振動させるように擦りまくる。それだけでも内腿が強張るほどの堪らない刺激なのに、勢い余って滑った手が、硬くしこった淫核を掠めた。

			「きッ……ひぃぃっ!?　こっ、これダメ……っ。強すぎ……いぃッ！」

			　強烈な電撃に身体を貫かれ、詩歩は悲鳴を迸らせた。ほとんど触れた経験のない、女の子の快感器官。慣れない刺激は快感よりも苦痛に近い。現実と空想の狭間で、詩歩は身体を痙攣させながら、小陰唇への愛撫に戻った。しかし、クリトリスを襲った電撃の余韻は鎮まらない。両手の指が、メチャクチャに媚裂を掻き回す。

			「はぁ……はぁ……あぅ、ふぁう……ンッ。気持ちいい……気持ちいいよぉ……っ！」

			　自分のなのに、指も性器も制御できない。勝手に動いて快感を貪る。痺れる腰がベッドから浮き上がった。膝を立て、まるで、そこにいる誰かに捧げるように脚を開く。

			「やだっ……。こんな格好、恥ずかしい……！」

			　ならやめればいいのに、止められない。ふと、妄想の優衣が眼を細めた。彼女らしくない意地悪な笑みを浮かべ、詩歩の性器を覗き込む。その妖しい視線に、詩歩の背筋が震えた。今度は優衣の番と言いたげに唇を歪め、伸ばされた指が詩歩の恥裂を擦り始める。

			「や……あぁぁ……やぁぁぁ……!!」

			　優衣の指が陰唇を掻き分けると、粘る蜜が大量に流れ出た。内腿の生温かい感触は幼い頃のお漏らしを思い出させ、咎めるような優衣の眼に思わず身体を竦ませる。

			「ご……ごめんなさぁい……。こ、こんなにお漏らしして……わたし、悪い子で……あ、やだ……指、挿れたら……ダメ、それは……それだけはダメぇぇ……っ!!」

			　膣の入り口に感じる圧迫感。優衣が──そうと錯覚した自分の手が、お漏らしのお仕置きとして指を挿入しようとしていた。しかしそれは処女の本能が回避する。代償として、さっき苦痛を覚えたクリトリスへの攻撃を再開した。

			「んン……ッ、やぁぁあぅ！　やっぱりダメっ……。ゆ、許して……ここは許して……」

			　さっきほどではないにせよ、やはりここでの快感はきつすぎる。それでも詩歩は、夢中で淫核を擦りまくった。ビリビリと身体が痺れ、頭が真っ白になってくる。

			「ふぁ……あ……あ、あぁぁっ!?」

			　荒れ狂う快感嵐の中で、突然、感覚が急上昇した。ゴールに向かってスパートし始めたように呼吸が速くなる。身体が激しい痙攣を始める。あまりにも急に訪れた緊急事態に、それが絶頂の予兆ということすら意識できない。

			「やだ怖い……！　助けて……優衣さん助けて……！」

			　優衣に抱きつきたかったけれど、両手は淫唇と淫核を苛めるので忙しい。何も考えられなくなった詩歩は、無意識に舌を伸ばしていた。幻の優衣が、微笑みながら覆い被さってくる。彼女も舌を突き出して、詩歩のそれに絡めてきた。一瞬、本当に触れ合ったような熱さを感じる。もちろん錯覚に決まっているけど、今の詩歩には同じこと。喘ぎながら首をくねらせ、空中で舌を躍らせる。

			「ん、あぁ……あッ！　優衣さん……あふン、ふぁ……ん、むぅ……！」

			　キスの経験なんて、もちろんない。でもどこかで覚えた知識が、幻とはいえディープな口づけにのめり込ませる。

			「ふぁぁっ……あっ！　か、からだっ……浮いちゃう……あ、あッ!?」

			　舌先が痺れてきた。触っていない乳首が疼いて、詩歩に淫裂を苛めさせる。

			「ダメ、ダメッ！　ゆ……優衣さん、あたし……あたし来ちゃう、すごいのきちゃう!!」

			　指が自分を追い詰める。もう止められない。淫裂から熱い飛沫を飛ばしながら、淫粘膜を必死に擦り続ける。夢中になりすぎて、リズミカルだったテンポが崩れた。指の腹が淫核に引っ掛かり、根元から思いきり弾いてしまう。

			「きッ……ひぃあぁぁっ!?　あんっ、あふぁっ、あ、あッ、みゃあぁぁあぁッ!!」
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			　悲鳴が裏返った。爪先立ちになって、絶頂にひくつく腰を高々と掲げる。弓なりに反った身体が何度も何度も痙攣し、やがて、力尽きたように背中からベッドに落ちた。

			「あふっ……ふっ……ん、あ……あぁぁぁ……」

			　オナニーでこんなに激しく達したのは初めて。まるで、自分と優衣、二人分の絶頂を味わったような気分だ。呼吸がままならない。それなのに、詩歩はまだ、優衣とのキスを続けていた。唇を吸い、舌を絡め、彼女の唾液を舐め取ろうとする。

			　でも、快感が引き始めると、当然、理性が戻る。自分の行為に愕然となる。

			「わ……わたし、何してた……!?」

			　衝動的に起き上がった。キスしたがっていた唇を両手で覆う。同性の子との行為を夢想して、オナニーに耽るなんて。

			「わたし……優衣さんと…………そういうこと、したいの……？」

			　分からない。でも胸の高鳴りは止まらない。それが絶頂の興奮のせいなのか、それとも別の理由のせいなのか判別できないまま、詩歩は、震えながらベッドに座り込み続けた。

			


			　前触れのない優衣との再会から、数週間。詩歩は、ずっと苦悩し続けていた。絶えず気を張っていないと、すぐに呻きながら頭を抱えてしまう。

			　もちろん、優衣を想ってしたオナニーのせい。好きなアイドルでひとりエッチ、なんて話も、もちろん聞かないではないけれど、普通それは、相手が異性の場合。

			「うぅっ……。わたし、どうしてあんな……。女の子同士ですることじゃないよぉ……」

			　優衣は、芸能人に興味のなかった自分が初めて憧れたアイドル。逆に言えば、それだけの存在に過ぎない。会ったのはたったの二度だし、イベントの時もテレビ局での時も、まともな挨拶すら交わしていない。彼女が実はどんな人なのか、それすらも知らないのに。

			　さらに深刻なのは、オナニーが毎晩の習慣になりつつあることだった。毎日、今夜はやめようと心に誓っても、眼を閉じると優衣の艶めかしい姿が浮かんできて、身体を慰めてからでないと眠りにつけない。

			「あれが事実なのかどうか……。せめて、それだけでも分かれば……」

			　多少はあれこれ気を揉まずに済むんだろうか。でも、それを確かめる手段がない。

			「遊希さんに聞いてみる……なんて無理だよなぁ……。あんなの勝手に見たなんて知られたら、いくら優しい人でも怒るに決まってるし……」

			　まして、優衣本人に尋ねるなんて、それ以上に無理な話。驚かれるか嫌われるか、場合によっては、それをネタに詩歩が脅迫すると誤解されかねない。

			「どうして、あんなの見ちゃったんだろう……」

			　そうでなければ、こんな悩みを持たずに済んだのに。勝手に見た詩歩が悪いのだけど、見ていいと言った遊希に責任転嫁したくなる。

			「うわぁぁぁ……」

			　出口のない不毛な苦悩の堂々巡りに、結局やっぱり頭を抱え唸ってしまう。

			「──どうした詩歩。気分でも悪いのか」

			「…………え？」

			　急に前の方から声を掛けられ、現実に引き戻された。顔を上げてキョロキョロあたりを見渡し、自分の置かれた状況を思い出す。詩歩は、学園終わりに迎えに来た加谷野の車で、仕事先に送られている最中なのだった。制服のまま、膝の上には学生鞄もあるのに、その重みさえ忘れるほど妄想に入り込んでいたみたいだ。

			「だ……大丈夫です。何でもありません」

			　狭い後部座席で背筋を伸ばし、可能な限りハキハキした声で健康をアピールする。

			「本当か？　まぁ駄目でも仕事はきっちりやってもらうよ。なにしろアイドルってのは身体が資本。君自身が動かないと、代わりはいないんだからね」

			「は……はいっ！」

			　加谷野にしては珍しく、真剣な声で責任感と自覚を促され、詩歩は元気を振り絞り、大真面目に返事をする。

			「ま、正確には、君が駄目なら、他の誰かが代わりになるだけなんだけどなっ」

			　と思ったら、彼の真面目は詩歩をからかう前振りだった。

			「は、はぁ……。がんばります……」

			　ケラケラ笑うマネージャーに、空元気が急激に萎んだ。冗談だとは思うけど、内容は彼の言う通り。とはいえ、もう少し言い方ってものがあるんじゃないだろうか。

			　テンションが戻らないまま、車は、七階建てのビルの前に到着した。この中に入っている小さな出版社が、今日のお仕事現場。

			「さて、準備はしてきただろうな」

			　車を降りる前に、加谷野が後ろを振り向き念押ししてくる。今回は、単に写真を撮られるだけじゃない。いつもはお気楽にしか見えない彼も、どことなく心配顔になっている。

			


			　なぜならば、詩歩単独のお仕事ではなかったから。

			　都会のビルの会議室で、水着の女の子が全部で五人、コの字に配置された長机に並んでいる。身長的にも年齢的にも若干幅がある感じだけど、この集団には共通点があった。

			　みんな、デビューして半年以内の人ばかり。アイドル雑誌の企画で、新人さんを集めての座談会なのだった。

			　みんなニューフェイスというよりも無名と言った方が正確なくらいで、正直、そんなのを集めてどうするんだろうと、芸能界初心者的には思わないでもないけれど、実は隠れた人気企画らしい。主な需要は青田買いに熱心なマニア層で、加谷野が嬉々として語っていたところによると、人気が出た時に、俺はいち早くこの娘に注目していたんだぜと自慢できるとのこと。

			（それにしても……気まずい……）

			　年頃の女の子が五人もいながら、誰ひとりお喋りを始めようとしない。詩歩は全員と初対面だからとしても、部屋の空気がピリピリしている。部屋の隅で別のテーブルにたむろしているマネージャーたちも、この緊迫感に関わりたくないのか知らん顔。

			　ただ、芸能界は素人でも、女子校という女ばかりの集団の中で生活している詩歩にとって、この雰囲気は馴染みがなくもなかった。

			（これは……全員がお互いを仲間と認識してない。……ライバルってことだよね）

			　もっとも、これから芸能界でのし上がろうというのなら、多分これが普通。そういえば遊希も言っていた。最近は、グラビアアイドルの仕事も他のジャンルのタレントに奪われ気味だと。少ないパイを食い合って生き残るには、相手を蹴落とさなければならない。

			（優衣さんや遊希さんみたいにフレンドリーな方が特殊なんだろうな。……それともあれって、すでに売れた人の余裕？）

			　それはそれとして、こんな緊張感にいつまでも耐えられるものじゃない。氷のように冷たい時間が無限に続くかと思われた頃。

			「いやー、お待たせしちゃいましたね」

			　明るい口調で司会進行役の男性が入ってきた。三十代だろうと思うけど、若作りで年齢不詳。事前に加谷野に聞かされたところでは、彼はこの雑誌に記事を書くライターで、業界では有名人とのこと。彼の記事の書き方ひとつで、人気の出方に差がつくらしい。

			　当然のことながら、他の娘たちもそれを知っているわけで。

			「いいえ～。こちらこそ、よろしくお願いしまぁ～っす」

			　突然、空気が一変した。語尾にハートマークでもついていそうな、甘ったるい声が部屋を飛び交う。それまで一触即発のような緊張を漂わせていた少女たちは、身体をくねくねさせて、アイドルスマイルを作り始める。

			（うわっ!?　すっごい……）

			　業界の人には好印象を。マネージャーにそう言われていた詩歩だけど、ライバルたちの訓練された切り替えの早さに、これが本物なのかと気を呑まれる。

			　しかしその中にひとりだけ、表情を変えない少女がいた。

			「よろしくお願いします」

			　媚び媚びのライバルたちとは一線を画す、いたって普通のご挨拶。そういえば、この黒髪ツインテールの娘は、さっきもライバルたちの威い嚇かくを涼しい顔で受け流していた。体格的には一番小さいのに、なんだか妙に余裕があるというか、自信に満ちているというか。

			　ただ、礼儀正しい彼女と、必死に可愛さをアピールする他の娘とでは、どちらがアイドル的に正しいのか、経験不足の詩歩には判断できない。

			　目まぐるしく変化する状況に戸惑っているうちに、座談会は始まった。

			「ではまず、みなさん自己紹介をしてもらいましょう。じゃあ君から」

			「は～い」

			　司会者に指名された長身の少女が、所属事務所と名前と年齢、そしてスリーサイズとチャームポイントを一気にまくし立てる。次の娘は、それに加えてキャッチフレーズまで。

			（ええっ！　自己紹介って、事務所と名前だけじゃないの!?）

			　詩歩は慌てた。チャームポイントもキャッチフレーズも、事務所に入った際に一応は決めてある。アイドルだし。でも実際に使う機会がなかったので、完全に忘れていた。視線で加谷野にカンニングを要求したけど、彼は他のマネージャーとの雑談に興じてこちらを見ていない。苛立ちと焦燥の中、容赦なく詩歩の番が回ってきた。

			「それじゃあ、四番目の君」

			「あ、はいっ！」

			「ああ、別に立たなくていいよ。返事は元気で結構だけどね」

			　焦りのせいで、反射的に起立してしまった。他の面子のクスクス嘲笑する声に赤面しながら、俯き加減に着席する。

			「え、ええっと……オータムワン所属の、久美詩歩です。そ、それから……あ、デビュー二ヶ月です。よっ……よろしくお願いしますっ！」

			「はい、詩歩ちゃん。二ヶ月は、この中で一番の若手さんだね。じゃあ最後、君」

			　動転して最低限のことしか言えなかったけど、支障なかったみたいだ。拍子抜けするほどあっさりと五人目に、あの黒髪ツインテールの少女の番になる。

			「クリノン・プロ所属の愛莉です。デビュー半年です。よろしくお願いします」

			　詩歩と同様の簡潔な内容を、もっと流りゅう暢ちょうに済ませた。わずか数ヶ月のキャリアの差がこれほどの違いを生むのかと落ち込んだけど、彼女は元から動じない性格なのかもしれない。

			（ん？　クリノン・プロって……）

			　どこかで聞いたことがあるような。しかも彼女が名乗った途端、少し場がざわついた。

			「愛莉って……ちょっと前に話題になった写真集の……」

			「……ああ、あれでしょ？　舞原優衣とのツーショットのやつ……」

			　嫉妬交じり、やっかみ含みの声が囁き合う。よく知らないけど、同じ新人のくせに、何か話題になる仕事をしたのが気に食わないといった雰囲気。

			　しかし詩歩が一番気を取られたのは、この場にはいない少女の名前の方だった。

			（そっか。愛莉って娘の事務所、優衣さんと同じなんだ。……でも、優衣さんとのツーショット写真集って？）

			　芸能界に入ったとはいえ、詩歩は元々アイドルというものに疎い。たまたま本屋で見た雑誌や写真集を手に取るくらいで、ファンになった人の活動を、どうやって追い掛けるのかさえよく知らなかった。

			（き、気になる……！）

			　この気の強そうな愛莉と穏やかそうな優衣が、どんな風に並んでいるのだろう。知りたかったけど、初対面のライバルたちに尋ねるのもはばかられたし、それに全員が自己紹介を終えたことで座談会は本題に入ってしまい、情報を得ることは叶わなかった。

			　そして、座談会と銘打たれたこの企画の実態は、インタビューだった。

			　テーマは、グラビアアイドルになった動機や、業界に入って知ったこと、驚いたことなど。一応は女の子同士での会話という形式を取るけれど、ほとんどの発言は司会役に促されてのもの。営業スマイルは訓練できても、新人の話術なんてそう簡単には上達しないらしく、女子校の休み時間のようには、話は弾まなかった。でも司会者に困った様子は見られない。きっと、いつもこんな感じなんだろう。

			「じゃ、次のテーマ。憧れたりとか、目標とする先輩はいるかな？　そういえば、さっき誰か、イベントで会ったからって言ってたよね。えーっと、詩歩ちゃんだっけ？」

			「あ、はいっ！」

			　それまで基本的に自己紹介順に話していたのに、急なご指名で、危うくまた起立しそうになった。

			「詩歩ちゃんは、尊敬してたり、目標にしてる先輩アイドルはいる？」

			　もちろん。それが、アイドルになった一番の動機なのだから。

			　でも──その名前を出そうとして、例の卑猥な写真が頭をよぎった。

			　自分は、本当に今でも彼女を慕っているのだろうか。あんな姿を、自分じゃない他の誰かに見せ、あまつさえ記録に残している彼女のことを。

			　それでも、躊躇は一瞬。それまでのテーマではあやふやな答えの多かった詩歩は、ここぞとばかりにハッキリ答えた。

			「はい、います！　舞原優衣さんですっ！」

			


			　座談会後、マネージャーの加谷野に叱られた。そこは、同じ事務所の先輩を挙げておくものだろうと。

			「うちはクリノンみたいな中小じゃないんだから、メンツを潰すようなことするなよ。てか、事前に質問内容は打ち合わせただろう」

			「は、はい……。すみません……」

			　確かに、編集部からは質問内容をあらかじめ渡されていたし、それに対してこんな感じで答えろと、加谷野に教えられてはいた。けれど、あれは回答例みたいなもので、本番は自分で考えるのだと思っていた。

			　でも、優衣に会いたい一心で入った芸能界。他人から見れば、きっと小さな切っ掛けに過ぎない。それでも、自分の一番大事な部分に、嘘を吐きたくはなかった。

			（芸能界って難しいなぁ……）

			　頭の回る人なら、新人だろうと気の利いた回答が引きだせるんだろうか。

			　気落ちしながら周囲を見渡せば、他のグラドルたちも、それぞれ担当マネージャーに何かしらのダメ出しをされている。逸材はなかなかいないみたいだ。

			（まぁ、みんなこうやって一人前に育っていくんだろうな）

			　出来が悪い子が自分だけでなかったことに、安心しては駄目なのだろうけど、やっぱり胸を撫で下ろしてしまう。

			「まだ仕事は終わってないからな。ここで少しでも存在感を示しておけよ」

			「あ、そうか」

			　加谷野が指差す会議室の片隅には、簡易的な撮影スペースが設けられている。最後に、写真撮影が残っていたのだった。編集部の人が「こんな感じで」と見せてくれた以前の号を参考にすると、各人１ポーズ、見開き２ページに五人が押し込まれる形で、全身写真が掲載されることになる。

			　一番最初の、顔だけしか載らなかった仕事よりは大きな写真。これを進歩と捉えるか、それとも大差ないと捉えるか、判断は微妙なところ。

			　それよりも、今回は別の懸念材料が目の前に居並んでいた。

			「ううっ、やだなぁ……」

			　カメラマンを待つ間、改めてライバルを観察していたら、溜め息しか出なかった。

			　長身でスタイル抜群の人、派手な髪型の人、ただの立ち姿でも目を引きそうで、素人臭さが抜けない詩歩は極めて不利。誰かと一緒の仕事をした経験がないから、集団の中で目立つ努力なんてしたことがない。

			「同じページに全員が並ぶってことは、読者に直接比べられちゃうってことだよね」

			　容姿だけでなく、ポーズの出来不出来も。自信を持てずに萎縮していたら、不意に、誰かが憮然とした声を掛けてきた。

			「逆に言うと、強い印象を与えれば、読者に名前や顔を覚えてもらえるってことよ。無名の新人にとっては、全部がチャンスなんだから」

			　隣に立ったのは、背の低い詩歩より、さらに数センチ小柄な少女。百五十センチあるかないかといったところだろうか。艶やかな長い黒髪をツインテールにして、か細い肢体に真っ赤なマイクロビキニを着けている。

			「えっと……愛莉さん、だっけ？　ありがとう。事務所違うのに、アドバイスをくれて」

			　そうだ。確か優衣と同じ事務所の娘。さっきの座談会で、彼女もこちらの名前を知っているはず。一応個人的にも名乗っておこうと思ったら、ものすごい眼で睨まれた。

			「そんなんじゃないし」

			　呆気に取られる詩歩に、彼女はそれ以上答えなかった。何とか話を続けようとしたけれど、愛莉の勝ち気そうな眼に気圧されて、言葉が出ない。

			　躊躇しているうちにカメラマンが来て、撮影の準備が整ってしまった。

			「んで、誰から始めんの？　やりたい人からでいいよ」

			　大柄なカメラマンのぶっきらぼうな喋りに、女の子たちは尻込みしてしまう。もちろん詩歩も。そんな中、黒髪ツインテール少女だけが、ためらいもせず一歩前に進み出た。

			「はい、愛莉がやりますっ」

			「お、積極的だね。そういう新人ちゃんばかりなら世話が掛からないんだけど」

			　カメラマンが、他を見下した口調で愛莉を褒める。でも、こういったところで人気や仕事の量に差が出るのかもしれない。さっきツーショット写真集のことで僻ひがみを見せていた娘たちが、悔しそうに唇を噛んでいる。しかも──。

			「んじゃ、いつでも始めていいよ」

			　合図で愛莉がポーズを取る。その一瞬で、部屋の中にいた全員が息を呑んだ。彼女を敵視していたライバルも、尊大なカメラマンまでも。

			　一旦身体の横を見せた愛莉は、胸を前に突き出した。そして腰を捻り、お尻を突き出す。そうして右手を、左胸の下に添えた。まるで、これから膨らみを触りにいこうとするように、指先だけで身体に触れる。睫毛は気だるげに伏せられ、半開きになった唇からは、熱い吐息が漏れてきそうだ。
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			（な、なにこれ……）

			　詩歩は、無意識に生唾を飲み込んだ。愛莉は、手足もお腹も全体的に細くて華奢。申し訳ないけれど、グラドルにしてはバストも慎ましい。真っ赤なマイクロビキニだって、正直、子供っぽい容姿の彼女には似合わないと思っていた。

			　なのに、背中とお尻で描くＳカーブに胸がときめく。幼い容姿の少女から匂い立つ妖しい色気に、お腹の奥が妙に疼く。まるで、オナニーをしたくなる時のように。もし人目のない場所だったら、股間に指を這わせていたかもしれない。

			　愛莉は、さらに二、三のポーズを取ってみせ、自分の番を終わらせた。

			「はい、お疲れさん。噂には聞いてたけど、さすがだね。大型新人現るってとこか？」

			「ありがとうございます」

			　カメラマンの賛美を、謙遜せず、高慢にもならず、淡々と受け取る愛莉。詩歩は、その姿を格好いいと思った。睨まれた時はちょっと怖いと思ったけど、あれはきっと、彼女のプライドの表れ。

			


			　その後、他の娘も順番に撮影したけれど、愛莉の色気と気迫には誰も及ばなかった。もちろん、詩歩は言うまでもなく。ともかく、ここでのお仕事はおしまい。愛莉だけは別取材があるとかで、さっきの会議室に居残った。

			「すごいなぁ……。わたしも、早くああいう風になりたい……」

			　更衣室として用意された別室でひとり、詩歩はのろのろと制服に着替えていた。みんなは早々と帰ってしまい、マネージャーの加谷野まで別の現場に。

			　詩歩が特別のろまなわけじゃない。他の三人は愛莉の魅せ方に衝撃を受け、退散を余儀なくされたのだった。実力の違いに恥じ入ったのは詩歩も同じ。圧倒された。ただ、逃げるのではなく、知りたかった。

			「どうすれば、あんな色っぽくなるんだろう。確か、こう……」

			　愛莉のポーズを真似て、身体をくねらせてみる。胸を突き出し、腰を捻った途端、脇腹に激痛が走った。

			「痛っ、いたたっ！　なにこれ、いったぁい……。人間の可動範囲超えてるじゃない!!」

			　バランスを崩して床に膝を突く。愕然とした。ポーズを維持するどころか、完成させることすらできない。確かに詩歩は身体が硬いけど、愛莉の柔軟性は普通じゃない。それとも、グラドルはみんなあんなに身体が柔らかいのだろうか。

			　訳が分からず悩んでいたら、いつの間にか扉のところに愛莉が立っていた。四つん這いで腰を押さえる詩歩を、怪訝な顔でじっと見ている。

			「何をしてるの？」

			「ななな、何でもないですっ！」

			　慌てて立ち上がり、照れ隠しに愛想笑い。しかし彼女はにこりともせず、一瞥もせず、淡々と金属製のロッカーを開けて着替え始めた。バスタオルなどで身体を隠しもせずに水着を脱ぐ彼女に驚き、回れ右した上にギュッと眼をつぶる。それでも、細い背中の白い肌が残像となって目に焼きついた。高まる鼓動に耐えられず、衝動的に声を掛ける。

			「あ、あの……！　愛莉さんのグラビアポーズ、すごかったです！　あ、あれってやっぱり、身体が柔らかいからできるんですか!?」

			「我慢してるのよ」

			　素っ気ない返事で話題は終了。もっと突っ込んで会話を続けることも可能だろうけど、彼女に抱いてしまった苦手意識のせいでそれもできない。

			「えーっと……えーっとぉ…………あっ！　そ、そういえば……愛莉さんのマネージャーさんて来てました!?　なんか見当たらなかったような気が……」

			「愛莉のマネージャーさんは、先輩のも兼ねてるの。今日は向こうに行ってるわ」

			「そ、そうなんですか……」

			　今度は丁寧に説明してくれたけど、彼女の口調に苛立ちを感じ取り、口をつぐむ。こうなる前に帰ればよかった。なまじ話し掛けてしまったせいで、帰るタイミングを逸してしまった。挨拶の言葉を掛けられず、逆に部屋の隅で立ち尽くす。

			「……あれ？　その制服……」

			「──え？」

			　でも、彼女が袖を通す服を見て、沈みかけていた気持ちが急浮上した。愛莉も振り返って眼を丸くする。ブラウンのブレザーに、黒の襞スカート。ふたりとも、まったく同じ制服を着ている。

			「愛莉ちゃん、わたしと同じ学園だったの!?　すっごい偶然！」

			　急に親近感が湧いて、思わず馴れ馴れしく呼んでしまう。それだけでなく、両手で彼女の手を取って、ぶんぶん上下に振り回した。

			「お友達になってくれない？　わたし、芸能界に近い年の知り合いが誰もいなくて」

			　自分でも驚くほどの浮かれ方。あの冷静な愛莉も、戸惑いを隠せない。

			「え……？　きゅ、急にそんなこと言われても……。事務所の先輩とかいるでしょ!?」

			「それは、そうなんだけどぉ……」

			　オータムワンは大手だけあって、確かに先輩アイドルが大勢いる。けれど、ほとんど顔を合わせる機会はないし、それに、さっきの娘たちみたいにギスギスしていて怖い。その点、愛莉はプライドの高さはあるにせよ、それゆえに裏表がない。だから信頼できる。芸能界で友達を作るなら、きっと愛莉のような人がいい。そんな気がした。

			「あの…………駄目、ですか？」

			　気弱になりながらも、何度もしつこくお願いする。動揺していた彼女の眼が、じっとこちらを見据える。あまりに凝視されすぎて、今度はこっちが平静さを失っていく。

			「いいわ。お友達になってあげる」

			「本当!?」

			　バタンとロッカーを閉める愛莉の瞳が、妖しく輝く。その笑みの意味も深く考えず、詩歩は無邪気に喜んだ。

			「もちろん。愛莉も、あなたのこと知りたいと思ってたし」

			


			★

			　大丈夫だろうか。

			　オフの日、優衣は不安を抱えながら、自分のベッドの上で携帯を弄んでいた。

			　目下の気がかりは、愛莉。絢の前では大人しくしているようだけど、彼女は今も詩歩を怪しんでいる。数日前に会った時も、スパイの正体を暴いてやると息巻いていた。

			「もうすぐ解決できるとか言ってたけど……なにか手掛かりでも掴んだのかな」

			　パラパラと手帳をめくる。そこには、四色のペンで色分けされたスケジュールが、びっしりと書き込まれている。自分の仕事でこれだけ忙しければ売れっ子を自負できるんだろうけど、残念ながらそうじゃない。

			　これは、四人分の仕事内容だから。自分と絢だけでなく、愛莉と、そして遊希の分も。みんなで予定を教え合って、集まれる日を決めやすくしようというのが最初の目的。でも優衣にとっては、それだけではなくなっていた。

			　誰が、いつ、どこにいるのか。そして今頃、どんなお仕事をしているのか。それを想像するだけで幸せな気分になれる、大事なアイテム。

			　それを、今日はちょっと不本意な使い方をする。

			「今週、愛莉ちゃんに何かあったとすれば、どの現場だろう……。グラビア撮影、ファッション誌の撮影、バラエティ番組への出演。それと……アイドル雑誌のインタビューか。……う～ん駄目だ。分かんないや」

			　両手でスケジュール帳をぱたんと閉め、バッグに押し込む。予定表を見てあれこれ想像はできるけど、さすがに具体的な内容や共演者までは分からない。まして、グラビア撮影やインタビューは基本的にソロ活動。詩歩に会う機会はないだろう。ゴールデンのバラエティ番組も、デビュー間もない新人が来る可能性は低い。

			「はぁ……」

			　ベッドに倒れ込む。天井を見ながら、小さな溜め息が漏れた。最近、みんなの心がバラバラの方を向いているような気がする。

			「…………遊希さん、どうしてるかな」

			　問題が発覚したあの日から、彼女とは顔を合わせていない。スケジュール帳に書いてあるのも、それ以前に聞いたものばかり。ふと思い立って、さっきしまった手帳を再び引っ張り出す。今日の遊希の分については、何も書いてない。

			「会いたいな……」

			　いい加減に見えて、遊希は気遣いの細やかな人。きっと、優衣が思っている以上に責任を感じているはず。

			　気になる。気になりすぎて、次第に居ても立ってもいられなくなってくる。優衣は手早く着替えを済ませ、バッグを掴んで家を飛び出た。

			　途中まではタクシーで。後は徒歩で遊希の家に向かう。最近はカメラマンとしての活動が多くなって、メディアへの露出は控え目になっているけど、彼女も人気グラドル。プライベートでの訪問なので、一応は場所を知られないような措置を取る。

			「自意識過剰かなぁ……。でも……」

			　自分ごときが人の目を警戒するなんて、一流芸能人気取りで生意気だろうか。でも前に遊希とデートした時には街中でファンに見つかったし、それ以来、少しは気をつけるようにしている。それに、今はまだ流出の気配はないとはいえ、どこの誰が自分の痴態写真を見たとも限らない。それを思うと身体が竦む。昨日のグラビア撮影でも、元気が足りないと注意されたくらいなのに。

			「いつまで、こんなこと続くのかな……」

			　詩歩に直接ぶつかることができれば、きっと簡単なんだろう。けれど、前に絢が言っていた。薮蛇になるような事態は避けたいと。本当は何でもないことだったのに、もし変に突つついて大事になってしまったら、そっちの方が確かに怖い。

			「だからって、いつまでも静観するっていうのも落ち着かないし……」

			　動かない絢が正しいのか。それとも愛莉の言う通り、積極的に調べた方がいいのか。

			　答えの出ない悩みに悶々として歩いていたら、すぐ目的地に着いた。高級住宅地の中に建つ、背の高い塀と生垣に囲まれた洋館風の邸宅。ここが遊希の自宅兼撮影スタジオ。

			「そういえば、遊希さんちにお仕事以外で来るのって初めてかも」

			　あたりを見渡し、人の気配がないのを確認して門扉のチャイムに手を伸ばす。

			　返事はない。一分待って、二度目。さらに一分置いて三度目のチャイム。それでも、遊希が出て来る気配はなかった。前もって電話したら居留守を使われるかもと思って、予告なしに来てしまったけれど、もしかしたら、普通に留守なのかもしれない。

			「どうしようかな……」

			　顔さえ見られればそれでよかった。けれど、いないのなら仕方がない。いつまでも玄関前に立っているわけにもいかないし、優衣は引き返そうとした。

			「──あ」

			「──あ」

			　振り返ったら、そこに遊希がいた。コンビニにでも行っていたのか、丈の短いワンピースにショートパンツ、サンダルというラフな格好。優衣を見た途端、彼女は顔を強張らせ回れ右。ダッシュで逃げ出そうとした。反射的に、その腕を両手で掴んで引き止める。

			「ま、待って遊希さん！　なんで逃げるの!?」

			「なんでって、そんなの決まってるでしょ！」

			　やっぱりそうだ。必要以上に責任を感じて、長いこと顔を見せなかったんだろう。

			「悪気はなかったんでしょ!?　遊希さんが自分を責める必要なんてないよ!!」

			「わたし以外の誰に責任があるっていうのよっ!!」

			「そっ、それは……でもっ、あたしだって……！」

			　確かに、知り合った頃の写真は遊希に強制されたものばかり。でもそれだって、決して嫌な思いをしていたわけじゃない。それに今では四人が共犯。彼女がカメラマンだったから、その手元に写真のデータがあっただけ。遊希ひとりの問題じゃない。

			　そう言いたかったけど、突如始まった力比べのせいで言葉が出てこない。

			「ゆ……う～……き、さんっ、てば！」

			「優衣ちゃん……は～な～し～てぇ～っ!!」

			　ふたりとも唸りながら踏ん張って、必死に相手を引っ張り合う。身長は遊希の方が十五センチも高いけど、体力は優衣といい勝負。玄関まで膠こう着ちゃく状態に陥った。こんな風に騒いでいたら、そのうち何事かとご近所さんが出てきてしまう。

			「ゆ、遊希さんっ！　あたし、こんなとこで目立ちたくないよっ！」

			　それは、単に優衣本来の恥ずかしがり屋が言わせたセリフ。でも、この流れで遊希がそう受け取るはずもない。ピタリと抵抗をやめ、悲しそうな顔で振り返る。

			「そう……よね。ごめんなさい、優衣ちゃん。あなたが一番辛いのに……」

			「あ、いえ……。あたし、そんなつもりじゃ……」

			　もう少し言葉を選べばよかった。気まずい空気がふたりの間に流れ、それでも彼女は、優衣を家の中に招き入れてくれた。

			


			　案内されたのは、生活空間の方ではなく、何度も訪れたハウススタジオ。彼女は落ち着かない様子で、椅子に座った優衣と目を合わせようとしない。視線から逃れようとするように部屋をうろうろ歩き回り、最終的に、撮影用のベッドの上で膝を抱えて丸くなった。

			（どうしよう……）

			　これは、優衣の想定していた以上の落ち込みっぷり。彼女の様子を見られればと単純な気持ちで来てしまったけれど、事態への対処なんて何も考えていなかった。

			　実際はほんの数分。しかし何時間にも感じられる重苦しい沈黙。来たのは間違いだっただろうか。でも──。長い長い逡巡の末、優衣は、思いきって尋ねてみることにした。

			「……遊希さん。見られちゃったあたしの写真って、どれですか？」

			　遊希の首が、膝の間から跳ね上がる。それを知ってどうするのかと、彼女の瞳が狼狽している。何か考えがあってのことじゃない。単なる現状の再確認。ただ、全ては遊希から聞いた話でしかない。それを知ることで、漠然とした不安でしかないものを、リアリティのある問題として捉えられるとも思った。

			　なのに、返ってきたのは予想外の答えだった。

			「……ないわ。……全部パソコンから消しちゃったから」

			「え……どうして!?」

			「当然じゃない。今さら遅いかもしれないけど……優衣ちゃんを危険に晒すかもしれないものを、誰にでも見られるところに置いてはおけないもの」

			「消しちゃったって……全部ですか!?　ここで初めて遊希さんに見られた裸も？　デートの時のも？　愛莉ちゃんと一緒の写真集のために撮ったのも、全部!?」

			　コクリと頷く遊希に、優衣は愕然となった。彼女の処置は、本来なら歓迎すべき正しい行為。なのに、それなのに、自分でも信じられない言葉が口を突いて出た。

			「…………バカ」

			「…………え？」

			「遊希さんのバカバカ！　あれ、あたしには大事なものだったのに！」

			「え……ええっ!?」

			　肩を掴んで揺さぶる優衣に、遊希が目を丸くする。そもそも、人目に晒せない痴態写真なんて、存在自体が本当は間違い。現に、その危険性を露呈したのが今回の事件。

			　でも、そんなものでも、あれは遊希と結ばれたことの大切な証だった。思い出といったら綺麗すぎるけど、優衣にとっては、記憶の中の宝物。

			「すっごく恥ずかしいけど……それでも、遊希さんが喜んでくれたから……」

			　愛されていると実感できた。繋がりを感じていられた。もっとも、データを消したと聞かされるまで、そんなこと考えもしなかった。あんな写真、恥ずかしくて堪らなかったはずなのに、心に穴が開いたような喪失感で胸が苦しい。

			「……遊希さんとのことが、なかったことみたいになって……なんか、イヤ……」

			「ちょっ……優衣ちゃん……。ちょっと待って……！」

			　彼女の言葉を遮って、その胸に甘えるようにすがりつく。彼女は戸惑い、しかし優しく優衣を抱きとめて、愛おしげな手で頭を撫でてくれた。

			「……写真なんて、形でしかないわ。そんなものなくたって、わたしが優衣ちゃんを好きな気持ちは変わらないわよ？」

			「それは、あたしだって……。でも……でも……」

			　触れられた髪が痛い。胸が痛い。その痛みが、優衣に間違いを気づかせた。

			　ハッとして顔を上げる。眼が合った。戸惑いと申し訳なさの入り交じった瞳の色が、優衣をじっと見詰めている。

			「ご、ごめんなさいっ……！」

			　急に恥ずかしくなって、再び彼女の胸に顔を埋めた。そして自分を責め立てる。

			（バカバカバカ！　あたしのバカ！　本当に悲しいのは、あたしじゃないのに！　自分で大切なものを捨てた遊希さんの方が、何倍も苦しいって分かってたはずなのに……！）

			　自分のことばかり考えて、感情的になってワガママを並べ立てて。

			（どうすればいいんだろう……。どうしたら、遊希さんを元気づけられる？）

			　罪悪感と後悔で焦る眼で部屋を見渡す。不意に、テーブルに置かれたカメラが眼に入った。仕事でもプライベートでも、何度も自分を写したそれが、アイデアを閃かせる。

			「……遊希さん。あたしを撮って」

			「え？　それって……どういう……」

			　唐突な申し出に、遊希はその言葉の意味を受け止めきれていない。優衣はお構いなしに立ち上がると、その場で服を脱ぎ出した。

			「ちょっと……優衣ちゃん、何をしてるの!?」

			　下着にまで手を掛ける優衣に驚いて、遊希も弾かれるように立ち上がった。しかし、それをかわして、今度は優衣がベッドに上る。

			「写真、消しちゃったんでしょ？　なら、新しいのを撮って」

			　ブラを外し、パンツも脱ぎ捨てた優衣は、完全なヌードになった。我ながら大胆だと思いつつ、やっぱり恥ずかしくて胸を隠すように膝を抱える。

			「何を考えてるのよ!?　そんなことしたら、わたしは、また……」

			　遊希が困惑している。裸を撮ること、それが流出すること。再び犯すかもしれない過ちを恐れている。それは優衣だって理解している。でも、そんなことよりも、今は遊希に元気になって欲しかった。彼女を勇気づけたくて、必死になって平静を装う。

			「撮って……。あたしを……あたしの秘密を撮っていいのは、遊希さんだけ……だよ？」

			　小首を傾げて微笑みかけると、遊希の肩が小さく跳ねた。優衣も、緊張による身体の硬直を感じながら腕を下ろした。

			　小刻みに震える乳房と、そしてピンク色の小粒な先端が、彼女の眼に晒される。

			「──んっ」

			　思わず小さな喘ぎが漏れた。一糸纏わぬ全裸なんて、遊希には数えきれないほど見られている。なのに、彼女の視線の先に自分の乳首があると思うだけで、そこがピリピリ痺れてくる。頭に血が上って、気が遠くなりそうだ。

			「優衣……ちゃん……」

			　遊希が、生唾を飲み込んだ。彼女の中で葛藤が生まれている。それでもまだ罪悪感が勝っているのか、動こうとしない。手を出しあぐねているのが、その表情から見て取れる。

			　彼女の迷いを拭い去ろうと、優衣は、もっと大胆な行動に出た。背中から倒れてベッドに横たわる。そして脚を広げると、その中心に指を這わせた。

			「優衣ちゃん！　そんなことしなくていいの。もう、あなたを苦しめたくない……！」

			　ベッドサイドに跪ひざまずいた遊希の、その悲痛な声を聞きながら、優衣は、自分の秘唇を嬲り始めた。亀裂に右手の指先を食い込ませ、まだ乾いている粘膜を丁寧になぞる。

			「ち、違うよ……。ンッ……。あ、あたしのため、を……思うなら……あ……あたしのエッチな格好、いっぱい撮って……いっぱい……いっぱい、感じさせて……」

			　緊張のせいか、なかなか恥裂が濡れてこない。同時に乳房も揉みほぐし、指の腹で乳首を転がす。

			「そ……あんッ！　それができるのは……遊希さんだけ……なんだよ？　だから……」

			　優衣は、眉を寄せる苦悶の表情を浮かべながら懇願した。遊希の戸惑いの眼が、一層優衣の羞恥と焦りを煽る。

			「やだ……よぉ……」

			　もし彼女がその気になってくれなかったら、何のためにこんな馬鹿みたいなことをしているのか分からない。もし、彼女が元気を取り戻してくれなかったら。そんなことを考えていたら、不安よりも悲しさが大きくなって、涙がぽろぽろ零れてきた。

			「そんな辛そうな顔、見たくない……。あたし、いつも楽しそうな遊希さんが好き……なのに……」

			「優衣ちゃん……」

			　見下ろす遊希が、ワンピースの胸元をキュッと握った。切なげに唇を結び、そして。

			「……いいのね、撮って。…………もう、どうなっても知らないわよ？」

			　耳元に、そっと囁きかけてきた。秘密めいた吐息の熱さに、思わず眼を閉じる。甘い痺れが身体を走る。

			「あぁ……して……。あたしのこと、いっぱいイジめて……」

			「優衣ちゃん……ああ……優衣ちゃん……っ!!」

			「遊希さん……ン、んみゅぅ……ッ!!」

			　遊希の声が感極まる。そう思った時には唇を塞がれていた。頬を両手で挟み込まれ、息もできないほどにピッタリと彼女の唇が吸いついてくる。

			「ん、あっ……ンッ、きゅふッ……」

			　遊希が顔を傾ける。ふたりの唇粘膜が擦れ合い、摩擦が甘美な静電気となって頭の中をくすぐってくる。痺れは乳首を震わせ、そして瞬く間に下半身にまで広がりを見せた。それまで乾いていた淫裂が、わずかに湿り気を帯び始める。滑りを得て動きやすくなった優衣の指は、亀裂を掻き分け膣口を撫で始める。

			「んッ！　ふぁ……むっ、はむっ……あ、ン!!」

			　感傷で鈍っていた性感が甦り、優衣は夢中で遊希の唇に吸いついた。彼女も舌を挿し入れそれに応える。二枚の肉色の花弁が、密着するように絡み合う。

			「はぁ……優衣ちゃん……ン、ちゅッ、ちゅぱ……ちゅるるっ！」

			「ふぁぅあっ！　あふ、ンッ！　もっと……ゆ、遊希さ……あんっ、もっと……！」

			　さすがにキスは遊希が上手。震える唇を甘噛みされ、そして再び舌の表面をくすぐるように舐められる。オナニーの手は完全に止まり、優衣はキスの快感に翻弄された。ねっとりと表面を密着させたかと思えば、それが次第に離れてゆき、チロチロと先端同士で戯れる。遊希の舌技に弄ばれ、優衣の舌が口腔の外に誘い出される。

			「──ッ!?」

			　そこを、一瞬の閃光が照らし出した。あまりの眩しさに眼を閉じる。いつの間に手にしていたのか、遊希がカメラでキスを激写している。

			「ゆ、遊希さん……撮るなら撮るって、先に……」

			「あら、おねだりしたのはそっちでしょ？　ほら見て。優衣ちゃんのキス……とってもいやらしい……」

			　液晶画面を見せられて、優衣は思わず眼を見張った。蕩けた瞳。快感を求めて伸びる濡れた舌。キスに酔い痴れている自分の顔の、あまりの卑猥さに身体が竦む。

			「い……いやぁぁ……。こ、こんなの見せないで……」

			「あらどうして？　こんなに可愛いのに。んふ…………ちゅ」

			　カメラを持って調子が出てきたのか、遊希が妖しく微笑みながら頬にキスした。

			「舐めて……」

			　口に、指を二本突っ込まれる。囁き声に従って、優衣は舌を懸命に巻きつかせた。けれど優衣の小さな口では、受け入れるので精一杯。息苦しさで口腔に唾液が溜まり、舐めるまでもなく、遊希のしなやかな指を粘液まみれにしてしまう。

			「ん……んぶ……ぷぁ……。ゆ、遊希……さ…………あふ……ぁむっ」

			「んふ……ふふふふっ……。はぁ……わたしの指、ベトベトになっちゃう……」

			　ふつつかな舌奉仕にも、彼女はいたく満足そうな笑みを浮かべた。二本の指で口腔を掻き回され、唇の両端から唾液が流れ落ちる。少し呼吸がままならないけど、そんなことより、遊希が苛めてくれる幸せが優衣の胸を満たしていた。もっと彼女を悦ばせるため、お腹を動かし、必死に息を吸い込んで、意地悪な指に吸いつく。

			「あんっ。……あはぁ……いい……気持ちいい。優衣ちゃんのここ……柔らかくて、ぬるぬるして……んふっ……とっても温かい……」

			（や、やだ……。遊希さん、なんか……やらしい……）

			　エッチな行為をしているのだから、いやらしいも何もない。だけど、まるで性器みたいに描写され、唇が異常なまでに感じて疼く。

			「あ……あ……ンッ、あ……っ！」

			　嬲られているのは口の中だけ。なのに、昂ぶった性感が優衣の全身を身悶えさせる。お尻をくねらせ内腿を擦り合わせ、自分を苛める女性に救いを求めて腕を伸ばす。

			「だーめ。優衣ちゃんのお手々はこっちでしょ？」

			　手首を掴まれ、自分の股間に誘導された。閉じていた脚の間に中指の先が触れると、吸い込まれるような勢いで淫裂へと滑り落ちた。

			「え？　あ……ふぁ!?　ひッ、ンあぁぁぁっ!!」

			　いつの間にそうなっていたのか。優衣のそこは、熱い蜜で満たされていた。口中の唾液に負けない量が大小の陰唇を濡らし、ふやけてしまいそうだ。潤滑油が感覚を鋭敏にし、耐えがたい疼きに淫裂を擦り上げる。

			「んぁ！　あぅっ！　や、やだこんな……あ、あッ……ン!!」

			「あらあら、優衣ちゃん気持ちよさそう。ここ、そんなに凄いの？」

			　優衣の悶え方にわざとらしく驚いて、遊希が身体を反転させた。緩んでいた脚をこじ開け、頭を突っ込むように股間を覗き込む。

			「あはっ、やっぱりぃ。お尻まで垂れちゃってるじゃなーい。優衣ちゃんて、すーぐ濡れ濡れになっちゃうよねぇ」

			「いやいや、見ないで……言わないでぇ……！」

			　秘部に視線を感じて身悶えした。遊希に苛められるのは嬉しいけど、恥ずかしいものは恥ずかしい。脚を閉じようにも、身体が竦んで力が入らない。それどころか彼女に右膝を持ち上げられ、大胆な開脚を強いられる。

			「あは。優衣ちゃん、すごい格好。可愛いお尻の穴まで丸見えー」

			「やだやだやだ！　ゆ、遊希さんのバカッ！　あ、あ……!?」

			　辱められ、秘裂が激しく蠢いた。失禁したかと焦るほど大量の淫蜜を吐き出す。遊希のレンズはその瞬間を逃さなかった。

			「あは、優衣ちゃんのお漏らし♪　すっごぉい、まだまだ溢れてくるぅ！」

			　股間で何度もフラッシュが瞬く。以前、何度も遊希の写真で見せられ脳裏に焼きついた自分の淫裂。爛ただれたように充血したあの濡れ肉襞が、また記録されている。

			（や、あぁぁぁん！　見られてる……。と、撮られちゃってるよぉ……！）

			　ぎゅっと眼を閉じて羞恥に耐える。しかしそれは、むしろ視姦されている部分に意識を集中させるだけだった。シャッター音に反応し、感電したように内腿の筋が突っ張る。遊希も、はぁはぁと息を荒らげて撮影に熱中している。

			　一度は消した恥辱の記録。それを再び残すことの意味を、優衣だって痛いほど分かっている。それでも、また遊希と愛し合うために、これは必要な儀式だった。わだかまりや罪悪感を彼女の中に残すくらいなら、共犯者になって一緒に罪を背負えばいい。

			「あぁ可愛い……。優衣ちゃんの襞々ピクピク震えて……あ、またおツユが零れたぁ。やらしい……。クリちゃんも、ほら、こーんなにぷっくり膨らんで、気持ちよさそぉう」

			「やぁぁぁん！　そ、そんなに詳しく言わないで……あんッ、はぁぁあん!!」

			　遊希の羞恥責めに苦悶しながら、しかし苛められる快楽に溺れる。彼女の声に操られるように、中指で、硬くしこったクリトリスを夢中で擦る。

			「あぅ、ン、く……ッ、ふぁう、あうっ!!」

			　声を抑えることができない。腰が勝手に動き出し、短いテンポでリズムを刻む。その様を、遊希があますところなく写真に焼きつける。彼女の視線とカメラのレンズが、まるで直接触れているかのように秘裂を愛撫し、優衣の身体を快感に狂わせる。

			「あはぁ……。優衣ちゃんのここ、とろとろ……。いやらしい匂い……」

			　遊希の指が、恥襞に溜まった蜜を掬い上げた。掠ったような接触に、優衣の腰が大きく跳ねる。彼女はその反応に眼を細め、指先を濡らす蜜を舌先で味見した。しかし全部は舐め取らず、たっぷり残ったそれを優衣の淫核に塗りつける。

			「すごい……もう、たまんない……！」

			「あぁぁう！　ゆ、遊希さんッ……ふぁ、や、あぁぁぁぁッ!!」

			　優衣の自慰に割り込んだ遊希が、円を描くようにクリトリスを撫でる。しかも、ぱっくり割れた秘裂にも舌を押しつけてきた。膣口周辺を、ねっとりとした感触が這い回る。勃起淫核と粘膜への同時攻撃で、優衣の口から悲鳴を絞り出す。

			「ひぃぃッ!?　りょ、両方はダメッ……だめだめ、ヒッ……いやぁあぁぁッ！」

			　恥裂と淫核を交互に責められ、もはやオナニーどころではなくなった。腰が上下にうねって躍る。ベッドを踏みつけるように両脚をばたつかせる。

			「あん。優衣ちゃん、そんなに暴れないで……」

			　遊希の腰が顔を跨ぐ。ふと、荒くなった優衣の呼吸が甘酸っぱい匂いを嗅ぎつけた。快感で朦朧としながら、半ば無意識に彼女の股間に手を這わせる。彼女のお尻がピクンと跳ねた。その勢いにつられるように、ショートパンツの股間の隙間に指を突っ込んだ。

			「あ……！」

			　遊希が小さな声を漏らす。彼女の股間に篭もるのは、淫靡な熱気。下着の底が、大量の水分を含んで重たそうに濡れている。

			「あぁ……優衣ちゃん……。あ、はぁぁぁ……」

			　甘ったるい、遊希の匂いと喘ぎ声。我慢できなくなった優衣は、彼女のショートパンツを一気に引きずり下ろした。お尻の丸みに沿って剥ぎ取ると、すっかり濡れて色の変わった下着の底が目の前に現れる。強くなった匂いに鼻孔を刺激された優衣は、ふらふらと引き寄せられるように、その魅惑的な布地にむしゃぶりついた。

			「遊希さん……んむっ」

			　シルクの下着に染みた愛液を吸引すると、遊希のお尻が左右に揺れる。下着のゴムに沿って舌を這わせれば、今度は大きく上下に跳ねた。

			「あんっ、優衣ちゃん……そこ、あぁぁぁン！」

			　歓喜の声を上げ、遊希が優衣の脚にしがみつく。しかし、ショートパンツを膝までしか下ろしていないので、脚が開かず奥までキスできない。邪魔なそれを完全に脚から抜き取って、優衣は今度こそ思いきり遊希の下着に吸いついた。薄い布地越しに感じる淫裂の窪み。そこに、尖らせた舌先を抉り込む。

			「あッ、すご……っ、あ……ふぁッ……！」

			　瞬時に、遊希の肌が汗ばんだ。優衣の太腿に彼女の指が食い込む。二、三秒の間、腰を痙攣させていた彼女は、すぐ反撃に転じた。優衣の膣口に指を挿し込み、入り口付近を螺ら旋せん状に抉ってくすぐる。

			「ひッ……いぃぃ！　ゆ、遊希さんッ！　そこ、あっ、そこは……ン、あッ!!」

			　対抗しようとするけれど、身体が震えて思うように動けない。しかも、なおも繰り返し聞こえるシャッター音。ぱっくり開いた性器を写されているところを想像すると、快感と恥ずかしさで頭が真っ白になる。

			「やだっ。遊希さん、やぁぁぁ！」

			　もちろん、優衣の拒否が言葉だけなのは彼女も知っている。膣口や淫唇を掻き回し、だらしなく恥蜜を垂れ流す様をカメラに収める。愛撫的には決して強い刺激じゃないのに、優衣の性感が猛スピードで急上昇する。

			「ひッ、あッ、んぁぁぁ！　あぁぁうぁっ！」

			　陰唇を震わされるたび、痺れるような快感に腰が躍る。上半身と下半身が、ばらばらに身悶えする。それでも優衣は、震える身体に鞭打って遊希のお尻にしがみついた。下着の底に唇をつける。すると、遊希が切なげな瞳でこちらを振り返った。

			「お、お願い優衣ちゃん……直接……」

			　優衣は頷き、指を掛けて下着をずり下げた。遊希もお尻を振って、もどかしげにそれを脱ぎ捨てる。完全にフリーになった彼女の性器は、多量の淫蜜で爛れたような紅色に輝いている。しかし優衣は、その淫靡な花びらを観察する間もなく舌で蜜を掬い取った。

			「きゅふっ！　んふぁっ！　あ、はぁぁ……ン、んむっ！」

			　喘ぎながら、遊希も優衣の股間に吸いつく。ふたりは、互いの淫裂を無我夢中で貪った。

			「あぷっ……ゆ、遊希……さ……あふっ、んぶっ、ンぷふぁぁぁっ！」

			「優衣ちゃん……優衣ちゃん……ん、ちゅ、ちゅぶぶっ！」

			　互いの腰を抱き寄せ、淫核を吸い、舌先で膣口を抉る。唇の周りをベタベタにして、陰唇の襞と舌を絡ませ合う。

			「ふぁぁんっ！　ゆ、優衣ちゃん、気持ちいい！　腰……蕩けちゃいそう……！」

			「あ、あたしも……遊希さん、もっと……もっとぉぉ！」

			　激しい快感の痺れに、ふたつのお尻が暴れ回る。それを追い掛けるので精一杯で、優衣も遊希も、撮影どころではなくなっていた。誰かに撮ってもらいたかったけど、それよりも、もう相手を気持ちよくすることしか考えられない。




[image: ]




			　遊希にクリトリスを激しく吸われ、全身が硬直するような快感が走った。爪先立ちになって腰を跳ね上げる。すかさず、吸引に痺れる淫核を遊希が舌先で細かく弾いた。

			「りゃ、りゃめっ！　遊希さんダメダメ、そんなにしたら……イッ……ちゃうッ!!」

			「いいのよ……イカせてあげる……。ん、んぷっ、ちゅ、ちゅるるっ！」

			　遊希は優衣を絶頂に飛ばそうとして、クリトリスを集中的に責めまくる。ガクガクと腰が暴れて止まらない。身体が仰け反って、クンニを続けられない。それでも最後の抵抗とばかり、優衣は彼女の膣に指を突っ込んだ。

			「ふぁあぁぁぁう!?」

			　膣内の肉襞を擦ると、遊希が首を反らせて喘ぐ。しかしそれも一瞬。彼女も優衣の膣を掻き回しながら淫核を舌で転がした。

			「ヒッ……ンッあぁぁぁっ！　遊希さん、遊希さんッ!!」

			「優衣ちゃんすごいっ！　わ……わたしもイッちゃうっ！」

			　指が膣をフルストロークで犯す。淫核を震わせる。音を立てて蜜を舐め取る。絶頂に向かって、ふたり一緒に走り出す。

			「イクッ！　遊希さんあたしッ、もう……もう、イクイクあぁっイッ、くぅぅぅッ！」

			「わたしも優衣ちゃん！　からだ熱っ……と、飛んじゃう、ふぁあぁぁぁっ！」

			　甲高い悲鳴が部屋の中で絡み合った。痙攣した内腿が相手の頬を挟み込む。柔らかで熱い肌が引き攣るのを感じながら、優衣と遊希は、さらなる高い絶頂へと飛ばされた。

			「あぅあぅ、あぁあう！　ゆ、遊希さん、そんな舐めないで……ふぁっ、あぁぁッ!!」

			「優衣ちゃん！　そ、そんな抉ったらまた……また、ンふぁあぁぁぁっ!!」

			　際限のない快感に苛まれ、ふたりは相手の身体にしがみつく。

			「はぁ……はぁ……。ゆ、う、き……さん……あ、は……っ」

			　それでも、何度も跳ね上がる優衣の腰を這って、遊希がこちらに顔を向けた。何度も倒れそうになりながら、お腹に跨がり上体を起こす。

			「あ、はぁ……。優衣ちゃん、いい顔ぉ……。おっぱい、ぴくぴくして……お口から、涎いっぱい垂らして……」

			　激しい絶頂に酔った笑みで、遊希が見下ろしてくる。どろりと蕩けた視界の中で、彼女がカメラを手にするのが見えるけど、もはや優衣には何もできない。為す術なくベッドに身体を投げ出し、絶頂の汗に光る裸身を、あますところなく写される。

			「ゆ、遊希……さん……」

			　羞恥に喘ぎながら彼女の名を呼ぶ。返事の代わりにシャッターが鳴る。それに反応し、蠢く優衣の淫裂から、蜜が一筋、シーツに零れた。

		

	

			第四章　教えてください、女の子同士のこと

			


			　四人で食事なんて、何日ぶりだろう。

			　絢の家で、愛莉と遊希も呼んでの夕食会。提案したのは優衣だった。久しぶりに遊希とお話──ついでにエッチ──できたことで、みんなの顔が揃うところが見たくなった。全員のお仕事が終わるのを待ってからだったので、ちょっと遅めの夕食になったけど、みんなで集まって、一緒にお料理して、楽しいひと時。

			　のはずだったのだけど、ひとりだけ、始終憮然としている人がいた。

			「どうしたの愛莉ちゃん。そんな顔してたら、美味しいご飯も美味しくないわよ？」

			「そ、そうだよ。お食事は楽しくね。ね？」

			　真向かいに座るご機嫌ななめの後輩少女を見ながら、遊希が絢お手製のパエリアを頬張る。優衣は優衣で、隣の席から与えられる無言のプレッシャーに耐えかねて、冷や汗を掻きながら大皿に盛ったナポリタンを勧める。これは、優衣の数少ない料理レパートリーのひとつ。愛莉はむくれたまま、それでもパスタをフォークにくるくる絡めて口に運んだ。

			　普段見せない優衣に対する冷たい態度に、さすがに遊希も不審に思った様子。絢の方に身体を傾け、内緒話のように囁きかけた。

			「……本当にどうしたの？　愛莉ちゃんらしくない……こともないけれど」

			「分からないわ。……優衣は、何か心当たりある？」

			「い、いえ。あたしも……」

			　優衣も首を捻った。何か、彼女の気に障るようなことをしただろうか。

			「聞こえてますよ。っていうか、目の前でヒソヒソ話さないでくださいっ」

			　愛莉の低音で、絢と遊希が、ばつが悪そうに冷や汗を流す。冷や汗を流しながら、優衣は愛想笑いで一番年少の少女のご機嫌を取った。

			「い、いやだって……愛莉ちゃん、怒ってるみたいだから……」

			「決まってるでしょう！　久美詩歩のことですよっ！」

			　フォークを握った手をテーブルに叩きつけ、ストレートに問題をぶつけてくる。そんなことだろうと思っていただけに、優衣たちは一様に諦めに似た溜め息を吐いた。

			「愛莉、今その話は……。それに、静観しましょうと言ったはずよ」

			　絢がたしなめる。現状、問題が表沙汰になった気配はない。とはいえ、何が切っ掛けで事態が動くか分からない、気の抜けない状態が継続しているのも、また事実。

			（……それとも、呑気にお食事会なんてしてるのが気に入らないのかな？）

			　根が真面目な愛莉は、意外と融通が利かないところがある。なるべく明るく振る舞おうと思っていたけど、それが問題意識を希薄に見せたのかもしれない。

			「愛莉。変に蒸し返すと、また不毛な責任論を繰り返すだけよ？」

			　それを懸念し、絢が釘を刺す。しかし、愛莉の不満は、優衣たちに向けられたものじゃなかった。

			「そういう話じゃありません！　あの詩歩って娘が、全然、尻尾を出さないの！　何を企んでるのか聞き出してやろうと思ったのに、とぼけてばっかで、あったまきちゃう!!」

			「もしかして……愛莉、あなた、久美詩歩と接触したの!?　あれほど勝手に動くなと言ったでしょうっ！」

			　絢の声が裏返った。独断専行を叱るというより、それによって起きうる事態の悪化を恐れているのが、その声色と表情に浮かんでいる。

			「そうか……あの雑誌の対談の時ね？　あぁ……やっぱり、ひとりで行かせるんじゃなかった。出席者に久美詩歩の名前があったから、嫌な予感がしていたのに……」

			「ちょっと絢さん！　ちゃんと話を聞いて！」

			　がっくりと項垂れる絢に、愛莉が頬を膨らませる。対照的なふたりを見比べていた優衣は、はたと、あることを思い出した。

			「あ、そういえば……。愛莉ちゃん、もうすぐ問題が解決するって、前に言ってたよね。もしかして……このことだったの？」

			「優衣っ。あなた、愛莉が久美詩歩と会うって知ってたの!?」

			　顔を上げた絢の矛先が、急にこちらに向けられた。もちろん慌てて言い訳をする。

			「え？　ち、違います！　愛莉ちゃんが何かしてるなーとは思ったけど、まさか直接会うなんてことまでは……」

			　自分は何もしていないのに、叱られるような理不尽は遠慮したい。それにしてもさっきから、重要でない、割とどうでもいい情報ばかりが錯綜している。ついていけなくなった遊希が、立ち上がって不満をぶちまけた。

			「もー！　関係ない話はやめてー！　わたし、全然状況が分かんないよー！」

			「た……確かにそうね。少し落ち着きましょう。まだ食事も途中だし」

			　冷静さを取り戻したのか、絢が、自分に言い聞かせるように呟いた。椅子に座り直して深呼吸し、改めて愛莉に向かい合う。

			「それで、愛莉。久美詩歩とはどんな話をしたの？」

			「……最初に言っておくけど、愛莉からあの娘に近づいたんじゃないから。久美詩歩の方から、愛莉に、お友達になって欲しいって言ってきたの」

			　座談会での経緯を話し始める。それを聞く限り、先に接触を図ったのは愛莉みたいな気がするけれど、そこは重要ではなさそうだし、突っ込むとまた話が進まなくなりそうなので、あえて全員でスルーする。

			「で、座談会の後、お茶に誘ったの。まぁファミレスだけど。そしたら彼女、業界のことたくさん教えてくださいって無警戒についてきて……って何よ、その顔は」

			「ん～。愛莉ちゃん、どんな感じで先輩風吹かせたんだろう～って……いったぁい！」

			　見えなくても分かる。テーブルの下で、余計なことを言った遊希の腿を、絢がキリキリ抓っているのが。

			「さあ愛莉、続けて」

			　報告を中断されて憮然となる愛莉に、絢が何事もなかったように先を促す。

			「……まあいいや。で、例のことをどう切り出そうかなって思ってたら……向こうからあれこれ聞いてきたのよ。優衣先輩のことを」

			　急に優衣の話になって「あたしのこと？」と自分を指差す。

			「そう。どんな人なのかーとか、趣味は何かーとか、どの辺に住んでるのかーとか、それはもう色々！　ちょっとヤバイっていうか、怪しいと思わない？」

			「う～ん……。それって、単なる熱心なファンじゃないの？　詩歩ちゃんて、デビュー前に優衣ちゃんのイベントにも来てたんでしょ？」

			　食事を続けながら遊希が首を傾げる。スパイを疑っている愛莉には情報収集に聞こえたかもしれないけれど、知りたがりはファン心理、と考えるのが普通だろう。

			　それでも愛莉は譲らなかった。確信を得ている眼で、声を低くする。

			「でもさ、あの娘……。愛莉と優衣先輩のツーショット写真集、知らなかったんだよ？」

			　話半分に聞いていた三人の空気が変わった。確かに、グラドル界隈でそれなりに話題になったあの本を、熱心な優衣ファンが知らないとは、ちょっと考えづらい。

			「だから愛莉、ちょっとカマかけてみたの。優衣先輩の悪口いっぱい並べて」

			「わ、悪口？　あたしの？　なんで!?」

			「本物のファンかどうか、反応の仕方で分かるかと思って。例えば、優衣先輩って仕事中に必ず失敗するとか、いまだにマネージャーがいないと何もできないとか、そのくせ、よく独断で動いてマネージャーを怒らせる身勝手な人だとか」

			「愛莉ちゃん……」

			　聞いているうちにゲンナリしてきた。だって、悪口も何も、全部本当のことだから。そこは、せめてフィクションでお願いしたかった。沈んでいく優衣の表情に、得意げに語っていた愛莉が我に返る。

			「ああっ、でもこれって仕方なくなんですよ!?　あいつがスパイかどうか判断するためですからね！　信じてくださいっ。愛莉、先輩を愛してますから！」

			「わ……分かってる、分かってるからっ」

			　キラキラ瞳を輝かせ、愛莉が両手を握り締めてくる。あまりに前のめりに迫ってくるので、仰け反りを強いられた優衣は、後頭部から床に落ちそうな危機感に戦慄した。

			「それで、肝心のスパイ判定はどうなったの？」

			　呆れ顔で、絢が愛莉に結果報告を求めた。どことなく苛立った様子は、焼餅を焼いている証拠。きっと愛莉みたいな迫り方ができないからだろうけど、冷静な彼女に嫉妬させられるのは、ちょっと嬉しい。

			「それが……よく分かんなかったんですよねー。優衣先輩の意外な一面を知ることができましたーって感じで喜ばれちゃって……」

			　こっちでも、なぜか愛莉が嫉妬顔。優衣の腕に抱きつき口を尖らせる。詩歩の正体を掴みきれなかったせいと思ったけれど、彼女の不機嫌の理由を、遊希があっさり看破した。

			「……愛莉ちゃんさ、その悪口って本当に必要だったのぉ？　もしかしてぇ……新たなファンを優衣ちゃんに近づけないようにするため？」

			「そッ……そういう意味は…………ないことも、ないですけど……」

			　抱きつくというより、キュッと優衣の腕にしがみつく愛莉。そんな彼女が可愛くて頭を撫でると、ますます真っ赤になって俯いてしまった。

			（うーん……。なんか、あたしと最初に会った時を思い出すなー）

			　あの頃の愛莉は、絢さんへの恩返しに一生懸命になるあまり、優衣に対して攻撃的だった。今回も、自分のために頑張りすぎている気がする。

			　何にせよ、これ以上、みんなに迷惑はかけられない。優衣は決心した。今度は自分が動く番。腕に絡まる愛莉をなだめるように手を重ね、そして、正面の絢に向き合った。

			「絢さん。詩歩ちゃんとのお仕事、ブッキングできないかな」

			「優衣、あなた……どうするつもり？」

			　絢が、嫌な予感に眉を顰める。申し訳ないことに、それは当たっていた。

			「今度は、あたしが詩歩ちゃんに会ってみる。難しいかもしれないけど……なんとか本音を聞き出してみる」

			　もちろん自信なんてない。もし脅迫されたりしたらなんて思うと、震えが止まらなくなる。ただ、このまま息を潜めていても事態が好転することはない。優衣は、自分が動かなければ、この事件は解決しないような、そんな予感がしていた。

			


			♥

			「それでは本日のゲスト、舞原優衣ちゃんと久美詩歩ちゃんでーっす」

			「はーい。よろしくお願いしまーっす」

			　ＭＣの呼び込みで、ふたりがフレームインする。今日は、商店街巡りのグルメロケ。そのオープニングトークの撮影が、昼下がりの駅前で始まった。

			（あれ？　わたし……今、声出てた!?）

			　優衣の挨拶ははっきり聞こえたのに、自分のは確認できない。それほどまでに詩歩はガチガチになっていた。

			　初めてのロケ。しかも、お昼の人気情報番組。普段、学生の詩歩が観ることはないけれど、この時間帯にしては高視聴率、くらいのことは知っている。無名の自分が出演していい番組なのかどうか、カメラが回り始めたこの期に及んで、まだ迷い続けていた。

			（ううっ……カメラおっきい……。スタッフさんいっぱい……。街歩きロケって、こんなに大勢でやるものなの!?）

			　少なく見積もっても二十人以上。画面に映るタレントの、その何倍もの人がカメラの背後にいるなんて、今まで全然知らなかった。それに、電車の時間を見計らい、人通りの減る瞬間を狙った撮影とはいえ、都会の駅前が無人になることはない。撮影隊の、さらに何倍もの見物人が、詩歩たちを取り囲んでいた。

			（それに……それに……！）

			　優衣がいる。彼女の存在が自分から平静を奪い取る。共演者というだけでも冷静ではいられないのに、おかしな意識をせずにいられない事情が、詩歩にはあった。

			　白いブラウスに包まれた、豊かな半球。もし、何事もなければ、ただ「大きい」という感想で終わっていたはず。

			　でも、詩歩は知っている。その内側に隠された、グラビアでは決して見せない突起の、その色や形を。可憐なプリーツスカートの奥に秘められた、肉の花びらの存在を。

			　清楚な笑みを見せる彼女にも、生々しい性の器官があることを。

			　意識したら、まるで服が透けるように優衣の裸が見えてきた。幻覚だと分かっているのに、頭を振っても消えてくれない。

			（わたしってば何を考えてるのよ！　今はそんな場合じゃないのに～！）

			　自分自身の妄想に追い詰められ、パニックに陥りかけた瞬間、誰かが詩歩の手を握り締めた。ハッとして我に返ると同時に、ＭＣの男性タレントが詩歩に話を振ってきた。

			「詩歩ちゃんは、デビューしてどのくらいだっけ？」

			「あ、えっと……だいたい三ヶ月くらいですっ！」

			　辛うじて反応し、危機を凌ぐ。もし、直前に手を握られていなければ、舞い上がって何を答えていたか分からない。

			「でも早速手を繋いで、ふたりは仲良しなんですか？」

			　ＭＣに言われ、初めて気がついた。詩歩の手を掴んでいるのが優衣であることに。位置的に彼女しか有り得ないのに、それすら分からないほど上がっていた自分に呆れる。

			「いいえ。前にちょっとお会いしたことはあるんですけど、お仕事は初めてです。でも、さっきいっぱいお喋りして、すっかり仲良しになりましたー。ねー♪」

			　優衣が微笑みかけてくれるけど、嘘だ。本番前に、お喋りなんて全然していない。詩歩が上がっているのに気がついて、助けてくれたに決まっている。

			　それなのに自分ときたら、彼女の裸を夢想して、勝手に混乱して。場合によっては、収録をやり直しさせるところだったかもしれない。

			「はーい。ＯＫでーっす」

			　ＡＤさんが手を上げて、オープニングを撮り終える。なんとかこなしたけれど、トークはほとんど優衣にお任せになってしまった。

			「はぁ……。って、そうだ！　助けてくれたお礼をしなきゃ……」

			　上手くできなかったことを嘆いている場合じゃない。優衣の方を振り返ると、彼女は歩道の隅に移動して、スタッフにメイクを直してもらっていた。話しかけるなら今のうち。

			「あ、あの……あの！」

			「……なに？」

			　思いきって声を掛けたはいいけれど、振り返った優衣の態度に声を詰まらせた。言葉は素っ気ないし、どことなく表情も硬い。カメラの前で親しげに腕を組んでくれたのが嘘のように、眼が冷たい。

			「あの……えっと……」

			「ごめん、後でいいかな」

			　優衣の急変ぶりに戸惑っていると、彼女は、マネージャーらしき女性のところに行ってしまった。愕然となった。ショックだった。詩歩を避けるかのような素振りは、まるで別人になってしまったみたいだ。

			「そんな……どうして……。わたしを助けてくれたんじゃ……」

			　そして、はたと気がつく。彼女は、自分を助けたのではないのかもしれない。あれは収録をスムーズに進めるための彼女のアドリブ。だとすると、あの冷たい眼は、詩歩を、収録の足を引っ張る出来の悪い子と認識したせいなのか。

			「そ……そんなはずないよ。だって優衣さんは…………！」

			　彼女が真剣な顔でスタッフと話しているのを見て、詩歩は自分の心得違いに気づいた。彼女が優しかったのは、ファン相手だったから。今は、グラドルという同じフィールドで戦うライバル。助けてくれるなんて、詩歩の甘え。

			「わたし……優衣さんに嫌われちゃったのかな……」

			　もう一度、声を掛けてみよう。もし、自分の失敗が気に障ったのなら、謝ってもう一度チャンスを貰おう。しかし、ＡＤさんの大きな声が、詩歩の決意の邪魔をした。

			「これからの予定ですがー！　まず、そこの商店街で食べ歩きー！　その後、ロケバスで次の商店街へ移動となりまーっす！」

			　若手が仕事のできるところをアピールしようとしてなのか、街中では迷惑なレベルの大音声。案の定、ディレクターに頭を叩かれる。

			「お前は、ちっとは場所を考えろっ。えー、それじゃ撮影再開しますんで、演者のみなさんはそのまま商店街の方へ移動してください」

			　無情にも収録は進行し、個人的なお話をするタイミングを完全に失った。

			　番組レギュラー組のＭＣの男性タレントと女子アナ、そしてゲスト組の優衣と詩歩。四人が、横並びでアーケードの下を歩き始める。

			　基本的には、あらかじめ出演交渉をしてあるお店に立ち寄って、そこのお勧めメニューを頂いていくというシンプルな構成。もっと企画の趣向を凝らすこともあるらしいけど、今回のテーマがスイーツなので、欲しいのは女の子の素のリアクションなのだと、事前の打ち合わせで説明された。

			　その時の主な心配事は「食レポなんて上手にできるかなぁ」ということ。そして、その不安は的中していた。予想とは違う形で。

			「ここのお勧めは、フルーツたっぷりサンドイッチだそうです。いきなり変化球から来た感じだけど、優衣ちゃん、どう？」

			「はい。フルーツが瑞々しくって、とっても美味しいです。それと、ほら。この間に挟んである生クリームが滑らかで、あたし、これ大好きですっ」

			　淀みなく感想を言いながら、ちゃんと中身をカメラに見せる優衣。詩歩は、半歩下がった位置でそれを見ながら、ただ感嘆するばかり。

			（優衣さん、すごーい）

			　こう言っては失礼だけど、頼りなげな感じのする人なのに、きっちり仕事をこなしている。この前、愛莉が彼女を評して言った、失敗ばかりという印象は、今のところ微塵も感じない。それだけに、さっきのよそよそしい態度が気になる。

			「詩歩ちゃんは？」

			　ＭＣが詩歩に感想を求める。頑張って挽回しようとしたけれど、優衣の視線が気になって「とっても美味しいです」程度のコメントしか出てこなかった。

			


			「あうぅ～……あうぅぅ……。わたし、もう駄目だ……」

			　ロケの前半戦が終わった。もちろん詩歩の戦果はボロボロ。まともなコメントひとつ言えなかった。これが放送されたら、きっと久美詩歩は無口なつまらない子という印象をお茶の間に与えるに違いない。

			　タレント用のロケバスに戻った詩歩は気力を失い、奥まった席で項垂れた。

			「おいおい詩歩。もうちょっと頑張ってくれよ。このままじゃ次の仕事に繋がらないぞ」

			　マネージャーの加谷野にも、きつく注意された。そんなこと、自分が一番よく分かっている。でも、駄目なものは駄目。優衣が見ていると思うと、何も言葉が出なくなる。

			　すぐ前の席にいる優衣が、ひどく遠い存在に感じる。同じ世界に入ったはずなのに、憧れていた時なんかより、ずっとずっと、距離がある。

			（こんな格好悪いわたし……優衣さんに見られたくない……）

			　座席に身を隠すように縮んでいたら、バスの運転席付近で打ち合わせをしていたスタッフたちが、加谷野を手招きで呼び寄せた。

			「……困ります。あんな気が利かない子では、うちの優衣までイメージが悪くなります」

			　彼がそこに合流した途端、若い女性の不機嫌そうな声が聞こえてきた。内容に心当たりがある詩歩は、座席の間から、そっと様子を窺う。

			「すみません。うちの久美、まだテレビ慣れしてなくって……」

			　やっぱり自分のことだ。加谷野が頭を下げている。バスといっても観光用の大型車ではなく、いわゆるマイクロバスなので、聞き耳を立てなくても車内の会話は全部筒抜け。うちの優衣という言い方からすると、苦情を言っているのは優衣のマネージャーだろう。

			（もしかしたら、後半の撮影は降ろされちゃうのかな……）

			　あの女性マネージャーのきつい口調は、そう主張しているようにしか聞こえない。耳を塞ぎたいのに、虚無感でそんな気力さえ湧いてこなかった。

			「うーん。まぁ、確かに大人しすぎかも。うちらとしても、もうちょっと女の子同士ではしゃいでいる雰囲気は欲しいし」

			　ディレクターも彼女に同調している。あんな出来では、出番を減らされても文句は言えない。まだ覚悟はできないけど、心の準備はしておいた方がよさそうだ。

			「そうそう。それでさ、詩歩ちゃんのコメント不足のおかげで……て言うと何だけど、撮影が順調に進みすぎちゃって。三……四十分くらいかなぁ。尺は足りてるんだ。だけど次の商店街が、予定より早く来られても困るっていうんだよね。でさ、後半の盛り上がりのために、今のうちに何かお知恵を拝借できないかな」

			「それって要するに、うちの詩歩と舞原さんが仲良くなる方法ですか？　う～ん……」

			　しかも、撮影隊に迷惑をかけている気配。加谷野が頭を捻っている。優衣と仲良くできる方法があるなら、詩歩の方こそ教えてもらいたいくらい。

			「それなら、提案があります」

			　祈るようなポーズで成り行きを見守っていたら、優衣のマネージャーが手を挙げた。

			「時間はあるんですよね。なら、うちの優衣と詩歩ちゃんを、少しの間でいいので、そう……このロケバスで、ふたりきりにしてもらえませんか？」

			（え？　……え？　…………えぇぇぇっ!?　あの人、何を言っているの!?）

			　最初に文句を言ってきたのは向こうなのに。確かに詩歩を降ろせなんてひと言も言っていないけど、そういう流れだとばかり思っていたので、動揺を抑えられない。

			


			　優衣のマネージャーの意見が通り、他のスタッフ・キャストは、別の場所で休憩となった。想定外の事態に詩歩の理解がついてこない。

			「あの……すみません。わたしのせいで……」

			　それでも一応、バスのドアのところでスタッフたちを見送った。ディレクターは「大丈夫だよ」と苦笑してくれたけど、中にはあからさまに迷惑そうな顔をする人も。責任という二文字が、詩歩に重く伸し掛かってくる。

			　優衣も、同様にみんなを見送る。その時、彼女のマネージャーとの会話が耳に入った。

			「……本当にこれでいいのね？」

			「ありがとう絢さん。無理はしないから」

			　内緒話のようだけど、たまたま詩歩に聞こえてしまったみたいだ。それにしても変な感じ。今の言い方だと、まるで、この状況を望んだのが優衣のように聞こえる。

			（どうして優衣さんが……）

			　なにひとつ疑問が解消されないまま、ドアが閉められた。これで本当に、バスの中には優衣と詩歩のふたりきり。無邪気なファンの頃の自分なら、夢のようなシチュエーションだったはず。それなのに、どうして今は、こんなにも怯えなければいけないんだろう。

			　ロケが上手くできない詩歩に苛立ちを覚えているのか、どことなく冷たい優衣の視線が気になって、まともに彼女の顔を見られない。

			「一番うしろの席にしようか。ロケバスの窓は全部スモークが貼られているから、外から見られる心配はないよ」

			「は、はぁ……」

			　優衣の硬い声に従い、狭いマイクロバスの中でも一番広めのスペースに腰を下ろす。その間も、詩歩は必死に考えた。わざわざマネージャーに小芝居までさせて、詩歩を密室に閉じ込める理由は何だろう。彼女にそうされるほどの接点なんて、自分には──。

			（ある……！）

			　あの、遊希所有の痴態写真。あれを見たことが、もし本人に伝わっていたとすれば。

			　有り得ない話じゃない。むしろ、伝わっていると考えて何の不思議もない。

			（だとすると、このご指名は──わたしへの報復!?）

			　身体がガタガタ震え出した。そうだ。それなら撮影前の素っ気ない態度の説明もつく。これから何をされるんだろう。どうすれば誤解が解けるだろう。優衣がこちらに身体を寄せる。肩が触れ合う。詩歩は、緊張と恐怖で何も考えられない。

			「ごめんね。あたしが上手に絡めないせいで、詩歩ちゃんが悪いみたいになっちゃって」

			　謝罪の言葉ではあっても、棒読みのような優衣の声。何にしても、先輩から謝られてしまったので、それ以上にこちらの気持ちを示す必要がある。

			「あ、いえ！　完全にわたしのせいです！　優衣さんは悪くありませんっ！」

			　髪が乱れる勢いで必死に首を横に振ると、彼女の表情から、急に強張りが解けた。

			「よかったぁ！　せっかく詩歩ちゃんと初めてお仕事できたのに、嫌われたらどうしようかと思っちゃったぁ」

			　いきなり柔らかさを取り戻したその声に、詩歩の胸が高鳴った。急な変化に驚いたせいか、それとも安堵したせいかは分からないけど、心臓が異様にドキドキ鳴っている。

			（ゆ、優衣さん怒ってない？　やっぱり、わたしの考えすぎ？　でも、よかったぁ……）

			　ロケの最初からずっと緊張を強いられていたせいか、一旦気を緩めてしまうと、自制心がなかなか戻ってこない。いけないと思っても、白く輝く彼女の顔を見詰めてしまう。なんだか身体が熱くなってきた。心なしか、優衣の頬も赤い。恥ずかしさがピークに達し、ふたりは同時に視線を逸らせる。

			「あ、これ……。さっきの洋菓子屋さんが、おみやげにくれたの」

			　優衣が、シートの隅に置いてあった紙箱を取り出した。中には、美味しそうなシュークリームが綺麗に並んでいる。

			「わぁっ！　これって、モンブランを頂いたお店のですよね。美味しそうだなーと思って見てたんですけど、これも欲しいとは言えなくて……」

			「実は、あたしも」

			　見詰め合い、今度は揃って噴き出した。やっぱり、甘い物は女の子の共通言語らしい。急に彼女との壁を感じなくなり、遠慮なく箱に手を伸ばす。このお店のは、シューの上部が蓋のように切ってあるタイプ。それをスプーンにして、中のクリームを掬い取る。

			「ん～。美味しい。あまぁ～いっ」

			　自然と感動が声に出た。これがさっきの撮影中にできればと、どうしても思ってしまうけど、まだチャンスは残されている。後半に活かして、リベンジを果たそう。

			「あの……優衣さん。もう一個いいですか？」

			　図々しいとは思ったけれど、勢いづけにと思って、おねだりしてみる。

			「もちろんどうぞ。……あ、ちょっと待って。お口にクリームついてる」

			　え──？　と思った時には、優衣の微笑みが近づいていた。何も反応する余裕もないままに、彼女の舌に、唇をペロリと舐められる。

			


			★

			（やっちゃったぁ──っ!!）

			　優衣は、自分のしでかした大失敗におののいた。

			　他意があったわけじゃない。本当に、普通に、詩歩の口元にクリームがついていたから取ってあげようと思っただけ。仇となったのは優衣の環境。日常的に女の子同士でキスしていたせいで、同性の唇に抵抗がなくなっていた。だから、詩歩に対しても無意識に。

			（どうしよ……。どどど、どうしよう……!!）

			　詩歩の眼が飛び出さんばかりに見開かれている。口を押さえて身体を引いている。

			　最初の計画では、冷たい態度でプレッシャーを与えて彼女の失敗を誘発し、こうしてふたりきりになる状況に持ち込んで、しかる後にスイーツで懐柔し、例の件について切り出すつもりだった。それなのに、肝心なところで自分の方がミスを犯し、警戒心を与えてしまった。立て直そうにも、動揺して手掛かりが掴めない。

			「…………ゆ、優衣……さん……」

			「あ……あのね詩歩ちゃん、気にしないで。これは……ええっと……」

			　特別に親しいわけでもない娘の口を舐めて、どんな言い訳なら成り立つだろう。

			　戸惑い、揺れる詩歩の視線。接触が現実だったことを確かめるように、指先で唇に触れている。笑ってごまかそうとする優衣を、探るような上目遣いで、じっと見る。

			　彼女の中で、一体何があったのか。その眼に、いきなり強い光が戻った。口元にあった手を膝に置き、こちらに身体を向ける。

			「優衣さん。お聞きしたいことがあります」

			「は、はいっ！」

			　彼女の硬い口調で背筋が伸びる。その真剣な眼差しは、むしろ優衣を不安に陥れた。

			「わ……わたっ…………わたし……ッ！」

			　詩歩が唾を飲み込む。優衣が息を呑む。街の喧騒の中に停められたバスの車中で、静かに緊張の度合いが増してゆく。そして、彼女にも葛藤があったのか、詩歩は自分の躊躇が戻るのを恐れるように、早口で一気にまくし立てた。

			「わたし……優衣さんの変な写真見ました。あれって本物なんですかっ？」

			　息が止まった。それは、とっくに分かりきっていたこと。でも、やはり心のどこかで間違いであって欲しいと思っていたらしい。突きつけられた事実を受け止めきれず、答えようとした唇をきつく結んでしまう。

			「あぁ……。やっぱり……見られてたんだ……」

			「あ。見たっていっても、たまたまなんです。偶然ですっ。本当です！　だから教えてくださいっ。あれって、優衣さん本人……なんですか……？」

			　目の前が真っ暗になった。みんなには詩歩を信じていると言ったのに、絶望感で胸が黒く塗りつぶされていく。

			「そう、なんですね……」

			　返事に窮する優衣を見て、察したようだ。詩歩の無垢な瞳に耐えられない。唇を噛んで静かに俯く。前髪で視線を遮るように、深く項垂れる。

			（軽蔑……されちゃったな……）

			　仕方がない。舞原優衣は、表向きは清純派で売っている。その私生活が、実はあんなに乱れたものなのだと知って、好きでいてくれるはずがない。

			「ごめんなさい……。ごめんなさいっ。あれは……あれは……ッ」

			　胸が詰まって、声を絞り出すのさえ苦しい。浅ましいと思う。恥知らずだと思う。自業自得なのに、彼女に許しを請うなんて。

			　すると、その姿が彼女にはどう映ったのか。急に納得したような声を張り上げた。

			「そうか……。そうだったんですね！」

			　優衣の両手を握り締める詩歩。彼女は、その純真すぎる眼差しで、優衣たちがまったく想定していなかったことを口走った。

			「優衣さん、遊希さんに脅されていたんですね!?　考えてみたら、優衣さんみたいな人があんな写真を撮るはずないのに。可哀想……。ずっと怖い思いをしてたんですね……」

			「脅されてって……。あ……あのね詩歩ちゃん。あたしと遊希さんは……」

			　完全に誤解している。でも遊希との関係を説明しようとした優衣は、思い止まるように口をつぐんだ。場合によっては、絢や愛莉にまで言及しなければならなくなる。できればそれは避けたい。でも、このままでは遊希が悪者になってしまう。

			（どうしよう……。どう言ったら、秘密を守ったまま詩歩ちゃんに理解してもらえる？）

			　そんな上手い手段があったら、誰でもいいから今すぐ教えて欲しい。優衣ひとりの頭では何も思いつかない。迷いと葛藤と逡巡で解決策が見出せない。

			「お……お願い……。このことは、秘密にして……。他の誰にも……遊希さんにも、詩歩ちゃんが見たってことは言わない方が……」

			　できるのは、ただ懇願するだけ。彼女の中で無かったことにしてもらう以外にない。しかし言い方が悪かった。彼女の誤解を確信に変えてしまった。

			「遊希さんにも……。そんなにあの人が怖いんですね。……分かりました。わたし誰にも言いませんっ。優衣さんの立場が悪くなるようなこと、絶対にしませんっ。だって……だって、わたし……優衣さんを守りたい……！」

			　純真な、あまりにも綺麗な瞳に、優衣は困惑を忘れて見み惚とれた。嘘に嘘を塗り重ねなければならない自分が、ひどく汚れた人間に思えてくる。

			「わたし、見なかったことにします。だから、安心してください」

			「あ、ありがとう……詩歩ちゃん……」

			　感極まって、思わずお礼を言ってしまったけれど、遊希の悪役が確定してしまった。

			（ごめん、遊希さん……！　後で、どんな埋め合わせでもするから!!）

			　成り行きとはいえ、身勝手な判断を心の中で幾重にも謝罪する。

			　ただ、まだ不安は残る。もちろん詩歩の言葉は信じている。真摯な瞳は、嘘を吐いているとは思えない。それでも、みんなを納得させるには、何か保険が必要。

			　すると、またも詩歩が、とんでもないことを言い出した。

			「ただ……黙っているには、条件があります……」

			「じょ、条件？　いいよ。何でも言って」

			　当初の計画が全て破綻した優衣は、すっかり余裕を失っていた。この秘密が守れるならと、条件も聞かずに安請け合いしてしまう。でも、詩歩が妙にモジモジし始めた。嫌な予感が頭をもたげる。もし、あの写真を欲しいなんて言われたら、安心どころか流出の懸念材料を増やすだけ。しかし。彼女の条件は、またも優衣の予想のはるか上を行った。

			「わ……わたっ…………わたしと付き合ってください！　わ、わわっ、わたしを……優衣さんの彼女にしてくださいっ！」

			　ギュッと眼を閉じ詩歩が叫ぶ。一瞬、バスの中の時間が止まった。彼女の言葉の意味を理解するのに数秒要し、そして理解すると同時にパニックに陥る。

			（こ、この娘、急に何を言い出すのー!?）

			　目眩が起きる。とりあえず胸に手を当て深呼吸して、正しいと思う返答を、頭の中から必死に探す。

			「ちょ、ちょっと待って……彼女って……。お、女の子同士……だよ？」

			　自分の現状はとりあえず棚に上げ、真っ当にストップをかけてみた。一瞬、詩歩が怯んだような戸惑いを見せる。それでも彼女の覚悟は揺るがず、必死に食い下がってくる。

			「だってだって！　優衣さん、さっき躊躇もしないでわたしにキスしたじゃないですか。それって、女の子同士でも平気だってことですよね？」

			　絶句する。まさか、あのミスがここで響いてくるなんて。あれは、断じてキスなんかじゃない。でも衝動的に舌を伸ばしたことは事実なので、反論の口を閉ざしてしまう。

			（でも……できるはずないよ。詩歩ちゃんとのお付き合いなんて）

			　すでに三人も同性の恋人がいて、詩歩のことをとやかく言える身ではないけれど。何にせよ、お付き合いなんて受け入れられるはずがない。女の子同士という公言できない秘密を、彼女にも抱えさせるわけにはいかない。

			「お願い……わたし…………ずっと、優衣さんのことが好きだったんです……！」

			　消え入りそうな悲痛な叫びが、さらに優衣を苦悩させた。写真のことで脅された方が、まだ分かりやすい。痛々しいまでに真剣な眼差しが、優衣の罪悪感を責め立てる。

			「……そんなのでいいの？　そんな条件で恋人になれて、嬉しい？」

			　正論をぶつけて最後の抵抗を試みる。さすがに、真っ直ぐだった瞳に迷いが生じる。それでも彼女は、優衣から視線を逸らさなかった。

			「か、構いません。どんな形だって、優衣さんとなら。……そ、それに……断られたら、わたし、何をするか分かりません」

			　業を煮やしたのか、詩歩は交換条件を越えて、脅迫の領域に踏み入った。その声が震えている。瞳も、溢れんばかりの涙で濡れている。本心で脅しているのではなく、必死だから。女の子が女の子に告白することの怖さに、彼女は必死に耐えている。

			（そうだよ。詩歩ちゃんだって怖いんだ……）

			　あんな写真を見てしまったばかりに。今日までどれだけの苦悩と葛藤を重ねてきたんだろう。誰にも相談できず、ひとりで抱え込んで。それを思うと、優衣の心は激しく揺らいだ。これ以上の無理をさせたら、きっと、彼女が壊れてしまう。

			　彼女を誰かが支えてあげないと。そして、それができるのは、自分だけ。

			「…………どうなっても知らないよ？」

			　この言い方は、ちょっと卑怯だった。詩歩の想いを正面から受け止めず、責任を押しつけている。反省した優衣は、固く握られていた彼女の手をほどき、身体を寄せた。

			　太腿同士がぴったりくっつく。詩歩が身を硬くするのを感じる。それで逆に余裕が生まれた優衣は、彼女の髪を撫でながら顔を寄せた。今度は、はっきりとした意図を持って、息を呑む少女の唇に、唇で触れる。

			「──!!」

			　それは一瞬の、微かな接触。それでも詩歩には衝撃だったのか、車から飛び出しそうな勢いで後ずさった。驚きのあまり唇を震わせ、優衣の瞳をジッと凝視する。

			「ゆ、優衣……さん……」

			「どうしたの？　恋人ならキスくらいするでしょ？」

			　どうしたんだろう。優衣は自分に戸惑っていた。お姉さんぶったセリフが自然と口から湧いて出る。こんなの、いつもなら言われる側。それなのに、震える詩歩を見ているとおかしな気分になってくる。この怯えた小動物のような娘が、たまらなく愛おしい。

			「あたしとのキス……いや？」

			　頬に手を当て、瞳の奥を見詰めて尋ねる。詩歩は頭を動かさず、しかし、確実に首を横に振った。鼻の頭が当たる距離で、熱い息を唇に感じる。優衣の呼吸と混じり合う。

			「あ……」

			　詩歩の小さな声に誘い込まれるように、優衣の舌が伸びた。

			「…………甘い？」

			　その味に驚く。もちろん、すぐにさっきのシュークリームだと気づくけど、妙に興奮してしまった。彼女の腰を抱き寄せて、思わずペロペロ舐め回す。

			「うう、優衣さんっ!?　あ、あんっ……ン、あっ」

			　舌と唇が触れるたび、詩歩が小さく身じろぎする。優衣の服にしがみつき、背中を反らせる。可愛い声に触発されて、夢中で舐め回すけれど、甘さはそんなに長続きしない。でも、もっと欲しい。傍らの箱に目を落とせば、まだシュークリームがいくつか残っている。優衣はそのひとつに手を伸ばした。蓋の部分を外し、指にクリームをたっぷり絡め取る。

			「はい、詩歩ちゃん。あーん」

			　ねっとりとした黄白色でコーティングされた人差し指を、見せびらかすように動かしながら彼女の目の前にかざす。戸惑いの表情が浮かんだけれど、それも一瞬。優衣の意図を察した詩歩はサッと頬を染め、睫毛を震わせながら口を寄せてきた。

			「はぁ……む」

			　唇で指を挟み、塗りつけるように食む年下の少女。ちょっとだけくすぐったくて、優衣は思わず「あんっ」と小さな悲鳴を上げてしまう。それに触発されたのか、彼女は舌も使い出した。指と爪の間をチロチロくすぐり、優衣を悶えさせる。

			「あはっ……。詩歩ちゃんて、意外とイタズラっ子……」

			　こんなことでも感じてしまうなんて。新たな発見に胸が躍る。

			「詩歩ちゃん、おいしい？」

			「ん……ふぁい……。お、おいひい……れふ。……ん、ちゅ、れろっ」

			　素直に指を舐め続ける詩歩に、背中がゾクゾク痺れた。今まで感じたことのない感情が芽生えてくる。優衣は、反対の手で彼女の顎を軽く持ち上げると、クリームでベタベタになった唇に思いきり吸いついた。

			「ンッ!?　……優衣さン……ん、んっ、ンむぅ!!」

			　いきなり舌を挿し込んで、まだ口中に残っていたクリームを掻き回す。詩歩はキスに不慣れなのか、背中に回した腕で、必死にしがみついてくるだけ。舌同士を絡まらせると裏返った悲鳴を上げるけど、それでも詩歩は自分から積極的に動こうとはしない。

			「詩歩ちゃん……キス、初めて？」

			　言葉も出せず、壊れた人形のようにカクカクと頷く詩歩。その口の周りはクリームと唾液でベタベタ。文字通りの甘い口づけが気持ちよくて、つい自分の欲求を優先させてしまったけど、こんなファーストキスはさすがに可哀想。

			「ごめんね、変なことさせちゃって……」

			「そんな、わたし……優衣さんとキスできて……幸せ……」

			　泣き出しそうな詩歩の微笑みに、優衣の胸がチクリと痛んだ。同時に、お腹の奥で燻る熱い淫欲が、大きなうねりとなって疼き出す。

			「あたしも、嬉しい……。詩歩ちゃんを、もっと……もっと気持ちよくしてあげる……」

			「あぁ……優衣さん……」

			　自ら腕を伸ばし、首に絡めてくる詩歩に、優衣の迷いが吹き飛んだ。丸くて可愛い唇に夢中で吸いつく。柔らかな感触が鮮烈な快感となって、頭の中が真っ白になる。喘ぎながら顔を傾けると敏感な唇の粘膜が擦れ、詩歩も甲高い呻きを上げる。

			「ン！　ッきゅ、んみゅうっ！　あ……はぁ……はぁ……」

			　わずかな動きでも、彼女の身体は敏感に反応して跳ね上がった。首筋に回された腕や、乳房同士が重なる胸から、彼女の緊張が伝わってくる。凍えたような震えは、一向に止む気配がない。優衣は、なだめるつもりで髪を撫で、繰り返し唇を啄んだ。

			「ンッ、あ……優衣さん、あン……！」

			　でも効果はなく、詩歩の震えは逆に大きくなるばかり。優衣は方針を変え、硬く尖らせた舌を、熱い吐息を吐く唇に割り込ませた。捻じるような螺旋のピストン運動で口の中を掻き回し、まだ甘い匂いの残る舌に自分の舌を擦りつける。

			「ふぁぁぁっ!?　あぶっ……ん、優衣……さ……ふみゅぅ!!」

			　口腔を犯された詩歩の手が、優衣の背中にしがみついた。ふと、頭の片隅で、まだ撮影が残っているのに服が皺になってしまうと思ったけど、どうせ背中はそんなに映らないしと、自分も彼女を掻き抱いてキスの快感にのめり込んだ。

			　舌先で彼女の舌裏を引っ掛けるように撫で、外に出るように誘導する。執拗に、同じ動きを何度も繰り返していると、やがて詩歩のそれは、おずおずと、恥ずかしそうに先端だけ顔を覗かせた。優衣にはそれで十分。唇で挟んで捕まえ、自分の口中に引きずり込む。

			「あふっ……ふむぁ、んみゅうっ!?」

			　ちゅばちゅばと音を立てて舌を吸われた詩歩が、か細く喘ぐ。でも、これで学習したらしい。優衣が舌を差し出すと、ちゃんと彼女の方から吸いついた。首をしきりに左右に傾け、吸うというよりも、舌の唾液を唇で舐め取っている感じ。

			（あ……これも、気持ちいい……）

			　戸惑いながらの舌愛撫が、優衣に新鮮な悦びをもたらす。初めてのキスで大胆になれないながらも、なんとか優衣を感じさせようとする姿がいじらしい。愛おしくて、胸がいっぱいになって、優衣は堪らず彼女の口にかぶりつき、とろとろと唾液を流し込んだ。

			「ん……あふっ。ゆ……優衣……優衣さ……ぁ……んっ、ん……んんッ！」

			　喘ぎながらも、コクコクと喉を鳴らして唾を飲み込む詩歩に、優衣の身体がカッと燃え上がった。本当はキスだけで終わりにしようと思っていた。けれど、彼女の蕩けた瞳に惹きつけられる。身体の中を炙る淫熱を抑えきれない。

			「詩歩ちゃん、可愛い……。もっと気持ちよくしてあげる……」

			「え？　……きゃ!?」

			　詩歩が小さな悲鳴を上げる。優衣は彼女の身体を半回転させ、背中から抱き締めた。そしてセーラーカラーのシャツに手を突っ込み、ブラの上から乳房を掌で包み込む。

			「やっ……ゆ、優衣さん！　こ……こんなところで、こんな…………あっ」

			「あら？　詩歩ちゃんスポーツブラなんだ。そうよね、汗とかで服が透けるとこ、カメラさんに撮られたくないもんね。ちゃーんと考えてるんだ」

			「え……これは別にそんなつもりじゃ……や、あっ！」

			　脱がせやすそうな下着が、優衣の暴走に拍車を掛けた。まだロケの途中で、こんな街中のバスの中でする行為じゃないのは分かっている。なのに、彼女の可愛い声を聞きたい欲求に抗えない。なまじ同性相手の経験があるだけに、妙な自信が優衣を衝き動かす。

			「いや……優衣さん……。あ……！」

			　真ん丸な膨らみの中心を指先で擦ると、驚いた詩歩は身体を丸めようとした。しかし、優衣は彼女の敏感な部分を的確に捉え、簡単には逃がさない。何より、触る前からブラに浮かび上がる小さな蕾が、その微妙な段差の感触が、優衣の手を離してくれない。

			「んふっ……分かるよ、詩歩ちゃん……。ほら……先っぽ、硬くなってる」

			「そ、そんなこと……ありませ……ふあぁぁぁぁ!?」

			　事実を認めようとしない詩歩の耳を、ちょっと強めに甘噛みした。彼女の身体が反射的に反るのを利用して、スポーツブラをたくし上げる。伸縮性のある素材の中に押し込まれていた膨らみが、解放に喜ぶように、ぷるんと揺れて現れた。

			「ふふふっ、詩歩ちゃんのウソつき。ほら、こーんなにコリコリ……あはぁ……」

			「やッ、あっ……優衣さん……触っちゃ……んっ！」

			「だーめ。暴れないで……」

			「でもでも……は、あん……はぅっ、あぁぁうンッ!!」

			　悶える詩歩の首筋を舐め上げる。言葉とは裏腹に、余計に悶えさせてしまうけど、その姿が可愛くて、もっと苛めたくなってしまう。

			（なんだろ、この気持ち……。ゾクゾクして、すっごく意地悪したくなって……でも、とっても愛おしい感じ……。みんな、あたしを責める時、こんな気分だったのかな……）

			　詩歩の喘ぎ声を聞いていると、優衣の身体も熱くなる。さっきから、股間の性愛器官が疼いて我慢できない。内腿を擦って紛らわしたいけど、脚の間には詩歩のお尻があって、それも叶わない。切なさに、腰が自然にくねってしまう。やり場のない欲求の捌け口を、優衣は、理不尽にも詩歩の乳首にぶつけた。

			「詩歩ちゃんのおっぱい、意外と大きい……着やせするタイプ？」

			「そ、そんなの……そんなの分かんな……ひぃッ！」

			　耳に息を吹き掛けながら乳首を捻り上げると、浮き上がった腿がピクピクと痙攣する。ふと、彼女の手が内腿の間に置かれているのが見えた。無意識なのか、それとも優衣に気づかれないようになのか。微妙に動く中指が、スカートの上から股間を押さえている。

			「詩歩ちゃん、何してるの？」

			「えっ……あっ！　み、見ちゃだめぇ!!」

			　声を掛けて詩歩の注意を引く。その隙に、優衣の右手が彼女の下腹部を捉えた。詩歩が慌てて脚を閉じようとするけど、左脚を彼女の左腿に引っ掛けて、それを阻止。さらに指の腹で乳首を転がすと、彼女は感電したように全身を突っ張らせた。抵抗が弱くなったところを狙って、数本の指で彼女の中心をなぞり上げる。

			「ぅ……あっ。だめ……っ。そ、そんなとこ……触っちゃ……や、あ……あッ！」

			「んふっ……どうして？　詩歩ちゃんのここ、とっても熱くなってるのに……」

			　ひと撫でで感じる淫靡な熱気。厚手の布地でも遮ることのできない彼女の欲情に、優衣の中で眠っていた嗜虐の悦びが開花していく。耳朶をねっとりと舐めながら、熱い息で囁きかける。

			「辛いんでしょう？　……触って欲しいんでしょう？」

			「ンふぁぁぁぅ！　だめ、だめッ……だめぇぇ…………」

			　口では拒否しながら、詩歩は、後頭部を優衣の肩にぐったりと預けた。優衣が爪の先で太腿をくすぐると、彼女のお尻が強張って跳ねる。その反応を楽しみながら、焦らすようにゆっくりと、詩歩の中心に向かって指を進める。しかし、到達したと思ったそこにあった感触は、下着にしては違和感がある。

			「……あ、これキュロットか」

			　優衣はルートを変え、お腹側から責めた。ホックとジッパーを外してキュロットを緩める。純白のパンツが視界に入った。それが、一瞬の躊躇を生む。場所を考えるなら、これ以上はやめておくべき。でも、こんなに喘いでいる彼女を途中で放り出すのも可哀想。残り時間を逆算し、まだ大丈夫と判断した優衣は、思いきって指を進めた。小さなおヘソを予告のように軽く撫で、下着のゴムをくぐり抜ける。

			「ハッ……あッ!!」

			　詩歩がカッと目を見開いた。最初に触れたのは、意外としっかり生え揃った恥毛。その先に感じる淫熱の誘いに抗いきれず、優衣は彼女の中心へと一気に侵攻した。

			「あ、あ……あぁぁぁっ!!」

			　図らずも、滑り込んだ指先が淫核を擦った。詩歩の身体が一瞬、棒のように硬直する。軽く達してしまったようだ。もちろん、このくらいでは優衣の方が我慢できない。魚のように痙攣する詩歩を左腕で抱きかかえ、淫裂に指を潜り込ませる。

			「はぁ……」

			　その瞬間、感嘆の溜め息が漏れた。とろりとした熱い泉。蕩けるような陰唇の肉襞。心地よさに包まれて、優衣の胸が熱くなる。自分のあそこも、まるで誰かに触られているかのように、鋭い快感で貫かれる。

			「すごい……詩歩ちゃんのここ……熱くて、柔らかくて……気持ちいい……。それに、いっぱい濡れて……あはぁ……溺れちゃいそう……」

			「優衣さ……ゆ、優衣……優衣さん……あ、あ……あっ!!」

			　淫蜜の海を泳ぐように指を動かすと、詩歩は泣きそうな声で喘いだ。何度も優衣の名前を呼んでは、バスのシートを掻き毟る。その手を握ってあげたいけど、あいにく優衣の両手も忙しい。代わりに、彼女の耳朶をねっとり舐める。

			「ひぃぃぃっ！　そ、それ、そこダメ、ふぁ、あッ、ヒッ……いぃぃぃッ!!」

			　耳と胸と股間と。一度に刺激を受けた詩歩の甲高い悲鳴が迸った。

			「あん、詩歩ちゃん、静かに。バスの外には人がいっぱいいるのよ？」

			　慌てて掌で口を塞ぐ詩歩。彼女に言い聞かせながら、優衣もロケ中であることを忘れかけている自分に気がついた。いつスタッフが様子を見に来てもおかしくない。絢が押さえてくれるだろうけど、それにも限界がある。

			「もっと可愛がってあげたいけど……一気にいくね」

			「い、一気に……？　あんっ」

			　再び身体を入れ替えると、朦朧としている彼女をシートに押し倒した。右手で恥裂を激しく撫でる。詩歩が悲鳴を上げるけど、唇をキスで塞いで漏らさない。その間も指先は膣口をなぞり、肉襞を震わせ、淫核を擦り上げる。詩歩の腰が躍るように跳ね上がる。優衣は彼女の右腿を両脚で挟み、それを必死に押さえつける。

			「ンあっ！　ゆ、優衣さん……優衣ふぁ……んみゅ、むっ……むぅぅぅぅ!!」

			「あぁ……詩歩ちゃん、可愛い……。ねえ、もっとキスして……気持ちよくなって……」

			「ン、ふぁぁっ！　あぅ、ンッ、あッ……きゅふぅぅぅっ！」

			　詩歩が両腕で優衣の首にしがみつく。さっきのがファーストキスだったとは信じられない激しさで、唇を吸い、舌を絡める。優衣も彼女の頭を抱えてそれに応えた。挿し込んだ舌と唾液を吸わせながら、下着の中でクリトリスを震わせる。

			「優衣さんッ！　ふぁあぁぁう、ふ……あっ、ン、きゅ、はぅ、あぅ、あぁぁぅッ！」

			　詩歩の呼吸が短くなってきた。淫裂から、蜜が後から後から溢れてくる。優衣の身体も昂ぶって、詩歩と吐息を交わらせる。

			「はぁ……詩歩ちゃん可愛い……はぁ……はぁ…………はぁぁぁう!?」

			　不意に、優衣の股間に衝撃が走った。暴れ回る詩歩の脚が、恥裂の部分を擦り上げている。今日は愛撫する側と我慢していたせいで、突然の刺激に対応できない。溜め込んだ欲求を吐き出すように、腰を上下に振って、彼女の腿に股間を擦りつけてしまう。
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			「あ……あぁっ、詩歩ちゃん凄いっ！　んふぁっ、あぅ、ンあっ、あぁぁぁうっ！」

			「優衣さん、優衣さんっ！　ン、きゃぅ、あっ、んふぁあぁぁぁっ！」

			　絡み合う舌で頭が痺れる。詩歩を責めているはずの指先さえ、性感帯になったように気持ちいい。二人ともお尻を卑猥にくねらせ、快感の頂点へ昇り始める。

			「だめっ！　わ……わたしダメになる……お、おかしくなるっ……なっちゃいますっ！」

			「いいよ、ダメになって詩歩ちゃん！　あ、あたしも……あたしもぉっ！」

			　追い詰められた詩歩の脚が、優衣の恥裂に食い込んだ。弾みで、優衣の指が彼女の淫核を根元から擦り上げる。

			「飛ぶ！　飛んじゃう！　わたし、優衣さん飛んじゃう！　ひッ、ぃああぁぁッ!!」

			「あたしも、あたしもイッちゃう！　イク、いぃぃぃくぅぅぅぅッ!!」

			　優衣の股間が恥蜜を吐き出し、下着を濡らした。詩歩も大量に漏らしてシートを汚す。

			「あっ、ふっ、はふ……う、はっ……」

			　詩歩の呼吸が乱れて元に戻らない。それは優衣も同じ。たったあれだけの刺激で達してしまい、気だるさで起き上がることもできない。それでも、ふたりの眼が合うと、どちらからともなく唇を寄せた。絶頂の余韻に浸る軽い口づけではなく、再び始まってしまいそうな舌を絡める激しいキス。

			「あ……はぁ……。嬉しい……。わたし、優衣さんとキス、してる……」

			「詩歩ちゃん……」

			　唾液の糸を引きながら、詩歩は心から幸せそうに微笑んだ。その瞳から流れ落ちる一粒の涙に、優衣は、チクリと、胸を痛めた。

			


			　その後のロケで、優衣と詩歩はすっかり打ち解けた様子を見せた。ディレクターに、前半を撮り直したいくらいだと言わせるほどに。ただ、お喋りが弾みすぎて、今度は予定の時間を大幅に遅らせる羽目になってしまった。

			


			♥

			　憧れの優衣と一緒にお仕事ができただけでも嬉しかったのに、あの展開は期待すらしていなかった。

			（でも……でもまさか、優衣さんがあんな……あんなに激しいこと……）

			　キスの仕方くらいは知っているつもりだった。愛撫のやり方だって、少しくらいは。けれど、本番に直面した時、詩歩は何もできなかった。頭の中が真っ白になって、ただ快感に翻弄されるだけだった。

			　あの清楚な優衣に、女の子同士の愛し合い方を教えられた。その衝撃が、快感が、まだ身体の奥に残っている。今でも信じられないけれど、唇に少し触れただけでキスの感覚が甦り、オナニーを始めたくなる欲求が疼き出す。

			（優衣さんと恋人になれた……。写真のこと、思いきって打ち明けてよかった……）

			　完全に勢い任せだった。でも、その話をするならチャンスはあのタイミングしかなかった。夢のような出来事に、嬉しさのあまり涙が零れそうになる。

			　とはいえ、舞い上がってばかりはいられない。

			（それにしても、優衣さん、やっぱり脅されてたんだ。……あれ？　あの写真を見られて脅されてるの？　それとも脅されて写真を撮られたんだっけ？　まあいいや。どっちにしても優衣さんが困ってるのは同じなんだから、わたしが助けてあげなきゃ！）

			　自分に何ができるかなんて分からないけれど、優衣と恋人同士になれた今、詩歩は何でもできるような気がしていた。その決意を示すように、小さく拳を握り締める。

			「どうした詩歩。やる気に満ちてるな。てっきり寝てると思ってたのに」

			　運転席から加谷野に声を掛けられた。初めてのＰＶ撮影を終えての帰り道、車で送ってもらっている最中なのを忘れていた。沈黙が続いたせいで、考えごとに浸りすぎていた。

			「あーっと、何でもありませんっ。……そのっ、今日のお仕事、調子よかったなーって」

			　笑ってごまかす。加谷野はたいして気にも留めず、それどころか詩歩に同調してきた。

			「そうだな。今までは自信なさげだったのに、何か吹っ切れたっていうか。元気よかったし、それに、ちょっと色気も出てきたんじゃないか？」

			「そ、そうですか～？　そんなことないですよぉ」

			　力いっぱい否定するけど、もしそうなら、それはきっと優衣のおかげ。あんなエッチな経験をすれば、色気だって多少は出ようというもの。

			　そんな根拠のない自信に浮き立つ詩歩を、急な宣告が地に突き落とした。

			「そうそう。来週頭のグラビアな、俺は別件が入っちまったんだ。でもまぁ、ひとりで大丈夫だろ？　カメラマンも知ってる人だし。ほら、なんていったっけ。あの女の人」

			「はぁ……女性のカメラマンっていうと…………葉山遊希！　……さん」

			「そうそう。その人から、またお前を撮りたいっていうリクエストがあったんだよ」

			　加谷野は普通に仕事の連絡事項を伝えているつもりなんだろう。でも彼は知らない。詩歩が、後部座席で真っ青になっていることを。そして、その理由を。

			（あ……あの人が……また、わたしを!?）

			　しかも、わざわざ詩歩を指名して。優衣の恥辱写真がフラッシュバックする。彼女を守るどころか、もしかして、自分もあんな目に──。

			（い……いやまさか。考えすぎだよ。たまたま……たまたまに決まってるじゃない。だいたい、わたしなんか、そんなことをされる弱みなんて…………）

			　ある。思いっきりある。優衣は、詩歩があの写真を見たことを知っていた。彼女にそのことが伝わるルートは、考えるまでもない。優衣の写真が衝撃的すぎて、遊希がどう出るかまで考える余裕がなかった。むしろ、今まで彼女が動かなかった方が不思議なくらい。

			（どどど……どうしよう……。どうしよう！）

			　さっきまで、優衣は自分が守るなんて息巻いていたくせに、自分の身が危機に晒された途端、生来の気の弱さが戻って激しく動揺し始めた。加谷野に頼めば、この仕事は断れるかもしれない。けれどそれには理由が必要。場合によっては、優衣まで巻き込んでしまう恐れがある。とはいえ、今の詩歩が頼れる相手はただひとり。

			


			「こ……ここ？」

			　雨の中、傘をさした詩歩は、海岸沿いにそびえ立つリゾートホテルを前に怖気づいた。

			「すっごいなぁ……。わたしも人気者になったら、こういう場所でお仕事できるのかな」

			　昨日、優衣に連絡したら、今日は仕事で泊まりだと言われた。帰ったら話を聞くと言われたけれど、なんとか食い下がってホテルと部屋番号を聞き出すことに成功。

			　──うーん。でも遠いから、やっぱり後でね。明後日には東京に帰るから。

			　そう念押しされ、一度は納得した。確かに場所は観光地だし、電車を乗り継いでのちょっとした旅行になる。それでも詩歩は来た。だって、昨夜は不安で一睡もできなかったから。それほどまでに、遊希は詩歩にとって恐怖の対象になっていた。

			「でも……どうしよう。勝手に来ちゃったし、優衣さん怒らないかな……」

			　それに、仕事内容やスケジュールについては、何も聞いていない。まだ昼過ぎだし、普通ならば仕事中の可能性が高い。ただ、救いなのはこの雨。結構な本降りで、撮影が中断したり、あるいは中止ということも考えられる。

			「ええっと……確か、ここの十二階……」

			　リゾートホテルなんて入るのは初めて。お客がみんなお金持ちに見える。自分のカジュアルな服で場違いを痛感し、コソコソと隠れるようにエレベーターに乗り込む。

			「ふーっ……」

			　ここまで来れば一安心、とはいかなかった。この密室の内装も、扉が開閉する音さえ高級感たっぷり。ラグジュアリーな静寂は、むしろ詩歩から落ち着きを奪っていく。

			　そのおかげかどうか、十二階という長い道のりも、あっという間。ポーンという軽い電子音と共に扉が開く。エレベーターから顔だけ出して、周囲を窺った。そんな必要はないのに、ホテルに忍び込んだという意識が挙動を不審なものにさせる。

			　廊下の壁に貼られた部屋番号の表示を見ると、優衣の部屋はかなり奥のようだ。長くて無人の廊下も、何か怖い。ビクビクしながら歩いていたら、不意に、どこかの部屋の扉が開いた。詩歩は慌てて左右を見渡し、自販機コーナーに身を隠す。

			「……先に帰るけど、ひとりで大丈夫？」

			「心配しないで。それより、早くしないと電車が行っちゃうよ？」

			　出てきたのは、確か優衣のマネージャー。すると、あそこが目的の部屋らしい。それに中から聞こえるもうひとりの声は、間違いなく優衣のもの。

			（よかった。優衣さん、部屋にいるんだ。……あっと、いけない）

			　マネージャーさんがドアを閉めてこっちに来る。慌てて自販機の陰に隠れると、足早に立ち去る彼女は詩歩に気づかない。エレベーターに乗り込んだのを確認し、小走りで優衣の部屋に移動。ちょっとの躊躇の後、思いきってチャイムを押した。

			「はーい」

			　ぱたぱたと、部屋の中を軽やかに移動する気配がする。そして、何の警戒心も感じさせない気安さでドアが開いた。

			「絢さん、忘れ物でもしたの？　……て、詩歩ちゃん!?」

			　マネージャーが戻って来たと思ったらしい。バスローブ姿の優衣が、詩歩の姿を見て眼を丸くする。しかし動揺したのは彼女ばかりじゃなかった。優衣の姿を見た途端、色々な心配や不安がいっぺんに込み上げ、思わず彼女の胸に飛びついた。

			「優衣……さん……優衣さぁぁぁん！」

			「ど、どうしたの!?」

			　抑えようと思っても、涙が後から後から溢れてくる。優衣は困惑しながらも、泣いている詩歩を優しく抱き締め、そして、なだめながら部屋に招き入れてくれた。

			「ご、ごめんね。ちょっと散らかってて……。あ、そこに座って」

			　彼女が指差す窓際に、天板がガラスのテーブルと籐の椅子。リゾート気分なのはそこくらいで、あとは普通のツインルーム。優衣は、急に来た詩歩を責めもせず、それどころか申し訳なさそうに荷物の整理を始める。そんな室内の様子に、ふと、違和感を覚えた。

			「…………昨夜は、このお部屋でマネージャーさんと泊まったんですよね？」

			「あ、うん。でも来てくれて逆によかったかも。ほら、この雨でしょう？　今日の撮影がなくなって、帰りの予定も延びちゃったの」

			　なんだか、微妙に話をずらされた気がする。それに、優衣がベッドのシーツを直しているけど、それは一方だけで、もうひとつは使った気配がない。

			「それで、お話って何？　こんなとこまで来たってことは、大事なことなんでしょう？」

			　でも、優衣の声で我に返り、些細な疑問はどこかに飛んでいった。

			　お行儀よく脚を揃え、優衣がベッドに腰を下ろす。バスローブの裾が意外と短く、綺麗な脚線が付け根近くまで露わになっている。襟元も大胆に開き、胸の谷間がほぼ丸見え。丸みを帯びた乳房はほんのり朱に染まり、心なしか汗ばんでいる。グラビアでも直じかでも、もっと際どい格好を見ているはずなのに、同性の色気に胸の奥が妖しく疼く。

			「あの……実は……」

			　悩みがなければ眼福な光景。でも今は目の毒。もったいないけど視線を外し、詩歩は、遊希との新しい仕事が入ったことを明かす。

			「あの……それが、遊希さんからの指名で……。これってやっぱり……。どうしよう……もしかして、わたしも優衣さんみたいに……！」

			　思い出したら恐怖がぶり返してきた。優衣も、困ったように眉を寄せている。やはり自分も遊希に狙われる対象になってしまったんだろうか。

			「あー……うん。その心配はないと思うよ？」

			　優衣の声は、表情とは裏腹に落ち着きはらっていた。

			「で……でも！　きっと、わたしが優衣さんの写真を見たこと、気づいてますよね!?」

			「うん、間違いなく。だからこそ大丈夫だと思うの」

			　どういうことだろう。理屈が分からず首を傾げる詩歩に、優衣は言い聞かせるように説明してくれた。

			「あれは、誰かに見つかっちゃいけないもの。それを詩歩ちゃんに見つかったことで、遊希さんも反省……っていうか、警戒してるの……してると思うの。だって、詩歩ちゃんにひどいことしたら、今度は遊希さんの秘密が暴露されてしまうかもしれないでしょ？」

			　彼女も考えを整理できていないのだろうか。何度も言い直して分かりづらい。要は、今は遊希もうかつに動けないはずと言いたいらしい。根拠が弱い気がするけれど、優衣がそう言うならと、詩歩は自分を納得させようとした。彼女が、ひと言付け加えるまでは。

			「それに、遊希さんだって誰かれ構わず手を出さないよ。気に入った可愛い娘だけ」

			　詩歩を安心させようとしているのは分かる。でもその言い回しに、ちょっと引っ掛かるものがあった。

			「…………それって、わたしは可愛くないってことですか？」

			「……え!?」

			　もちろん、容姿に自信があるわけじゃない。それに、優衣が自分を悪く言うとも思っていない。ただ、彼女にとっても魅力がないと言われたような、そんな気がしただけ。

			　だって、詩歩は優衣の「恋人」なのだから。

			「優衣さん、わたしのこと、本当は可愛くないって思ってたんですね？」

			「そ、そんなことないよっ。詩歩ちゃんは可愛いよ！　あの……ごめんなさいっ」

			　失言で必要以上に慌てる優衣に、思わずクスリと笑ってしまう。あんなにお姉さんだと思っていた彼女の、素顔の部分を見られた気がして、得した気分。

			　胸に重く伸し掛かっていた心配も不安も、霧が晴れるように薄れていく。

			（なんでかな……。優衣さんの言葉なら、何でも信じられる気がする）

			　ここまで来た甲斐があった。もう目的は達したようなもの。でも、せっかくだし、謝り倒している「恋人」に、もうちょっとだけ甘えたい。

			「本当ですか？　わたし……可愛いですか？　自信なくしちゃうなぁ……」

			　わざと不安げな上目遣いで、優衣を見る。こんなに見え見えの芝居にも、彼女は簡単に引っ掛かった。すっかり余裕をなくして慌てふためき、詩歩の前に跪いて手を握った。

			「だから、そんなに深い意味は……ああ……ごめんなさい。どう謝ればいいの？」

			　なんて純真な人なんだろう。騙したみたいで気が引ける。なのに、詩歩の身体の中を異様なゾクゾクが走った。もうひとりの自分が目を覚ます。意地悪な気分になってくる。

			「だったら……キス、してください……」

			　唇を指差し、おねだりする。軽くでいい。触れ合う程度で、今は満足。なのに、彼女の反応に詩歩は戸惑った。困ったように眉を寄せる。微笑みを残してはいるけれど、どこか無理しているようにも見える。恋人同士なら、キスくらいでそんな顔はしないはず。

			（優衣さん……本当はわたしのことなんか……）

			　考えてみれば「秘密を守る代わりに付き合って」なんて、完全に一方的な気持ちの押しつけ。やっぱり迷惑だったんだろうか。意地悪したいなんて気持ちはあっという間に引っ込んで、不安に顔が曇る。

			　キスを撤回しようと口を開き掛けた時、優衣が身体を浮かせた。そして、詩歩の脚の間に膝を割り込ませる。バスローブからはみ出す太腿の白さに目を奪われると同時に、詩歩は、唇を塞がれていた。

			「ン──!?　あ、ふ……ん……」

			　肘掛けに置いた手に、優衣が手を重ねてくる。触れたところが敏感になって、くすぐったい。思わず椅子の上で身じろぎすると、彼女は顔を斜めにして、深く、深く、唇を押しつけてきた。身体が震える。息継ぎしようと唇を開いた瞬間、そのわずかな隙間を逃さずに、唾液を纏った舌が強引に割り込んだ。

			「ンみゅッ……ふっ、あふっ……んむぅ！」

			　ぬるぬるとした塊に、口の中を掻き回される。背中が痺れて何度も仰け反る。しかし、脚の間には彼女の膝。手首もしっかりと掴まれて、詩歩は椅子に磔状態で舌による蹂躙を受け入れざるを得ない。犯されているのは口の中だけなのに、くるくると絡み合う舌の卑猥な摩擦が、詩歩の頭の中を真っ白に染め上げる。

			「ゆ、優衣さん……あ、あッ、凄……いッ……あぅ、ふぁ？　あ……ふぁッ!!」

			　突然、雷に撃たれたように身体が硬直した。椅子から浮いたお尻と背中が、ビクビクと大きく痙攣する。優衣の舌が、詩歩の舌にねっとりと巻きつきながら、ゆっくりと引き抜かれた。離れた瞬間のわずかな振動さえ、大きな衝撃となって背中が跳ねる。

			「……イッちゃった？」

			　ぐったりと椅子に沈み、息を荒らげる詩歩を見下ろして、優衣が妖しく微笑んだ。

			「イクって……キ、キス……だけで……？」

			　そんなことがあるんだろうか。優衣は、信じられずに呆然となる詩歩の頬に軽くキスすると、二人しかいない部屋の中で、秘密を話すような声で耳に囁きかけた。

			「……もっと、したい？」

			　心臓が跳ねる。優衣の瞳が濡れている。さっきは彼女をからかおうとしたけど、とんでもない。キスだけでこんなにされてしまうのに。

			「したい……。教えて、ください……。お……女の子同士のこと……もっと……」

			　喘ぎながらおねだりすると、優衣は優しく眼を細めた。腰が崩れそうになる詩歩を支えながら、ベッドに導く。ぼんやりと滲んだ視界に、シーツが皺くちゃになったもう一方のベッドが見える。でも、自分が寝かされている方がなぜ未使用なのか、それを考えられるほど詩歩は冷静さを保ってはいなかった。

			「あ……あん……」

			　ツインルームといっても、それぞれのベッドもセミダブルサイズ。しかもふわふわと柔らかく、まるで雲の上にいるよう。その上で身悶えしている間に、詩歩はあっという間に下着だけに剥かれてしまった。優衣がお腹に跨がってくる。彼女は、優しく、それでいて淫靡に微笑みながら、バスローブの紐を解いた。

			「あ……あ……」

			　眼を見張った。頭が沸騰するようだった。その下は、何も身に着けていない、一糸纏わぬ全裸。真っ白な肌と、まるでメロンを抱えているように量感たっぷりの乳房。その中心に実るサクランボの、美味しそうなピンク色に唾を飲み込む。自分の喉が立てた音に驚き視線を逸らせば、なだらかなお腹の下に萌える、薄い草くさ叢むら。彼女の全てを一度に目にして、見惚れるよりも思考が真っ白になる。

			「……今日は可愛いブラをしてるね」

			「え……あっ、やだ……!!」

			　薄いピンクのブラとパンツは、普段使いのお気に入り。こんな展開になるなら、もっと可愛い新品を着けてきた。恥ずかしくて反射的に胸を隠す。しかし優衣は気にした様子も見せず、身体を倒してきた。

			「教えてあげる……女の子の気持ちのいいとこ……」

			　ゆっくりと降りてくる、薄く開いた唇に、詩歩はキスを期待して眼を閉じた。胸に触れた彼女の乳房の、心地よい重さを感じる。キスが欲しくて自分から舌を伸ばす。

			「──ひぃッ!?」

			　しかし、最初に快感が走ったのは脇腹だった。薄い爪で逆撫でされる予想外の攻撃に、悲鳴が裏返る。立て続けに、今度は首筋を舐め上げられた。激しい痺れが甘美な痙攣となって、詩歩の身体から自由を奪う。全身が震えて自由が利かない。

			「ふぁうっ！　こ……こんなっ、こんなに……あぁぁぁうッ!!」

			　頸動脈を吸いながら、優衣の指が股間を撫で上げた。下着の上からなのに、まるで電流のような衝撃に頭まで一気に貫かれる。彼女の触れた女の子の溝が蠢き、熱い液を吐き出したのを感じる。それが下着に染み込んで、失禁に似た羞恥心で身が竦む。

			「どう？　気持ちいい……かな？」

			「どうって……こ、こんな……こんな……あぅっ！　あっ、ひッ!!」

			　なぜそんなに自信なさげなのかと思うほど、優衣の愛撫は詩歩を翻弄した。彼女の爪が首筋を撫でるだけで、恥裂に沿って動くだけで、壊れた人形のように身体が跳ねる。

			「す……凄いっ……！　こ、こんなに……感じる、なんてっ……」

			「そうよ。女の子の身体は、どこだって気持ちよくなれるの。例えば……ここも」

			「あぅ、あッ！　み、耳がッ！　耳ぃぃっ!!」

			　舌先が耳の穴にぬるりと入った途端、詩歩は狂ったように悲鳴を上げた。手でも髪でも普通に触れるこんな場所が、全身にむず痒いような快感を送り込む。ぴちゃぴちゃと密やかな水音に頭の中を掻き回されているみたいだ。快感が大きすぎて処理しきれない。暴れる詩歩の身体を優衣が全身で押さえ込み、耳の奥まで抉るように犯す。

			「だめっ、だめだめだめッ！　か……感じすぎ……ます！　お願いやめてぇぇッ!!」

			　このまま続けられたら、頭がどうにかなってしまう。恐怖で叫ぶ詩歩を耳責めから解放し、優衣は口づけしようと顔を近づけてきた。しかしそれすら待ちきれず、詩歩は自分から舌を挿し込んだ。彼女の首に腕を巻きつけ、舌と唾液を貪り啜る。

			「んぁ……あぷっ。ゆ……優衣ふぁ……ン。あぶ、ん、んっ、ンむぅぅぅ！」

			「あは……詩歩ちゃん凄い……はぁ……ん、ちゅっ、ちゅぱ……じゅる、じゅるるッ!!」

			　逆に優衣に唾液を搦め捕られ、甘美すぎる舌摩擦にまた達するかと思った。荒い呼吸が彼女の汗の匂いを感じ取る。甘ったるい女の子の匂いに、欲情が掻き立てられる。

			「優衣さん……あぁぁ……」

			　詩歩は、彼女の胸に手を伸ばした。それは柔らかくて、それでいて弾力があって、下向きなのに形が少しも崩れない。奇跡のような乳房を右手で包むと、優衣は勝手に触ったことを咎めもせず、嬉しそうに微笑みを浮かべた。

			「いっぱい揉んでいいよ。あたしも……詩歩ちゃんのおっぱい、気持ちよくしてあげる」

			　彼女が詩歩の背中に手を回す。器用にホックを外し、ブラを取り去ってしまった。

			「はぁ……はぁ……。あぁぁ……」

			　裸の胸が、見られている。恥ずかしいのに隠すのも忘れ、愛しい人の眼に晒す興奮に気持ちが昂ぶる。胸が売りの優衣に比べれば、随分と控え目なＤカップ。それでも彼女はうっとりと眼を細め「綺麗……」と呟いてくれた。

			「綺麗よ、詩歩ちゃん……。こっちも……ぷっくり膨れて可愛い……」

			「あ、あんっ」

			　勃起乳首を指先で転がされる。生まれて初めて、先端の蕾に触れる誰かの手。それが優衣であることに、詩歩は異常なまでの悦びと興奮を覚えた。

			「ね……女の子同士でないとできないこと、しよっか」

			　言うなり彼女は、詩歩の両手をベッドに押さえつけた。そしてゆっくりと身体を倒し、乳房同士を重ね合わせる。

			「ほら……おっぱい同士でキスしてる……」

			「あっ！　あ、優衣さんこれ……き、気持ち……いい……」

			　柔らかな乳房同士がふにゅりと潰れた。クッションのような弾力で押し合う感覚と、身じろぎするだけで擦れ合う、きめ細やかな肌が心地いい。そんな優しい感触も、さっきの耳責めで昂ぶった身体は過敏に反応し、静電気を通されたように手足が強張る。しかも、それだけでは終わらなかった。優衣が、胸を中心にして身体で円を描き始める。触れ合っているだけだった乳首同士が、転がるように絡み始める。

			「ふぁうっ！　あぅン……はっ……すごく、感じっ……優衣さん、わたし……ンぁう！」

			「あたしも……し、詩歩ちゃんのおっぱい……き、気持ちいい……ッ！」

			　仕掛けた優衣も、切なげに眉を寄せ快感に耐えている。我慢しきれなくなったように、喘ぎながらキスしてきた。詩歩も彼女にしがみつき、夢中で唇を擦り合わせる。乳首のダンスが堪らない快感を生み出して、彼女の背中に爪を立てそうになる。

			（ダ……ダメッ……!!）

			　グラドルの肌に傷はつけられない。辛うじて残っていた理性で腕を解き、代わりにシーツを握り締める。胸を突き出す格好になり、尖った乳首が潰れる勢いで激しくキスする。

			「あぅッ、あぁぁあッ!!」

			　あまりの快感に、ふたりはもがくように抱き合った。身体が滑って、今度は相手の胸の谷間に乳房が埋まる。身悶えするたび、柔らかな膨らみがふにゅふにゅ形を変えて心地いい。胸の間を相手の硬い乳首に擦られるたび、思考が削られていく。

			「優衣さん、優衣さん！　これいい……気持ちいい！」

			　女の子の身体が、肌が、こんなに気持ちいいなんて。ただ抱き合っているだけなのに、快感が全身の隅々にまで行き渡る。

			「あはっ……。じゃあ……今度は舐めっこ……」

			　優衣が胸を中心に身体を半回転させる。乳房が離れてしまうことが悲しくて引き留めようとするけれど、そんな気持ちが一瞬で吹き飛んだ。さんざん刺激されて痺れる乳首が、温かい空間に包まれる。優衣の唇に挟まれて、乳輪ごと口の中に含まれる。

			「はっ……あ、あったかい……。あふ……あ……」

			　舌で優しく転がされる。温かい唾液に包まれる。しかし、それは過敏になった肉蕾を癒したりはしなかった。むしろ感覚が鋭敏になって、詩歩から喘ぎ声を絞り出させる。

			「ンンッ……っきゅ、ふぁっ……ぁう、ンぁああんっ!!」

			　ひとり遊びの指では絶対に得られない、弾力と温かさ。初体験の快感に悶える詩歩の視界が、ふと暗くなる。

			「詩歩ちゃん……あたしのも、お願い……」

			　目の前に浮かぶ、仄ほの白じろいふたつの小山。頂上で、小振りなピンクの果実が美味しそうに実っている。美味しそうな色と、甘い汗の匂いが詩歩の食欲を駆り立てた。考えるより先に彼女の身体を抱き寄せて、桃色果実にかぶりつく。

			「あぁぁぁんっ」

			　優衣の背中が強張る。感じてくれるのが嬉しくて、口元がにやけてしまう。もちろん、誰かの乳首を咥えるなんて初めて。それでも優衣に気持ちよくなってもらいたくて、無我夢中で舌を動かす。

			「あんっ、詩歩ちゃん激し……ンッ、いい……その調子……あふ、はぁ……あふっ」

			　優衣に励まされ、次第に大胆に動けるようになってくる。彼女も再び詩歩のものを口に含んだ。歯を立て甘噛みされて、心地のいい電流が胸をピリピリ痺れさせる。

			「くぅぅンッ！　優衣さん……優衣さん……っ」

			　喘ぎながら、詩歩も彼女の真似をした。甘噛みで痺れた乳首を癒すように唾液を塗りつけ、舌で弾いて震わせる。グラドルとして、先輩から学び取るべきはこういうテクじゃない気もするけど、今は相手を気持ちよくすることしか考えられない。

			「あ……あ……詩歩ちゃん…………あッ！」

			　優衣の身体が震え始める。何かの危機感を覚えるように、彼女の愛撫も激しくなる。

			（もしかして……優衣さん、イッちゃう？）

			　この異常な震え方は、そうとしか考えられない。詩歩の頭に不埒な思いがよぎる。さっきキスだけでイカされたお返しをしようと、必死になって乳首を責めまくる。

			「はぁ……あぁぁっ！　も、もう……我慢できないッ!!」

			　いきなり、優衣が絶叫と共に身体を起こした。再び身体を半回転し、詩歩のお腹に抱きついた。かと思うとパンツに手を掛けた。抵抗する暇さえ与えられない。最後に残っていた一枚を、容赦なく毟り取られる。

			「きゃあぁぁぁ!!」

			　慌てて脚を閉じようとしたけれど、それよりも早く優衣に腿を持ち上げられた。お尻が浮いて、胸なんて比較にならない恥ずかしい部分が、彼女に直視されてしまう。

			「いやっ、いやぁぁ！　やめて優衣さん……恥ずかしい……！」

			　ロケバスの中で触られたことがあるとはいえ、見られるのとでは大違い。もちろん、必死の懇願は届かない。彼女の瞳が妖しく輝き、射竦められたように動けなくなる。

			「はぁ……や、あ……」

			　見られている。そう思うだけで、トロトロと熱い蜜が恥裂から流れ出す。それが詩歩の羞恥を余計に煽る。

			「み……見ないで、お願い……」

			「どうして？　詩歩ちゃんのここ、とっても綺麗……可愛い。……美味しそう……」

			「え？　優衣さん何を…………ひッ！　な、何して……あぁぁぁっ!?」

			　秘裂が、甘美な疼きで貫かれる。優衣が性器にキスしている。あの柔らかくしなやかな舌で、自分の割れ目を舐めている。ねっとりと動く舌先が、小陰唇をくすぐっている。唇を押しつけて濃厚な口づけを交わす。音を立てて蜜を啜られる。

			「うそ、そんな……!?　や、あぁぁ……！　そ、そんなとこ舐めたら……ふぁぁンっ！」

			　クリトリスを弾かれて、あまりの衝撃に身体が仰け反った。内腿が強張るけれど、優衣はそれを強引に押し開き、淫唇を巻き込むように舌を暴れさせる。あまりの快感に眼を開けていられない。泣きたくなりそうな切ない快感に、詩歩は自分の胸を鷲掴みにした。痛みでごまかそうとしたけれど、優衣は容赦のない勢いで淫核を吸い上げた。

			「ヒッ、いぃぃぃぃ!!」

			　目蓋の裏で火花が散った。両手でシーツを掴み、捻じれるように腰が暴れる。それでも優衣は逃がしてくれない。しっかりと腿を抱え、膣口に舌を捻じ込んでくる。

			「だめッ、優衣さんダメぇ！　イク……もうイク、イッちゃ……!!」

			　しかし、優衣は突如として唇を離してしまった。絶頂目前で放り出され、詩歩の中で行き場のなくなった快感が混乱を起こす。

			「優衣さん……優衣さん……」

			　泣きそうな声ですがると、彼女は詩歩の髪を撫でながら、身体の位置を入れ替えた。向かい合って脚を交差させる。二人の股間を近づける。彼女の腿の内側が、触ってもいないのに油を塗ったようにべったりと濡れている。妖しい期待に心臓が高鳴る。

			「すぐ、イカせてあげる……」

			　優衣が、濡れた瞳を淫靡に細めた。詩歩の脚を抱き寄せて、性器同士を口づける。

			「ふぁっ、あ……はッあぁぁぁぁっ!!」

			　異様なゾクゾクが身体を駆け巡った。舌や指とは異次元の、未知の快感が詩歩の頭を混乱に陥れた。なのに、身体は早くもそれを受け入れ、卑猥に腰をうねらせた。優衣の女性器に自分のものを押しつける卑猥なキスで、肉壁同士が絡み合う。

			「やあぁぁぁ！　何これ……何これ！　腰、止まらないっ。身体が勝手に……ひぃぃ！」

			「す……凄いでしょ？　こ……これ、が……女の子同士の……のッ、あ……はぁうッ!!」

			　優衣もすでに言葉にならない。身体を激しく震わせながら、夢中で腰を振っている。グチュグチュと、二人の蜜が混ざり合う水音が、詩歩の理性を狂わせる。

			「や、やだ！　恥ずかしい音してる……のに、こんなの……こんなの……いい！　き、気持ちいいよぉぉ!!」

			「もっとよ、もっと動かして詩歩ちゃんっ！」

			　腰が円を描く。媚襞が縦に横に掻き回される。希望通り、女の子同士でしか味わえない快感に苛まれ、指がシーツを掻き毟る。

			「ゆ……優衣さんっ、優衣さん！」

			「詩歩ちゃん……詩歩ちゃんっ！」

			　もう頭がおかしくなる。ふたりは弾かれるように身体を起こし、きつく抱き合った。伸ばした舌を擦り合わせながら、太腿で相手の淫裂を擦り上げる。
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			「ひっ、ひは、あッ！　優衣さん、優衣さんっ！　わたし……もうっ！」

			「詩歩ちゃん、詩歩ちゃ……あっ、あたし……あたし……もッ！」

			　唇と舌と、乳房と乳首と、そして太腿と性器とでキスをする。相手と自分の絶頂を求めて、身体全部で愛し合う。震える太腿に淫核を擦られた。衝撃で強張る詩歩の脚も、優衣のものを激しく摩擦する。

			「優衣さん、優衣さんっ！　おかしくなる、飛んじゃう、わたし……ヒッ、あぁぁぁ!!」

			「詩歩ちゃんッ、あたしもイクッ！　イクイク、飛んじゃうっ、イ……ックぅぅぅぅ!!」

			　仰け反る身体を抱き締め合い、ふたりは激しく昇り詰めた。痙攣する身体が敏感な性器や乳首を刺激して、快感の絶頂から降りてこられない。

			「ひぎゅっ、ふあッ！　優衣さん、優衣さん助け……きゅふッ、ンあぁぁぁ！」

			「詩歩ちゃん、そんなに動いたら、あたし……あたしまた……また……あふぁあぁぁ！」

			　際限なく続く絶頂のループ。ふたりは体力がなくなるまで、快感とキスを貪り続けた。

		

	

			第五章　もらってください、わたしの全部

			


			　思い出すだけで胸がドキドキする。身体が奥から熱くなってくる。

			　優衣に愛された行為を頭の中で何度も反芻し、幸せに浸ってしまう。あれ以来、考えるのは彼女のことばかり。

			　もちろん、遊希との仕事のことが気がかりなのは変わりない。これに関しては、優衣のアドバイスを信じ、彼女の魔の手が自分に伸びないことを祈る以外に手段がない。最初に写真を撮ってもらった時には優しい人だと思っていたのに、いつの間にやら、遊希は詩歩の中ですっかり極悪人になってしまった。

			（そういえば優衣さん言ってたな。手を出すのは、気に入った女の子だけだって。そりゃそうだよね。女の子を食い物にするためだけに、お仕事してるわけじゃないもんね）

			　ちょっと申し訳ない気になったけれど、優衣を苦しめているのは許せない。だからといって、駆け出しの新人に過ぎない自分に何ができるだろう。

			（わたしが、優衣さんにしてあげられること……。優衣さんに、して、あげる……）

			　優衣の快感に歪む顔。可愛らしい喘ぎ声や、火照った肌、汗の匂いまでがありありと脳裏に甦る。今は受け身ばかりだけど、いつか、彼女を自分の手で絶頂に導きたい。

			（……て、やだやだ！　してあげるって、そういう意味じゃないでしょ！）

			　遊希の魔の手から解放してあげるのが目的なのに。自分を諌めるけれど、優衣とのエッチを想像するだけで、顔がだらしなく緩んでしまう。

			「お前さ、最近、妙に浮かれてないか？」

			　気づくと、加谷野が不審そうな眼で見ていた。居眠りから覚めたように顔を上げ、慌てて周囲を確認する。ここが事務所で、打ち合わせの最中なのを忘れかけていた。

			　どうせろくに仕事もないし、打ち合わせも形式的な定期連絡に過ぎないけれど、仕事中は仕事中。不真面目な態度では、ただでさえ少ないチャンスを与えてもらえなくなる。

			「え!?　ど、どうして？　わたし……そんなに調子に乗ってるように見えますか？」

			　確かにテレビ出演は果たしたけれど、その後で出演依頼が急増したわけでもなし。メインのグラビアも両手の指で余るほど。どこに浮かれる要因があるんだろう。

			「いや、そういうことじゃなくて……誰か好きな人でもできたか？」

			「──!!」

			　不意打ちに息が止まった。とぼけようと思っても、すでに手遅れ。無理に固く結んだ口元と、大きく見開いた眼によって、あからさまな反応を示してしまった後では。

			「やっぱりそうか……。デビューしたてのくせに、スキャンダルとか勘弁してくれよ」

			　加谷野が、苦悶に満ちた表情で眉間を押さえる。

			（まさか……優衣さんとのこと、ばれた!?）

			　そういえば、告白と初エッチは街中に停めたロケバスの中。覗き見とか盗聴とか、有り得ない話じゃない。女の子同士で、なんてことが世間に知られたら、無名の自分はともかく、一定のファンがいる優衣が危ない。例の極秘写真のことだってあるのに。

			　黙秘を続ける詩歩を、加谷野がギロリと睨む。凄みを利かせて口を割らせようとしているのが見え見えだけど、詩歩は、今度こそ白を切り通そうと決意した。今が優衣を守る戦いの場面なのだと、悲痛な覚悟で身構える。

			「で、そいつとは付き合ってるのか。それとも片想いか？」

			　優衣をそいつ呼ばわりするなんて。憤りで口がへの字に曲がる。仮に、事務所にスキャンダルを隠いん蔽ぺいする意思があろうと、彼女とのことは決して表沙汰にはできない。

			「か……片想い……です」

			　たっぷりと間を置いて、渋々折れたという感じを演出し、嘘を吐く。自分の拙い演技がどこまで通用するか、冷や冷やしながら加谷野の反応を待つ。

			「……そうか。だったら、その男のことは早く忘れろ」

			「は……はい。分かりまし…………おとこ？」

			　確かに今、加谷野は「男」と言った。

			（なんだ……。てことは、優衣さんのことがバレたわけじゃないんだ……）

			　単に、詩歩の様子から恋愛がらみを想像しただけのこと。相手が女の子とまでは想像できなかったみたいだ。

			「何だよ。文句あるのか？」

			「い、いえ！　何でもありませんっ！」

			　安堵の表情が、彼には不満そうに映ったらしく、長々とした説教タイムに入ってしまった。アイドルは恋愛禁止だとか、アイドルの恋人はファンだとか、使い古された通り一遍の内容に辟へき易えきする。とはいえ、本当の恋心を隠し通せていることに安心した詩歩は、顔だけは神妙に装って、適当に聞き流していた。

			


			　それなのに。ある日の放課後、友達二人とコーヒーショップに寄り道した詩歩は、自分の気持ちに疑問を抱かざるをえない場面に直面した。

			　オフィスビル街の一角にあるこの店は、詩歩たちの学園からは、ちょっとばかり距離がある。けれど中心街とも離れているせいで、平日でも日中の車や人の通りが少ないので、近隣の一部の学生などが穴場として利用している。

			　そんな静かな店内の片隅で、友人たちが、優衣の話題に花を咲かせていた。

			「そういえばさ、舞原優衣の新しい写真集出るっぽいよ。ＤＶＤつきだって」

			「マジ？　でも最近お小遣いピンチなんだよねー。バイト増やさないとヤバイかなー」

			「……ていうか！　詩歩、この間、舞原優衣と一緒にテレビ出たんだって!?　なんで教えないのよー。知ってたら録画したのにー」

			「ええっ!?　そんな録画とか別にいいよー。やめてよー」

			　急に話題が自分のことになって、驚きながらもコロコロと笑い、ふざけ合う。

			　友達との、女子校生らしい他愛のない会話。表面上はそれを楽しみながら、詩歩は、内側で胸を痛めていた。

			（もし、優衣さんとわたしがエッチしたって知ったら、この娘たちはどう思うんだろう）

			　失望するだろうか。それともファンをやめてしまうだろうか。少なくとも、優衣を見る眼は確実に変わるはず。清純派としての舞原優衣は、彼女たちの中から消えてしまう。

			（わたし、間違ってたのかな……）

			　優衣の舌が唇に触れた時、詩歩は言いようのない衝動に駆られた。その勢いに任せて告白してしまった。自分でも驚いたくらいだったけど、でも、それはきっと、自分がずっと抱き続けていた本当の想い。初めて彼女を見た時に生まれた、本当の気持ち。

			　それに、他のタレントとの共演が少ないグラドル同士、次にいつ会えるかさえ分からない。それが二人きりになれるなんて、神様がくれた一度きりのチャンス。そう思って動いたから、優衣と身体を重ねる関係にまでなれた。詩歩は、単純にそれを喜んだ。

			（やっぱり浮かれていたのかもしれない）

			　あんな強引な、半ば脅しのような形で迫っておきながら、彼女が納得して受け入れてくれたと思い込んでいたのだから。

			　──そんな条件で恋人になれて、嬉しい？

			　優衣の言葉が耳に残る。あの時は、緊張と焦りで、その意味を考える余裕なんてなかった。彼女が迷惑していたかもなんて、今まで本気で考えなかった。考えたくなかった。

			「わたし……このままでいいのかな……」

			　誰に話し掛けるでもなく、迷いが独り言となってポツリと漏れる。いきなりそこから聞かされた友人たちは、詩歩が変なことを言い出したとしか受け取らない。

			「どうしたの急に。人気が出なくて悩んでるの？　それとも、グラドルというジャンルに挑んでしまったことへの後悔？」

			「歌って踊る正統派アイドルがよかった？　それとも女優への転向を考えてるとか」

			「ち、違うの。そういうことじゃなくて……」

			　じゃあ何だと詰め寄られ、詩歩は答えに窮した。まさか悩みが「優衣と恋人のままでいていいかどうか」なんて、いくら親友といっても、おいそれと相談できる話じゃない。

			「えーっと……その……。あー！　あっち、すっごい人だかりだよ」

			「え、どれどれ？　あ、本当だ。何かの撮影みたいだね」

			　ごまかそうとして指差したコーヒーショップの窓の外。高層のオフィスビルの入り口付近に、大勢の人が集まっていた。その頭上に浮かぶ細長い毛玉のような物体は、商店街ロケでも使われていたガンマイクだ。間違いなく、テレビか何かの収録をしている。

			「な、なんだろうねー。行ってみようよー。誰か芸能人がいるかもしれないよー？」

			「あんたも芸能人でしょ。つか、何よ、その棒読みは」

			　苦笑する友達に突っ込まれ舌を出す。わざとらしく明るく振る舞う。何でもいい、今は不安から眼を逸らしたかった。

			「おー。いつの間に……。お店に入った時は気がつかなかったなぁ」

			　友達の一人が、いち早く野次馬の中へ駆け寄り、目ざとく見つけた隙間から詩歩たちを手招きする。急かす彼女に苦笑し、小走りで人だかりの中に交ざる。場所柄、見物人の大半は背広姿のビジネスマン。でも、すぐ隣に立っている少女は見慣れた制服を着ていた。

			「……あ、愛莉さん……」

			「あら、久美さん。こんにちは」

			　向こうも詩歩に気がついた。相当に意外だったのか、こちらの顔を見て、吊り目がちな瞳を大きく見開いている。

			「どうしたの、こんなところで。……ああ、あなたも穴場店の利用者？」

			　詩歩の来た方角を見て愛莉が頷く。ということは、彼女も使ったことがあるんだろう。

			「なになに、知り合い？」

			　詩歩と親しげに話す小柄な美少女に、友人たちが興味を示す。グラドルの先輩だと紹介すると、さすがはアイドルマニア、愛莉のことを知っていた。ただ、同じ学園とまでは思っていなかったらしい。素直に驚き、そしてなぜか、詩歩と彼女の顔を交互に見比べ、しきりに首を傾げた。

			「そうよだねー。本物のアイドルっていうのは、こういうんをいうと思うんだ」

			「どういう意味よ。……てか、向いてないのは、わたしが一番分かってるわよっ！」

			　友達とのやり取りを「仲いいんだ」と愛莉がクスクス笑う。先輩に私生活を覗き見されたような気恥ずかしさに、詩歩は慌てて話題を逸らした。

			「そ、そんなことよりっ！　愛莉さん、これって何の撮影ですか？」

			「ＣＭよ。優衣先輩が出演してるから、愛莉も見学中」

			「ゆ……優衣さんが!?」

			　愛莉の答えに、詩歩のみならず、友人たちもざわめいた。そんな貴重な場面に居合わせることができるなんて。興奮のあまり、詩歩は愛莉に違和感を覚えるのも忘れた。対談の後、彼女は優衣の悪口を言っていたはずなのに。

			（……きっと事務所から、先輩の仕事だから見ておけー、とか言われたんだろうな）

			　自分なりに解釈して納得する。そんなことよりも、思わぬ場所で優衣の姿を見られる、その幸運の方が重要だから。

			「でも、こういうロケって、普通は早朝とかの人気のない時間に行うものでは？」

			　生アイドルに緊張しながらも、友人が愛莉に質問する。一応は芸能人の自分よりも友達の方が業界に詳しそうで、ちょっと恥ずかしい。

			「共演の……ていうか、そっちがメインの出演者なんだけど、その俳優が映画のロケ先から戻るのに時間がかかったんだって。もっとも、それを見越して、このオフィス街にしたとかなんとか。車の通りは少ないし、朝夕より昼間の方が歩いている人が少ないから」

			「はぁ～……なるほどぉ」

			　現役アイドルの生解説に、友人たちが感嘆する。その横で、詩歩は肩身の狭い思いをしていた。キャリア的に大差はないはずなのに、どうして自分は何も知らないのだろうと。

			「静かに」

			　愛莉が唇の前に人差し指を立てる。監督らしきおじさんの「本番」という大きな声が響き渡った。すると、どこにスタンバイしていたのだろう。詩歩たちのものによく似たブレザーを着た少女が、全力疾走でビルの前を駆け抜けていった。ミニスカートをひらめかせる健康的な脚線に、思わずドキリとしてしまう。

			（──あ！）

			　それが優衣だと気づいたのは、彼女が走り終えて「カット」の声が掛かってから。グラビアの時は両サイドでひと房の髪をまとめているセミロングを、今日はポニーテールにしている。いつもは見えない白いうなじが、妙に色っぽい。

			「はいＯＫ！　次は兄貴役の彼、準備できたか!?」

			　監督が、怒声でスタッフに指示を出している。どうやらそれが、遅刻したという俳優みたいだ。優衣とは兄妹という設定なのだろうけど、見ているだけでは、どんな製品のＣＭなのか、さっぱり分からない。

			　ふと気になって横を見ていると、愛莉がいない。いつの間にか見物人の群れから外れ、携帯で電話をしている。

			（見学って言ってたのに……ちゃんと見なくていいのかな？）

			　通話を終えた愛莉が詩歩の視線に気づく。そしてこちらに近づくと、ニッコリ、不気味なくらいにフレンドリーに微笑んだ。

			「久美……詩歩さんだっけ。あなた、これから予定は？」

			　帰りに寄り道していただけなので、特にはない。それでも、ひとりならともかく、今日は連れがいる。もちろん、愛莉もそれは承知してのことらしい。

			「実はね、紹介したい人がいるんだ。グラドルを続けていくつもりがあるなら、会っておくべき人だと思うの。……ちょっとでいいから、時間を作れないかな」

			　またお茶に付き合う程度かと思ったら、急な重大っぽい話に即答できない。戸惑う詩歩をよそに、愛莉は友達を振り返って「詩歩さんをお借りしていいかな？」と、申し訳なさそうに両手を合わせた。

			「もちろん！　どうぞどうぞ。詩歩のためになることなら、いくらでも」

			　芸能人オーラがそうさせるのか、彼女たちは詩歩の貸し出しにあっさり同意した。本人の返答を待たず、同行が決定。愛莉がにっこり微笑んだ。

			「理解のあるお友達でよかったね、詩歩さん」

			「え、ええまぁ……。でもいいんですか。見学中だったんでしょう？」

			　視線で、続行中の撮影現場を示す。すると愛莉は、そちらを振り返ろうともせず、つまらなそうに呟いた。

			「十分よ。あんな遅刻男の顔なんて見たくないもの」

			　人気俳優だったと思うけど、ナルシストっぽくて、確かに詩歩もあまり好きじゃない。それに、仕事とはいえ、優衣が男性と絡んでいるところを見るのは面白くなかった。

			


			「……え。わたしより、いっこ下!?」

			　移動の電車の中で、詩歩は軽くショックを受けていた。愛莉が年下だったことに。身体は小さいけど、考え方も振る舞いも大人びているから、てっきり年上だと思っていた。

			「うん。だから敬語なんて使う必要ないよ。学園では詩歩さんの方が先輩なんだし」

			「いいえ。芸の道では、一秒でも早く入った人が先輩だって、どこかで聞いたことがあります。だから愛莉さんはわたしの先輩ですっ」

			　彼女を先輩扱いすることに抵抗はなかった。仕事で会ったのは一度だけど、それだけでも、愛莉という少女が、自分より遥かに優れたグラドルだと思い知らされていたから。

			「詩歩さんて真面目なんだね。それとも……腹黒いのかな？」

			　愛莉の笑みが、一瞬、氷のように冷たくなった。獲物を射程距離に捉えたような、間抜けな相手を嘲笑うかのような。彼女の言わんとすることが理解できず、返事に戸惑う。

			「あの……わたし、そんな……」

			「冗談♪　でも、芸能人にはそういうトコも必要なんだってさ。あ、着いたよ」

			　愛莉は電車のドアから軽やかに飛び降り、詩歩を振り返った。その表情に怖さはない。気のせいだったのかと思うけど、胸の奥に、嫌な予感に似たしこりが残る。

			「あの……それで、どこに行くんですか？」

			「ん、言ってなかったっけ？　愛莉のおうちだよ。歩いても行けるから」

			　ふーんと聞き流し、でも、おかしなことに気がついた。客人を自宅に呼んで、待たせておくのも変な話。もしかしたら後から来るのかもしれないし、その方が自然。けれど、電車の中で見た彼女の表情のせいもあって、違和感を拭いきれない。

			（高級っぽい家が多いなぁ。……ていうか、このあたり、見覚えがあるような……）

			　もっと早く思い出すべきだった。嫌な予感が正体を見せた時には、遅かった。

			「さあ、ここだよ。遠慮なく入って」

			「ちょ、ちょっと待って。ここって……！」

			　愛莉が指した家は、間違えようがない。ここは葉山遊希の自宅兼撮影スタジオ。以前とは反対の道から来たから、全然分からなかった。

			「だ……騙したんですか!?」

			「人聞きが悪いなぁ。まあ、愛莉のおうちっていうのは、確かに嘘」

			　すんなり嘘を認めてしまった。その大胆さに、怒りよりも戦慄を覚える。

			（愛莉さんって、遊希さんの仲間だったの……!?）

			　それを見抜けなかった自分に腹が立つ。それにしても、愛莉と遊希は事務所も違うはずなのに、どこに繋がりがあったんだろうか。

			　そんな、混乱する詩歩の顎を、細い指が嘲笑うように撫でた。

			「でもね、会った方がいいっていうのは本当だよ。……あなたのためにもね」

			　高くて甘い愛莉の声が、不気味に低くなる。年下とは思えない迫力に、身体が竦む。何が始まるんだろう。予測できない恐怖に拒否の言葉が出てこない。硬くなる肩を抱かれ、誘われるままに玄関に足を踏み入れてしまう。背後で、ドアの閉まる絶望的な音がする。

			「はぁ～い。いらっしゃーい」

			　リビングに通されると、やはりと言うべきか、遊希が手を振って出迎えた。その陽気さが、今は怖い。彼女のなごやかさとは裏腹に、詩歩の緊張は一気に高まる。

			「さて。何の話かは、だいたい見当ついてるよね？」

			　前に立った愛莉が、下から覗き込むようにして詩歩を威嚇する。笑みを崩さないのがかえって不気味。その小馬鹿にしたような態度が、逆に詩歩を奮い立たせた。

			「……優衣さんの……写真のことですよね」

			　この期に及んで、ごまかしても仕方がない。あっさり認めると、ふたりは感心したように顔を見合わせた。

			「話が早くて助かるわ。あなたがあれを見たのは分かってる。でもね、愛莉たちが知りたいのは、その裏側なの」

			「う、裏……？」

			　眉を顰めて考えるけど、彼女たちの言葉の意味が分からない。

			「……見たのは偶然？　それとも、誰かに頼まれた？」

			　ようやく話が呑み込めた。彼女たちは、詩歩の背後に誰かいて、優衣のスキャンダルを探ったと疑っているというわけだ。

			（何よ……。何よ何よ……っ！　何て身勝手な人たちなのっ!?）

			　無性に腹が立ってきた。身体に納まりきれない怒りが沸々と湧いてくる。あんな写真で優衣を困らせているくせに、自分たちの身が危なくなったら、今度は詩歩を疑って。

			「……知りません。あなたたちに話すことなんて何もありませんっ」

			　苛立ち紛れに、挑発的な言い方になる。でもそれは間違いだった。

			「んふふっ。それは何かを知ってる時の言い方だよ。やっぱり詩歩ちゃんはスパイだったんだ。ね、遊希さん。愛莉の言った通りだったでしょ？」

			「そんな……ウソでしょ詩歩ちゃん。そんな娘じゃないって信じてたのに……」

			　得意げな愛莉に、戸惑うポーズを見せる遊希。詩歩は焦った。素直に違うと言っておけばよかったものを、完全に誤解された。

			「あ、あの……今のは…………痛ッ!?」

			　慌てて訂正しようとした詩歩の手首を愛莉が捻り上げた。後ろ手にされて、両の親指を細い紐のような何かで縛られる。

			「な……何!?　動けない……何をしたの!?」

			「結束バンドだよー。家電のコードとかをまとめるやつ。まぁとにかく、あんたの自由を奪わせてもらったことだけ理解して。女の子の力じゃ解けないから諦めてね」

			「そ、そんな……！　放して、放し……いたっ！」

			　強引に引きちぎろうとしたら、結束バンドが指に食い込んだ。堪らず床に膝を突くと、遊希が心配そうに顔を覗き込んできた。

			「あん、暴れるとケガするわよ。酷いことしないから、大人しくして」

			　今でも十分に酷い目に遭っている。この家に入ったことを激しく後悔した。脱出の方法を考えるけど、後ろ手に拘束されてはどうしようもない。

			「さ、話しちゃって。黒幕は誰？　どこに頼まれて、あのデータを覗き見したの？」

			　尋問のつもりなんだろう。同じ目線にしゃがんだ愛莉が、詩歩の顎を持ち上げた。そんな小馬鹿にした態度を取られたら、話したいことも話したくなくなる。恐怖で萎えそうになる気持ちを必死に奮い立たせ、彼女を振り払うように顔を背けた。

			「あらら……反抗的ね」

			　愛莉の薄ら笑いに恐怖を覚える。それでも、優衣の敵に屈したくない一心で黙秘を続けた。折れない詩歩に愛莉が唇を曲げる。二人の間に緊張が走る。そこへ、遊希の呑気な声が割って入った。

			「ねえ、愛莉ちゃん。それじゃ詩歩ちゃんだっておヘソを曲げちゃうわよ。それに……こんな勝手なことをしたら、また怒られるわよ？」

			　愛莉が「うッ」と言葉を詰まらせた。あんなに強気だった瞳が、急に左右に泳ぎ出す。

			「で……でもっ、事態を静観なんて悠長なことしてたら、いつまで経っても問題は解決しないよ！　この娘の裏に誰かいるなら、一刻も早く突き止めないと。愛莉が怒られるくらいで済むなら、安いもんでしょ」

			「はぁ……ホント強情なんだから。……仕方ないわねぇ。分かったわ、わたしも覚悟を決める。そもそも、失態を犯したのはわたしなんだし」

			　愛莉の悲壮な言葉に、遊希が同調する。向こうはなんだかいい雰囲気だけど、それを聞いていた詩歩は、はらわたが煮えくり返っていた。

			（そっちこそ黒幕がいるんじゃない!!）

			　自分たちのことを棚に上げ、あらぬ疑いを掛け、挙句に拘束監禁という暴挙。腹立ち紛れにあることないことぶちまけようとして、あることに気がつき口をつぐむ。

			（慌てないで。この人たちは、わたしと優衣さんがエッチしたことを知らない）

			　あれは、ふたりだけの秘密。敵である遊希たちが知るはずがない。うかつに口を滑らせたら、彼女たちはそれを利用して、優衣をもっと酷い目に遭わせるかもしれない。怒りに打ち震える自分に冷静になれと言い聞かせ、絶対に何も話すもんかと心に決める。

			「だんまりかぁ。まあいいけど。遊希さん、どんな風に尋問しようか」

			「そうねぇ……。う～ん……やっぱりぃ、わたしたちっぽいのがいいんじゃない？」

			　言うなり、ふたりは膝と脇に手を挿し込み、詩歩の身体を持ち上げた。

			「な、何するの……きゃあ!?」

			　運ばれた先は遊希の寝室。キングサイズの広々としたベッドに放り出される。縛られたままなので受け身も取れない。スプリングでバウンドする身体の肩を遊希が、足首を愛莉が押さえ込んだ。

			「んふふっ、かわいいパンツ穿いてるね」

			「え、やだ！　見ないで!!」

			　スカートが盛大にめくれて、飾り気のない白い下着が丸見え。意地悪そうに微笑む愛莉の視線に驚き反射的に脚を閉じる。しかしその前に、彼女の手が膝に割り込んだ。恐怖で竦む詩歩の脚を、強引に開こうとする。そうはさせまいと、必死の抵抗を試みる。

			「えい、ぺろりっ」

			「やっ……あぁぁぁん！」

			　下半身に気を取られていたら、遊希に耳を舐められた。不意打ちを受け、瞬間的に全身から力が抜けてしまう。緩んだ内腿を愛莉が難なく開き、指で刷は毛けのように逆撫でする。

			「ふぁあっ！　さ、触らないで……ひっ、あっ！」

			「んふふ、可愛い声。そーんなに身体ぴくぴくさせて、どうしちゃったのぉ？」

			「そ、そんな……こと…………ンふぁっ!?」

			　薄い爪で下着のラインを引っ掻かれるたび、感電したように内腿が痙攣する。遊希も添い寝するように横たわり、執拗に耳を舐め続けていた。甘噛みし、濡れた舌を耳の穴に突っ込んで、ぴちゃぴちゃといやらしい水音を頭の中に響かせる。

			「ヒッ！　い……いや……あ、あ……ふぁ、あぁぁん！」

			「あは、いい声。愛莉の指、そんなに気持ちいい？　それとも、お耳が弱いのかな？」

			「そ、そんなの……どっちも、どっちも…………あッ、んぐッ……きゅふぅぅぅんっ！」

			　優衣の仇に触られて、気持ちいいはずがない。なのに、詩歩の唇は甘い喘ぎを漏らす。どんなに噛み締めようとしても、喉が嬌きょう声せいを迸らせる。

			「そっかー。どっちも気持ちいいのかぁ。じゃあ、もーっといっぱい、してあげる♪」

			「ち、違っ……そんなんじゃ…ふぁあぁぁぁッ!?」

			　抗議は途中で遮られ、誤解した愛莉が楽しそうに舌舐めずりする。訂正なんか間に合わない。下着の中心を逆撫でされて、身体を走り抜けた衝撃が、頭の芯まで痺れさせる。

			「触っただけでこれ？　詩歩さん、大人しそうな顔して感じやすいんだ。いんらーん♪」

			「う……っく……」

			　酷い侮辱だ。その一方で、自分の身体も信じられなかった。彼女たちの愛撫に過剰なまでに反応し、脚の間の淫肉を卑猥な熱で疼かせる。

			（ど、どうしてこんな……。優衣さん、助け…………優衣さん!!）

			　愛する人に救いを求め、そして、こんなにも感じている理由に思い至った。似ている。愛莉と遊希の手つきや愛撫するポイント。それが、優衣のそれに酷似している。なぜなのか、までは考えが及ばない。下着の上から淫核を転がされ、思考が掻き乱されてしまう。

			「あぅ、あふっ……ン！　や、やめて……お願いだからこんなこと、あ、あぅン！」

			　クロッチ部分から潜り込んだ指先が、直接性器を震わせた。喉を仰け反らせながら眼を閉じると、まるで優衣に触れられているような錯覚を起こす。混乱と屈辱の間で、それでも詩歩は懸命に喘ぎを噛み殺した。

			「あは……。愛莉の指でそんなに感じちゃって……。悔しい？　本当のことを話してくれれば、やめてあげてもいいんだよ？　あ、それとも……」

			　愛莉が身体を倒してきた。遊希とは詩歩を挟んで反対側に横たわり、下着の中を嬲りながら耳に淫靡な息を吹き掛ける。

			「……もっと気持ちよくしたら……お口も滑らかになるのかな？」

			「わ、わたしは……あなたたちになんか、何も教えないっ!!」

			　侮辱され続け、詩歩は意固地になっていた。どうせ事実を喋っても信じてもらえない。なら、どう答えるのが正解なのか。分からないまま、自分を追い詰めてしまう。

			「なかなか頑固ね。こっちのお口は、こーんなに滑らかになってるのに」

			「ど、どこが……ひぁッ!?」

			　パンツの上部から侵入し直した五本の指が、淫唇を無遠慮に撫で回した。肉襞を襲うビブラートのような振動に、堪らず悲鳴を上げてしまう。

			「ほら、こんなにぬるぬる。……見た方が早いよね。遊希さん、パンツ脱がしちゃって」

			「は～い。んふっ、詩歩ちゃんはどれだけ濡れ濡れなのかな～？」

			「やだ！　やめ……駄目だって…………きひぃッ！」

			　抗議は、淫核を抓られ封じられた。下半身に移動した遊希が下着に手を掛ける。協力するつもりなんてないのに、激しい疼きに浮いたお尻が、脱衣を手助けしてしまう。

			「え～い！　わお、すっごぉい。お尻まで垂れちゃってるじゃな～い♪」

			　楽しそうな声で、遊希が中指を膣口に突き立てた。ほんの入り口、数ミリに過ぎないけれど、掻き回すように内側の肉を擦られ悲鳴が一オクターブ高くなる。

			「やぁぁ……やぁぁぁっ！　う、嘘です！　そんなこと……」

			「嘘だと思ったら、自分で見てごらん」

			　愛莉が背後に回った。腋の下に腕を差し入れ、上半身を抱き起こす。詩歩が自分の股間を眺めるのを確認し、遊希が、膣口に触れていた指を、ゆっくりと引き抜いた。

			「──!!」

			　衝撃的な光景に眼を見開く。指と性器を繋いでどこまでも伸びる、透明の糸。その粘りの強さで、どれだけの濃厚さと量の蜜を漏らしているのかを、本人に思い知らせる。

			「あは、おもしろーい。嫌がってるくせに、こんなに濡れちゃうんだ？」

			「こ、こんなのウソ……間違い……だから……もう放して！　いやぁぁぁ!!」

			　遊希が、再び膣口に指を突っ込む。粘膜をくすぐりながら、もう一方の手で淫核を弾いた。脚も閉じられず、抵抗の手段を奪われた詩歩は、性器を思うままに嬲られてしまう。

			「ひッ、ひぁ！　あぅ、あぁぁう！」

			　小刻みに流れる媚電流に苛まれ、詩歩は狂ったように頭を振った。内股になった脚が、左右交互に伸び縮みを繰り返す。コントロールを失った腰も、遊希の指の動きに合わせて大きくグラインドする。

			「あん。そんなに暴れたらバージン破れちゃうわよ？」

			　そんなに指は深くない。遊希の冗談なのだろうけど、弄ばれている本人は真に受けた。

			（そ、そんなのイヤッ！　初めては……初めては優衣さんにあげるのぉっ!!）

			　それまで夢想すらしなかった願望が、皮肉にも、ロストバージンの危機に生まれた。こんな人に奪われるわけにはいかない。それなのに、そう強く思っているのに、腰が、まるで彼女の指を飲み込もうとするように大きく波打つ。

			「お願い、ダメッ！　指っ、動かさないでっ！」

			　悲痛な叫びで愛撫の中止を懇願する。そんな詩歩を後ろから抱き締めていた愛莉が、ブレザーとブラウスのボタンを外しながら熱く囁きかけた。

			「もう……そんなに嫌なら、どうすればいいか分かってるでしょ」

			　分かっている。彼女らの望む答えを言えばいい。こんなに意地を張る必要なんてないことも。でも負けるのも嫌だった。優衣のためにも、何か一矢報いたい。

			（せ……せめて、指を縛ってるこれが外れれば……）

			　結束バンドは非力な女の子にどうにかできる代物じゃない。無駄な抵抗をしているうちに、ブラのホックまで外されてしまった。乳房を乱暴に鷲掴みにされる。指を食い込ませるように揉みしだかれ、なのにその痛みすら、詩歩の身体は悦んで受け入れる。

			「んんっ、あ、ぅン、はぁあぅ……あ、はぁう！」

			「う～ん。優衣さんほどじゃないけど、お手頃サイズのいいおっぱい。いいなぁ。愛莉もこのくらいは欲しかったなぁ……えいっ」

			「ンきゅぅぅぅぅっ!!」

			　両の乳首を思いきり抓り上げられた。激しい痛みと、それ以上の甘美な痺れに、詩歩の身体が一瞬浮き上がった。この感覚を知っている。前にもこの身で体験している。でも、そんなはずない。あれと同じだなんて認めたくない。でも先端を捻じるように転がされると、頭の中でバチバチと火花が舞い散る。

			「あぁうぁ、あぁぁぁッ!!」

			　言葉にならない喘ぎで、詩歩は激しく背中を反らせた。頭を愛莉の肩に乗せ、完全に体重を預けてしまう。脚を閉じることさえ忘れ、遊希に性器を差し出す。膣口から引き抜かれた指に淫裂を擦り上げられ、恥襞を震わせながら際限なく蜜を吐き出す。

			「あらあらぁ？　詩歩ちゃんの腰の動き、とってもやらしい。ふふふっ……ここを撫でられるの、そんなに気持ちいいの？」

			「そんなこと……そんなこと……あ、ンッ……んっく……やぁぁあぅあッ!!」

			　声を我慢しようとすればするほど、甘い痺れが身体の中を暴れ回る。思考を蕩かす。もう否定しようがない。嫌なのに、認めたくないのに、気持ちいい。好きな人とは違う人たちに嬲られて、屈辱的な快感に腰をうねらせる。

			（いやぁぁ……こ、こんなのイヤぁ……。わたしは……優衣さんのものなのに……）

			　自分の肉体の手酷い裏切りに、絶望した。愛莉たちに屈するのを耐え続けたのは、こんな思いを味わうためじゃなかったはず。気持ちは沈んでいくのに身体が昂ぶる。もっともっと気持ちよくなりたくて、媚びるように身体をくねらせる。

			「やだぁ……。こんなの、やだ……やだ……っ！」

			　涙が溢れた。悔しくて、恥ずかしくて、情けなくて、この状況を受け止めきれず──。

			「うわーん！　あーん！　優衣さん、優衣さぁぁぁん！」

			　とうとう、理性が決壊した。感情を制御できず、子供のように大きな声で泣きじゃくりながら、優衣の名前を叫び続ける。これにはさすがに、彼女たちも驚かずにいられない。

			「ちょっ、詩歩ちゃん泣いちゃったわよ!?　……愛莉ちゃん、やりすぎじゃない？」

			「ご……強情なこの人が悪いんですっ！　ていうか、今さら引き返せないでしょ!?」

			「いやでも……これじゃ、わたしたち悪役じゃない。ていうかぁ……この娘、本当に優衣ちゃんのことが好きなだけなんじゃあ……」

			「だだだ、だったらなおさらでしょっ！　こ……このまま徹底的に苛め抜いて、恐怖心を植えつけて、二度と優衣先輩に関わりたくないようにするまでですっ!!」

			　詩歩の前後で不穏な会話が交わされる。思考力の低下している頭では、内容をろくに把握できない。現実から逃避するように、ただ涙をしゃくり上げる。

			「それはさすがに……。う～ん、でも……わたしたちの秘密を守るには、それしかないかぁ……。仕方ない。詩歩ちゃん、ごめんね。これからあなたを飛ばしちゃうから」

			「ふ……ふえ？　あふ……ふあぁぁぁっ!!」

			　遊希の呼び掛けに間の抜けた返事をする。と同時に、ねっとりとした舌が首筋に押しつけられた。朦朧としていた詩歩は、それを素直に快感と受け取ってしまう。自由の利かない手の代わりに、脚で遊希の腰に抱きついて震える身体を必死に支える。

			「じゃあ、愛莉はこっち……」

			「ふあぁっ!?　あぅ、あふぁ、あぁぁぁう!!」

			　別の舌が、反対側の頸動脈を逆撫でした。それだけでも耐えきれない責め苦なのに、乳首と淫核も絶妙な指捌きで絶え間なく弾かれ、全身が激しく跳ね回る。そんなに暴れているのに身体を前後から挟まれ、逃げ場のない快感地獄に頭の中が焼き切れそうだ。

			「ン、ぐっ、あぁぁう！　も、もう許して……助けて！　お……おかしくなるっ！　わたし変に……変になって……あぁぁ、ふぁあぁぁぁッ!!」

			　優衣なら、きっとここで優しくキスしてくれる。彼女の口づけを夢想して舌を伸ばす。でも彼女たちは、快感だけを与え続けた。想い人に届かない唾液が、涙と一緒に唇の端から虚しく垂れ落ちる。しかも、こんなに身体が感じているのに、絶頂には至れない。達する手前の絶妙な力加減が、生殺しのように詩歩の気力をごっそりと削っていく。

			「あぐッ……あぁぁうっふ、あ…………。ゆ、優衣さん……優衣さん……」

			　達することのできない苦しさに、ここにいない彼女の名前を、うわ言のような喘ぎで呟く。すると、どこか悲しげな遊希の眼差しが詩歩を見詰めた。

			「……そんなに優衣ちゃんのことが好き？」

			「す、好きぃ……。大好き……。わ、わたしっ……優衣さんが……好き……！」

			　何も考えられず、単純な言葉で想いをぶつける。

			「詩歩ちゃん、もし……もし、写真のことを忘れてくれるなら……」

			　遊希が何かを言いかける。それを、背後の愛莉が遮った。

			「駄目だよ！　あんたみたいな危ない娘、優衣先輩に近づけられない。誓いなさい。優衣先輩のことは、今日限りで忘れるって」

			　忘れる。優衣のことを。そんなことはできない。考えただけでも胸が潰れそうになる。喘ぎばかりで言葉が出ない唇を噛み締め、詩歩はいやいやと頭を振った。もちろん、愛莉はそんな返事を許さない。乳首を責めていた指を股間に伸ばし、蜜が飛び散る勢いで肉襞を震わせる。脳天を貫く激しすぎる快感に、壊れそうなほど全身が痙攣を起こす。

			「ひッ、あっ！　それ、ダメ！　許してお願い……ダメ、ダメぇぇぇっ！」

			「なら答えなさい！　忘れるの？　忘れないの!?」

			「いやいや！　優衣さんを……なんて、そんなの……あぁぁぁう!?」

			　遊希が無言で乳首に噛みついた。キリキリと歯が食い込む痛みと甘美な疼きに、股間から大量の淫蜜が溢れ出す。あまりの苦痛と快感に、詩歩の身体が大きく仰け反る。今度は愛莉も支えてくれない。仰向けに倒れ込み、伸し掛かった遊希が耳朶を舐め回す。

			「そこもダメ！　もう……もうやめ……ンあッ!!」

			　耳だけでも弱いのに、下半身に移動した愛莉が詩歩の脚を大きく開いた。間髪を入れずに、蜜でベタベタの恥裂に吸いつく。舌で淫核を転がされ、お尻が大きく浮き上がる。

			「へ、変……それ、あぅ、ふぁッ！　お……かしく……なるッ、なっちゃうッ！」
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			　喘ぎと悲鳴で声が掠れる。背中の下で、縛られた手がシーツを掻き寄せ必死に掴む。怖い。終わりの見えない快感の拷問に心と身体が壊れてしまいそうで、怖くてたまらない。

			「助けて……もう許して……」

			「……あなたが言うことを聞けば、すぐにでも解放してあげるわ。どうする？　誓う？」

			　遊希の慈悲を含んだ声が、耳の奥に沁しみ込んでくる。長時間にわたる責めに耐え続けた詩歩に、もう、抵抗する力は残されていなかった。絶望感に苦悶し、力なく頷く。

			「ち、誓い……ます……。ゆ、優衣さんのこと、全部…………全部、忘れ……ます」

			「そう……」

			　遊希の溜め息は、どういう意味だったのか。安堵にも憐れみにも聞こえるけれど、今の詩歩に考えられるはずもない。

			「分かった。じゃあ、これで終わりにしてあげる……」

			「えっ!?」

			　解放されるんじゃなかったのか。混乱する詩歩の身体がひっくり返され、四つん這いの姿勢を取らされた。腕に力が入らず、頬がシーツに押しつけられる。状況が見えない不安に顔を上げようとした時、お尻に、異様な感覚が走った。

			「ひッ!?　ひぁっ！　な、何を……ひぁぁぁ!!」

			「んふ……可愛いお尻……。最後に、あなたに新しい世界を見せてあげる……」

			「ふぁ！　ふあぁぁぁ!?」

			　ぬるぬると、お尻の穴を柔らかなものが這い、撫でる。遊希が、その舌で舐めているのが分かる。その行為よりも、詩歩は自分の身体の反応に混乱していた。

			　見えていないのに、縁をなぞる舌の動きがはっきり分かる。全身が総毛立つような違和感。なのに、性器や胸と同じような、あるいはそれ以上の鮮烈な快感が背筋をくすぐりながら一気に駆け上がり、頭を真っ白に染め上げる。

			「ふ、あ……あ……あぁぁ……ンあ、あん、い……やぁぁっ……！」

			「あは。お尻、気持ちいいでしょ。遊希さんに舐められると、愛莉も恥ずかしいくらい感じちゃうの。だから、詩歩さんも思いっきり変になっていいんだよ」

			「い……いやぁぁ……！　そ、そんなとこ……で、なんて……ひぃぃぃ!!」

			　愛莉の悪魔のような囁きが、ともすれば常識の手綱を放してしまいそうになる。お尻から迫りくる危機感に身を委ねてしまいたくなる。

			（いやぁ……お、お尻でなんて……お尻でなんて……でも、でもっ、あぁぁ!!）

			　耐えに耐えた挙句に、こんなところで達するなんて絶対に嫌だ。そう思っているのに、身体の方が暴走を始めた。いくら拒もうとしても、初めての感覚に抗えない。胎内が淫靡な熱でグツグツと沸騰する。恥唇は濃厚な蜜を滝のように垂れ流し、内腿を熱く濡らす。

			「いやぁぁぁ！　は、弾けちゃう！　飛んじゃう!!」

			　シーツを握り締めたい欲求に手指が蠢くけど、虚しく宙を掻き毟るだけ。どこかに飛んでいきそうな意識を繋ぎとめようと、詩歩は狂ったように頭を振り立てる。

			「詩歩ちゃんのここ、濡れ濡れぇ。すっごくいい匂い……んふ、ぺろっ」

			「ひぃぃぃ、ああぁぁぁッ!?」

			　愛莉が下から性器を舐めた。お尻だけでも限界だったのに、今そこを責められたら。

			「ダメダメッ！　ダメぇぇぇ！　イッちゃう、イク、イッ……クぅぅぅぅ!!」

			　背筋が大きく仰け反った。痙攣が止まらない。身体が弾け飛びそうな絶頂快感に思考が全停止し、意識が朦朧となる。

			「ふぅあ、あぅ、ひッ……きゅ、あ、あ、あッ！」

			　それでも詩歩は休むことを許されなかった。気を失いそうなほど頭が真っ白なのに、股間とお尻の刺激がやまない。二枚の舌が責め苦から解放してくれない。

			「ん、ちゅっ、ちゅるちゅる、れろっ」

			「ちゅぱちゅぱ、ちゅる、れろれろ、ちゅるんっ」

			「やめ……やめて、もう……わたしもう……もうッ、いやぁぁぁ!!」

			　尖りきった敏感な乳首がシーツで擦れ、自らも自分を追い詰める。いつ果てるとも知れない快感責めで、詩歩は、本当に気を失うまで数えきれない絶頂に飛ばされ続けた。

			


			★

			（あたし……どうして、詩歩ちゃんとあんなことを……）

			　テレビ収録を終え、控室で私服に着替えていた優衣は、その手を止めて考え込んだ。

			　彼女とキスして、肌を合わせて。そんな関係になるつもりなんてなかったし、事情を聞き出すだけなら、その必要もなかった。それなのに、そうせずにいられなかった。

			　脅されたから。彼女の気持ちにほだされたから。──違う。そのどちらも、あの時の気持ちに重ならない。あの燃え上がるような衝動の理由にならない。

			（まさか……あたし……詩歩ちゃんに……）

			　惹かれている。あの強く輝く無垢な瞳に。そうでなければ、彼女に強い欲情を覚えるはずがない。その答えに何度も思い至り、そのたびに首を振って否定する。

			（何を馬鹿なことを言ってるの？　あたしには……絢さんたちがいるのに……）

			　これ以上、誰かを求めるなんて、そんなこと許されるはずがない。なのに、詩歩への気持ちを否定するたびに、自分の気持ちに嘘を吐いているようで、心が痛い。

			　自問自答に苦悩していると、優衣の気持ちを知るはずもないグラドル仲間が、不意に肩を叩いて話しかけてきた。

			「ねぇねぇ、優衣ちゃんは聞いた？　遊希さんが、ほら……なんていったっけ。ああそうだ。久美詩歩って新人のグラビア撮るのを中止にしたっていう噂」

			「ちゅ、中止？　詩歩ちゃんのグラビアが？」

			　思い悩んでいた人物の名前をいきなり聞かされ、心の中を覗かれたような気分になった優衣は、必死に動揺を抑えながら聞き返した。

			「中止っていうか、延期？　噂で聞いただけで正確なところは分かんないんだけど、遊希さんの都合がどうこうとか」

			「お仕事の変更なんて珍しくないと思うけど……それがどうして噂なんかに？」

			　詩歩からはその件で相談を受けたけど、その後、遊希に急な予定が入ったような話は聞いていない。後で本人に確かめてみようか。釈然としないながらも、着替えを続けようとしたら、グラドル仲間が急に声を潜めた。

			「それが、ちょっと揉め事になってるらしいよ。延期を言い出したのは遊希さんサイドらしいんだけど、久美詩歩の事務所が、急なキャンセルに怒っちゃったんだって。新人だからって馬鹿にしやがってー！　……てな感じで」

			「そ……そんなことになってたの？」

			　遊希はケンカを好まない。あの軽薄な調子で誤解されがちだけど、本当は誰よりも気遣いの人。まして、仕事上のトラブルで相手を怒らせるなんて考えられない。

			（しかも、詩歩ちゃん絡み……）

			　そういえば、ホテルに押しかけて来て以来、詩歩からは電話もメールも一切ない。互いに必要な時以外は連絡を控えようと言ってあるとはいえ、穏やかでない予感がする。

			　グラドル仲間に話のお礼を言い、急ぎ足でスタジオを出た。いきなり遊希に尋ねるよりも、まずは絢に相談しようと思ったからだ。

			「この時間帯は……事務所でファッション雑誌との打ち合わせか」

			　スケジュール帳で絢の予定を確認し、事務所が入っているビルに飛び込む。ところがそこで、予想外の場面に出くわした。

			（あれ？　愛莉ちゃん……）

			　今日、彼女は事務所に来る用事はなかったはず。それが絢の机の横に立たされ、しょんぼりと項垂れている。ガラス張りのドア越しなので、何を話しているのか聞き取れないけれど、どう見ても叱られている場面だし、自分が覗き見していたなんて知ったら、愛莉も気分がよくないだろう。

			　とりあえず給湯室に身を隠し、愛莉が事務所から去るのを待ってから、絢に近づいた。

			「……何かあったんですか？」

			「あら。どうしたの」

			　優衣が事務所にいるのが意外だったのか、絢が珍しく分かりやすい顔で驚いてみせる。すぐに愛莉のことだと察した彼女は、ちょっとだけ逡巡し、小声で教えてくれた。

			「……彼女、グラビアの撮影中に機材を壊してしまったのよ。ヒールの靴で転んでカメラマンと激突。カメラをコンクリートの地面に叩きつけて……」

			「ええっ!?　だ、大丈夫だったんですか？」

			「人間の方はね。愛莉もカメラマンも無傷よ。ただカメラは完全に壊れてしまって。すぐに事務所の方で弁償することになったから、大きな問題にはならなかったけど」

			　プロ機材だし、問題ではないと言いきれる値段ではないはず。優衣に余計なお金の話を意識させないよう、気を遣っているに違いない。

			「じゃあ……何が問題なんですか？」

			「愛莉が仕事に集中していなかったことよ。ボーッとして、表情もポーズも作れずに、むしろそっちでカメラマンを怒らせてしまったわ。どうしたのか聞いたのだけど、何も答えてくれなくて……。ただ、詩歩さんがどうとか言いかけて、それっきり」

			　さっきのお説教が終了したのは、愛莉が納得したからではなく、絢がお手上げになったからだった。それにしても、こちらでも詩歩の名前が。これは偶然なんだろうか。ここに来た目的を思い出し、本題に入る。

			「絢さん。実はさっき、友達から聞いたんです。遊希さんと詩歩ちゃんのこと……」

			　遊希と愛莉、そして詩歩。最近、彼女たちの間で何か起きたのは間違いない。それも、かなり良くない事態が。優衣の話で何かを考え込んでいた絢が、真剣な眼で顔を上げる。

			「……ちょっと、カマを掛けてみましょうか」

			


			♥

			　詩歩は、ずっと部屋に閉じ籠もっていた。学園にも行かず、具合が悪いと偽って、何日もベッドに潜り込んだままで。

			　仕事は、一本だけ、体調不良を理由にキャンセルした。無名の新人の代わりなんていくらでもいる。加谷野も、別の人間を回すから問題ないと言っていた。新人にとっては全部がチャンスと、誰かがアドバイスをくれたけど、そんなの、もうどうだっていい。

			「優衣さんに会えないなら、芸能界にいる意味……ないもん」

			　ぶるっと、布団の中で身震いした。自分で口にした芸能界というワードに反応して。

			「やっぱり、芸能界って怖いところだったんだ……」

			　先輩に気に入られなければ、簡単に潰される世界。だとしても、あんな辱めを受けるなんて。遊希も愛莉も、何度も何度も絶頂する詩歩の姿を嘲り笑っていたに違いない。彼女らの目論見通り、詩歩の心と身体には、芸能界へのトラウマが植えつけられていた。

			「もうやだ！　グラドルやめる！」

			　酷い目に遭ってまで続ける理由がない。布団を頭から被ってダンゴムシのように丸くなる。そもそもグラドルになったのは、優衣に会えると思ったから。その夢は叶ったし、それどころか、彼女に二回も愛してもらえた。平凡な学生だった自分には過ぎた思い出。

			「幸せすぎたから、罰が当たったんだ」

			　そう考えれば、諦められると思った。優衣が再び手の届かない人になっても、納得できると思っていた。でも駄目だった。愛莉たちには忘れると誓ったのに、諦めきれない気持ちは日に日に大きくなるばかり。

			「会いたい……会いたいよぉ……」

			　抱えた枕が涙で濡れる。こんな気持ちや苦しさ、誰にも打ち明けられない。できるはずがない。出口の見えない闇に閉じ込められたように、気持ちが暗く沈んでいく。

			　そんな気分なのに、枕元の携帯が軽快なメロディーを奏でた。自分が好きで設定した音だけど、空気の読めなさが無性に苛立たしい。

			「誰よ、もう……」

			　画面を見ると、知らない番号。もちろん、そんなものに応答するわけがない。無視すればすぐ切れるだろうと、携帯を放り出す。が、着信音は意外にしつこく鳴り続けた。根負けして携帯に手を伸ばし直す。もし変質者だったら即座に切って、着信拒否にすればいい。

			「……もしもし」

			『久美詩歩さんですね。突然のお電話、失礼いたします。わたくし、舞原優衣のマネージャーで、水無瀬絢と申します』

			「はぁ。…………はぁ!?」

			　予想外の、女性の上品な声に驚きすぎて、失礼な対応をしてしまった。それにしても、優衣のマネージャーが自分に何の用が。それに、どうしてこの携帯の番号を。

			『これも突然の申し出で、大変恐縮なのですが……もしよろしければ、今から一泊旅行に出掛けませんか？』

			「い……今から!?　そ、そんなこと急に言われても……」

			『準備は着替え程度で結構です。必要なものは、全てこちらで用意いたしますので』

			「そういう話じゃありませんっ！」

			　前に会った時はすごく有能そうな女性だと思ったのに、こんな無茶を言う人だったなんて。なぜ自分が優衣のマネージャーと旅行に行かなければならないんだろう。

			「からかってるんですか？　切りますよ!?」

			　そうでなくても気分が悪いのに。苛立ちを隠さず声を荒らげる。

			　でも、絢のひと言が、その指を思い止まらせる。

			『……優衣に、会いたくありませんか？』

			


			　彼女とは、もう二度と会わないと誓った。誓わされた。そのはずなのに、絢からの電話があった数時間後、詩歩は、なぜか温泉街を散策していた。

			　隣には優衣のマネージャーの絢。そして、数十メートル離れた前方に、大勢のテレビクルーに囲まれた、旅番組収録中のタレント様御一行。その中に優衣がいる。ベテラン俳優や女性タレントと一緒に、絶景を見て歓声を上げたり、名物を試食したりしている。

			「これを見せたかったんですか？　それに、マネージャーさんなのに、タレントと一緒にいなくていいんですか？」

			　憮然とした顔で、前方のロケ隊を指差す。詩歩がカメラに映り込まないよう距離を取るのは理解できるとしても、絢はあの集団から離れて大丈夫なんだろうか。

			「問題ありません。ここからでも撮影の様子は見られます」

			「いや、主に聞きたいのはそっちじゃなくて……」

			　なぜ自分を連れて来たのかを知りたいのに。そういえば、絢は「優衣に会いたいか」とは聞いたけど「会わせてやる」とは言っていない。甘言につられてここまで来てしまったけれど、無警戒すぎたかもしれない。あんな酷い目に遭った直後だというのに。

			（この人も、愛莉ちゃんや遊希さんとグルじゃないとは限らないし……）

			　疑心暗鬼が面に出て、心持ち、絢と距離を取る。

			「何を警戒しているのか知りませんが、あなたをここに連れて来いと言ったのは優衣なんです。今は、のんびり観光を楽しんでください」

			「優衣さんが!?　どうして……」

			　本当だろうか。この人、表情が読みとりづらくて信用していいのか判断できない。

			　疑問が解消されないまま、ロケ隊はいくつかのポイントを回り、旅館での夕食シーン、そして温泉への入浴シーンへ。といっても、詩歩はその現場までは入れない。

			　逆に、絢は現場に立ち会う必要があるらしく、別れ際、メモを渡してよこした。

			「あなたは、ひと足先にこの旅館へ行ってください。私の名前で予約してありますから」

			「そ、そんなこと言われても……あの、水無瀬さんっ！」

			　引き止める詩歩を振りきるように、絢は撮影隊に合流してしまった。知らない街に放置されて途方に暮れる。ひとりで帰ろうにも、絢やロケ隊について回っていただけなので、駅がどこかも分からない。彼女の言葉に従う以外、選択肢はなかった。

			「仕方ないな……。その旅館ってどこよ」

			　手渡された紙片には手描きの地図。そんなものがあっても、初めての土地で辿り着けるわけがない、と思ったら、ちゃんと現在地がスタート地点になっていた。できすぎる配慮に感心するけど、それはつまり、今日の行動は全て最初から計画されていたということ。

			「一体、わたしに何をさせたいの？　もしかして、また罠？」

			　不安と疑問と疑念で頭をいっぱいにし、指定された旅館に向かう。あまりに丁寧に描かれた地図は、拍子抜けするほどあっさりと、詩歩を目的地に導いた。

			　温泉旅館と呼ぶには大きすぎる、まるでホテルのような地上七階建て。チェックインを済ませた詩歩は、最上階にあるという部屋に案内され度肝を抜かれた。

			　エレベーターを降りたら、廊下がなくて部屋に直結。つまり、このフロア全体がひとつの客室。全部が畳部屋の和風スイートルーム。石造りの内風呂に、外には檜の露天風呂まである。どう考えても、間違いなく、この旅館で宿泊費が一番お高い。

			「ほ、本当にここなの？　わたし……間違えちゃった？」

			　宿の人が手違いでしたと飛んでくるのではと、ビクビクしながら数時間。テレビも点けず、無駄に広い部屋を探索することもできず、凍ったように座って絢を待つ。

			　そして、窓の外がすっかり暗くなった頃。エレベーターの扉が開く気配がした。

			「お待たせ詩歩ちゃーん。ごめんねー。収録は予定通り終わったんだけど、共演の俳優さんが、なかなか解散させてくれなくて……きゃあ！」

			　最初に聞こえたのは、優衣の声だった。遅れた理由なんてどうでもいい。詩歩は弾かれるように立ち上がり、まだ荷物も下ろしていない彼女に抱きついていた。

			「……ごめんなさい。ひとりで心細かった？」

			　優衣が、穏やかな声で髪を撫でる。嬉しさで声も出せず、詩歩は小さく首を振った。確かに怖かったけど、それより、また優衣に会えたのが嬉しくて、信じられなかった。

			（だって……だって、もう二度と会えないと思ったから……！）

			　たった数日で誓約を破ってしまい、もし愛莉たちに知られたら、何が起きるか分からない。それでも優衣に会いたかった。彼女の声が聞きたかった。キスして欲しかった。

			「あー、コホン」

			　言葉も出せずに抱き合っていたら、優衣の背後から、別の女性のわざとらしい咳払い。絢の存在をすっかり忘れていた。

			「あの……あのっ、すみません水無瀬さん！　こ、これは……」

			　優衣に隠れるように謝ると、絢は少し呆れたように小さく息を吐き、それでも抱き合うふたりを咎めようとはしない。

			「構いませんよ。それより、先に食事にしましょう」

			「そうそう。ここからはプライベートな旅行だから、詩歩ちゃんも楽しんでいってね。あーあ。絢さん、あたし、お腹すいちゃったー」

			「さっき夕食シーンでいいもの食べたでしょ。私なんか見ているだけだったのよ」

			　なんだか、仕事の時とは二人の雰囲気がまるで違う。リラックスしているというよりも、姉妹のような、それ以上の関係のような。本当に親しげな雰囲気に、詩歩の胸は嫉妬の痛みにチクチク刺される。

			　とはいえ、確かに詩歩もお腹はぺこぺこ。三人で浴衣に着替え、運ばれてきた食事の豪勢さに盛り上がる。ただ、この期に及んでも旅の目的を教えてもらえないのが、ずっと頭に引っ掛かっていて、正直、味なんてほとんど分からなかった。

			「そろそろかしら……」

			　そして夕食を終えた頃、絢が部屋の壁掛け時計を仰ぎ見る。まさにそのタイミングで、部屋のエレベーターが、再び開く気配がした。

			「あの、まだ誰か来るんですか？」

			「ええ。私たちのお友達があと二人、合流することになっているの」

			　そんな話は聞いていない。何の話も聞いていないのだけど、ともかく、彼女たちの仕事仲間とかの見ず知らずの人だったらどうしよう。ただでさえ自分がここにいる理由が分からなくて落ち着かないのに、緊張が大きくなって自然と姿勢を正す。

			「おっ待たせ～。さっすが絢さんの地図は正確ですね。ぜーんぜん迷わなかっ……」

			「あ～ん、ずる～い！　もう浴衣になってる～。わたしも早速ぅ…………え？　えー!?」

			　部屋に入って来た二人組が目を丸くする。そして詩歩も、驚きのあまり、あんぐりと口を開けてしまう。

			「あ……愛莉ちゃんに遊希さん!?」

			「なな……なんで詩歩ちゃんがいるの～!?　わたし、聞いてな～い!!」

			　互いに相手を指差して、驚愕し混乱する詩歩と遊希。そんな中、ひとりだけ違う行動に出ようとする女の子がいた。

			「愛莉、逃げるんじゃありません。ここにお座りなさい。遊希さんも」

			　遊希の背中に隠れて、こそこそとエレベーターに戻ろうとした愛莉を、絢の鋭い声が引き止める。そして、パンと畳を叩いた。愛莉と遊希は、項垂れながらも指定された場所に正座する。座布団なしにも文句ひとつ言わず、素直に従うその姿は、卑劣な手段で詩歩を弄んだ人たちとは思えない。

			　広くて綺麗な和室の中、異様な光景が現れた。顔面蒼白の遊希と愛莉に正対し、絢と優衣が並んで座る。しかもそれを見て、優衣が「またか」と呆れたように小さく呟く。

			（どうなってるの？　お友達……て言ってた割には様子が変だし）

			　訳が分からず、混乱したまま固唾を呑んで見守っていると、愛莉が、恐る恐る、上目遣いで絢の顔色を窺った。

			「……ど、どうして分かったの……？　詩歩ちゃん……が、喋った？」

			「彼女は何も言ってません。私たちも、何も聞いていません」

			　絢が冷静に言い放つと、愛莉はあからさまに動揺した顔を上げた。

			「そんな……っ！」

			「私は座りなさいと言っただけです。でも、あなたには心当たりがあるのでしょう」

			　愛莉が言葉を詰まらせる。怒っているような、泣き出しそうな、複雑な表情で唇を曲げる。それを横で見ていた遊希が、諦めたように深い溜め息を吐いた。

			「私たちの負けみたいよ愛莉ちゃん。全部、お話ししましょう」

			　愛莉は答えない。拗ねて顔を背けるだけ。遊希は薄く苦笑いし、詩歩への尋問の様子を、具体的な行為の描写は省いて、白状した。

			「それにしても、絢さんの目はごまかせないわね。で、どこで気づいたの？」

			「優衣から、遊希さんが詩歩さんとの仕事をすっぽかしたと聞いたからです。愛莉の様子も変だったし、あなたたちがそういう態度を取るのは、罪悪感を抱いている時。優衣に心当たりがないのなら、状況的に詩歩さんに対してとしか考えられません。違いますか？」

			「大当たり。でも、その推理だけでここまで準備したの？　呆れたぁ」

			　頷き合う絢と優衣に降参したのか、遊希が苦笑しながら両手を上げた。呆れたのは詩歩も同じ。大仕掛けというほどではないにせよ、自白を引き出すためだけに、こんな旅館を用意する必要はなかったはず。

			「呆れるより先に、詩歩さんにすることがあるでしょう」

			　絢に促された遊希が、真剣な顔になる。そして、額が畳につくまで深々と頭を下げた。

			「あなたを傷つけるつもりは……いいえ、言い訳はしないわ。……ごめんなさい」

			　絢が、もう一人の被告にも視線を向ける。でも彼女は、簡単には謝らなかった。

			「愛莉は悪くないもん！　その娘が写真を見なければ、愛莉があんなことをする必要はなかった！　優衣先輩が……どれだけ優衣先輩が怖い思いしたと思ってるのよ！」

			「やめなさい愛莉ちゃん。何度も言うように、あれは、わたしの不注意なの」

			「でも……でも優衣先輩が……優衣先輩が……」

			　ヒステリックに叫んで、愛莉が詩歩を非難する。膝の上で小さな拳を握る。

			　そんな彼女の悔しそうな姿で、慰める遊希の姿で、詩歩は、何もかもを理解した。

			（そっか。愛莉ちゃんも、遊希さんも……優衣さんが大事なんだ……）

			　詩歩を過剰なまでに疑ったのも、捕まえて弄んだのも、全ては優衣を守ろうとする気持ちが強すぎたから。優衣への気持ちが、強すぎたから。身勝手に思えた彼女たちの振る舞いも、それだけ必死だったから。

			　今にして思うと、優衣は遊希を全然怖がっていなかった。もし脅迫関係にあるのなら、彼女が一番動揺していいはずなのに。

			「……詩歩ちゃん。本当にごめんなさい。あたしのせいで、迷惑を掛けてしまって」

			　詩歩に向き合い、優衣までが頭を下げた。続いて絢も、それを見た愛莉までもが、直前の駄々が嘘のように、真面目な表情で。四人の土下座に、詩歩の方が動揺してしまう。

			「ちょ……頭を上げてください～！　最初に悪いことしたの、わたしなんですからぁ！」

			　情けない声で、詩歩も畳に額を擦りつけた。彼女たちの優衣への想いが分かった以上、責める気にはなれない。

			「許して……くれますか？」

			「許します！　許しますから!!」

			　優衣の上目遣いにドキドキする。この件に関してはお互い様のはず。でも、そうとでも言わないとお互いに謝罪を繰り返すばかりになりそうだし、詩歩が折れるしかなかった。

			「では、この話はこれで終わりにしましょう」

			　絢が手を叩いて宣言し、張り詰めていた空気に少しだけ緩みが戻る。気が抜けたように顔を上げた遊希と愛莉だったけど、姿勢を戻しきる前に、その首根っこを絢に掴まれた。

			「ちょ……何するの絢さん!?」

			　ジタバタ暴れる愛莉をものともせず、絢が冷静に言い放つ。

			「わたしたちは別の部屋に移ります。ああ心配はいりません。ちゃんと別途予約してありますから。こちらは、もともと優衣と詩歩さんのために用意したものなので」

			「うそっ！　じゃあ、わたしたちは何のために、わざわざ温泉まで来たのぉ!?」

			「詩歩さんに謝罪するためです。さあ行きますよ」

			「そ、そんなぁ！　優衣先輩と一緒にお風呂ぉ～!!」

			　もっと抵抗しようと思えばできたんだろう。けれど絢には逆らえないのか、愛莉も遊希も泣きごとを並べるだけで、素直にエレベーターに消えていった。

			（……そうか。絢さんが、あの人たちの「黒幕」か）

			　今になって、それに気づく。でも、もっと重要なことに気がつくべきだった。

			　人数が半分以下になったせいで、急に静かになったこの空間の意味を。

			「あの……詩歩ちゃん……」

			「は、はいっ！」

			　優衣に話し掛けられ肩が跳ね上がった。高級な客室に、優衣とふたりきり。そうなったのも、お膳立てされたのも初めてじゃないのに、今日はなんだか緊張感が違う。

			「本当にごめんね。どうお詫びすればいいのか……。このお部屋も、詩歩ちゃんに喜んでもらえればと思って、ちょっと奮発したんだけど……気に入ってもらえたかな」

			「わ、わたしのために？　それは、この上ないくらい素敵ですけど……でも、もしわたしが本当にスパイだったらどうするつもりだったんですか？」

			「スパイなの？」

			　小首を傾げて、髪を揺らす優衣。ちょこんと正座をしている彼女が、お人形さんみたいに可愛くて、なんだかドギマギしてしまう。

			「ち……違います。でも……」

			「なら、それでいいじゃない」

			　彼女は、詩歩に反論させるつもりはないみたいだ。その柔らかな微笑みは、癒されるというよりも、むしろ心配になってくる。

			「どうして……どうして、そんなに簡単に信じるんですか。証拠もないのに」

			　確かに、写真を見たのはただの事故。でも、悪意がないことを証明するのは難しい。優衣に接近したのだって、彼女に取り入るためのお芝居と疑ってもいいはず。

			「だって、本当にあたしを陥れるつもりなら、もうとっくにしてるでしょ？　時間が経ちすぎだよ。それに……あたしのイベントに並んでくれた娘を疑いたくないもん」

			「え……」

			「来てくれたよね。結構前になるけれど。ほら、書店での写真集のお渡し会に、お友達と三人で。愛莉ちゃんと同じブレザーの制服で。あれって学園帰りだったのかな」

			　一生懸命、身振り手振りで、優衣が当時の様子を振り返る。彼女は覚えていた。覚えていてくれた。たった一度の、一瞬のすれ違いみたいな出会いを。

			「あ、あれ違った？　……それともあたし、何かまずいこと言っちゃった？」

			　詩歩が何も答えないので焦ったのか、優衣が不安そうにうろたえる。そんな姿にも、詩歩の胸はいっぱいになった。嬉しすぎて、涙が零れるのを止められない。

			「ち、違います……。まさか、覚えてくれてたなんて思わなかったから……」

			「まぁ……白状すると、思い出したのも、実はテレビ局で初めて会った後なの」

			「それでも嬉しいです……。わたし……わたし……」

			　涙を拭って、膝を揃えて正座して、改めて彼女に向き合う。

			「わたし……優衣さんが好きです。……優衣さんの、恋人にしてください」

			　告白のやり直し。前みたいな条件付きじゃなく、正真正銘、素直な気持ちだけ。

			「……ありがとう。でも、あの……非常に言いにくいんだけど……」

			　優衣が、少し顔を曇らせる。それを見ても不思議と落ち着いていられた。彼女に覚えてもらえていた、そのことだけで幸せな気分。今ならきっと、断られても受け止められる。

			　でも優衣が困っていたのは、詩歩の想像の範囲外の、とんでもない事実だった。

			「実は、あたし…………もう付き合ってる人がいるの。それも……三人ほど……」

			「そ、そうですか。三人も…………さんにん!?　それって、三股!?」

			　大人しい顔をして大胆な。しかし優衣は、恥ずかしそうに顔を横にふるふる振った。

			「さ、三股っていうか……何ていうか……。さっきの人たちと……みんなで……」

			「さっきのって……え……えっ!?」

			　優衣は顔を真っ赤に染めて俯いてしまう。そう言われれば、色々と納得がいくことがあった。優衣が女の子の身体の扱いに慣れていたり、遊希や愛莉と愛撫が似ていたり。ということは、あの問題の写真も脅迫材料なんかじゃなく、思い出を残したようなもの。

			「ちょっと待ってください。てことは……その……エッチ、したんですか？」

			　前髪で眼を隠し、優衣がコクリと小さく頷く。

			「三人と、全員と？」

			　再びコクリ。彼女の指が、膝の上で恥ずかしそうにモジモジしている。その仕種が無闇に可愛い。見ていると喉が渇く。お腹の下が、いかがわしく疼き始める。

			「優衣……さん……。わたしも……そこに加わったら、ダメですか？」

			　彼女が誰と付き合っていたって構わない。自分も、愛してくれるなら。

			


			「あ……あぁ……っふ……」

			　布団の上に座り込み、ふたりは互いに背中に腕を回して唇を貪り合った。相手の吐息を飲み込むように、吸いつき、啄む。敏感な粘膜が擦れるたびに、背中が快感で痺れる。

			「あ……ん。はぁ……本当にいいの？　……もしかしたら、辛くなるかも……んッ」

			　まだ躊躇している優衣をキスで黙らせた。もしかしたら、四人で恋人という関係ができるまでには、他人には想像のつかない難しさがあったのかもしれない。そこに詩歩が加わることを、あの三人が受け入れてくれるとは限らない。彼女はそれを心配している。

			　けれど、どう転ぶか分からない未来を憂うより、今は優衣に愛されたかった。開いた口からおずおずと舌を伸ばし、もっと激しいキスをねだる。

			「はぁ……はぁ……。ゆ、優衣さん……」

			「あ、は……。詩歩ちゃん……エッチな顔ぉ……」

			　微笑む優衣の瞳も、欲情に濡れ始めていた。彼女の硬く尖らせた舌先が、詩歩の舌の表面を擦る。くすぐったくて気持ちよくて、優衣の浴衣の袖を無意識に掴んで引っ張る。

			「──!!」

			　彼女は、ブラをしていなかった。襟がはだけ、優衣の胸が露わになる。白くて柔らかそうな膨らみと、桃色の小粒な蕾が目に飛び込んで、その美しさに息を呑む。

			「ご……ごめんなさい……」

			　一秒ほど凝視して、慌てて視線を逸らす。いくらキスする間柄でも、無断で胸を見るなんてよくない。身を硬くして震えていると、優衣の両の掌が、優しく頬を包み込んだ。

			「どうして謝るの？　あたしのおっぱい、今夜は詩歩ちゃんのものなんだから……好きなだけ見て、触っていいんだよ」

			　彼女の手に誘導され、顔が乳房に向けられる。着崩れた浴衣の陰から覗く乳首は扇情的で、全裸とは違う色気が匂い立つ。優衣がゆっくり身体を倒した。詩歩も誘い込まれるように身体を重ね、それが自然な流れであるかのように、桃色蕾を唇に含んだ。

			「あ……はぁ……」

			　優衣が熱い息を吐く。彼女の乳首が硬さを増すのを、挟んだ唇で感じ取る。コリコリした感触に食欲を刺激され、詩歩は堪らず乳輪ごと頬張った。

			「あん！　そ、そんな舌で転がしたら……あ、んッ!!」

			　彼女の喘ぎが鋭くなった。気持ちいいのだと解釈し、前に教えられた愛撫を思い出しながら懸命に舌を動かす。吸引し、唾液を塗りつけ、甘噛みしながらちょっと引っ張る。

			「あぁぁぅン！　それ……それ、きゅふぁっ！」

			　喘ぎながら、優衣が髪を撫でてくれた。たったそれだけで、涙が出そうに気持ちいい。

			「あ、はぁ……優衣さん……。優衣さん……！」

			　感情が一気に昂ぶって、彼女の乳房に顔を埋めた。柔らかな弾力の心地いい圧迫感に、このまま窒息したっていいと思うような幸福感に包まれる。それでも、唇に滑らかな肌が触れると、吸いつかずにいられない。ちゅぱちゅぱと、乳房のあちこちに雨のようにキスを降らせる。次第に吸う力が強くなって、ところどころに赤い斑点ができ始める。

			「ふぁっ!?　あ、だめぇ……。そ、そんなに吸ったら……あぅん！　赤いの……見えちゃう、写っちゃう……からっ」

			　ハッとして顔を上げた。夢中で吸いついてしまったけれど、彼女も自分も、半裸を写真に撮られるお仕事。おっぱいにキスマークなんてついていたら大問題になる。

			「ご、ごめんなさい……」

			「だ、大丈夫……。水着……に、隠れるところ、なら……平気、だから……」

			　息を荒らげる優衣の姿を、身体を起こして上から見下ろす。浴衣は完全にはだけ、解けかけの帯だけが辛うじて腰に巻きついていた。メロンを抱えたような乳房が、呼吸と共に浮き沈みする。ほんのり桜色に色づいた肌。しどけなく開いた脚と、薄いピンクの下着の中心に寄る生々しい皺に、キスマークの反省も忘れて生唾を飲み込んでしまう。

			「み……水着の内側なら、いいんですね？」

			「う、うん……？」

			　詩歩の意図を酌み取りきれず、曖昧さを残したまま優衣が頷く。ともかく許可を得た詩歩は、彼女の脚の間に身体を沈めた。右の膝を持ち上げて、内腿に舌を這わせる。

			「ふぁ！　そ、そこは……そこは水着のとこじゃ…………ふぁ、あぁうっ！」

			「分かってます。ここは、舐めるだけ……ん、ちゅる、ぺろぺろ、ちゅっ」

			「で、でも……でもでも、いっ、ヒッ、ふぁっ！」

			　唾液の跡を残しながら唇でくすぐると、優衣の脚の付け根が痙攣を起こす。愛撫で感じてくれる悦びに胸をいっぱいにして鼠そ径けい部ぶを吸引すると、甲高い悲鳴が部屋に響いた。

			「あ、あッ！」

			　愛らしい声に興奮しながら彼女の下着に指を掛け、思いきって剥ぎ取った。

			「はぁ……あ、はぁぁ……」

			　途端に広がる、甘酸っぱい匂い。鼻孔をくすぐられて思考が鈍った詩歩は、下着を脚から抜くのももどかしく彼女の脚を押し開いた。薄い恥毛の下で、淫猥な唇が濡れて綻ぶ。トロリとした粘液を纏わせ、甘い匂いで同性の少女の劣情を誘う。

			「あぁ……。優衣さんのここ、とっても綺麗……」

			「や、やぁん……！　そ、そんなにじっくり見ちゃ、いや……」

			　か細い声で優衣が身体を捩らせる。恥ずかしそうに両手で顔を覆ってしまう。

			「どうしてですか？　みんなには、いっぱい見られてるんでしょう？」

			「そ、そうだけど……。詩歩ちゃんには、まだそんなに見られて……きゃうっ!?」

			　短い言い訳を聞く間に、詩歩は我慢しきれなくなっていた。腿を思いきり持ち上げて、肉花弁の間に溜まった蜜を、舌で逆撫でするように一気に掬い取った。

			「あんっ、やっ、ンあぁっ!!」

			「ちゅ、ちゅるっ、ちゅるるっ。はぁ……優衣さんの、美味しい……。ん……んむっ」

			「やぁぁん！　そ、そんな強くされたら……あんっ、あぁッ！」

			　性器粘膜を舐め上げるたび、優衣のお尻が小さく跳ねる。前に一度経験したとはいえ、同性の愛液を口にすることに何の抵抗も感じない。それどころか、もっともっと欲しくなる。性欲の命じるままに、一心不乱に舐め尽くす。

			「い、いい……。詩歩ちゃん……気持ちいいよぉ……！」

			　顔を隠しながらも、優衣は快感を叫んで自ら脚を広げた。強くなる蜜の匂いに酔い痴れて、詩歩の舌は膣口を探して跳ね回る。しかし、そこで実践不足が露呈した。もっと彼女を感じさせようとするあまり、焦った舌先が濡れた肉襞でつるんと滑る。

			「ふぁっ!?　あ、あ……ンッ、ひぃぁぁぁぁんっ!!」

			　優衣の身体が、頭から爪先まで一直線に伸びた。甲高い悲鳴に驚き飛び退く。何が起こったのかは、舌先に残る感触が教えてくれた。当たりどころが良すぎて、思いきり淫核を弾いてしまったみたいだ。激しすぎる反応が心配になって顔を覗き込む。身体の緊張は解けているけど、優衣は目元を手の甲で覆い、途切れ途切れに苦しそうな息を吐いている。

			「ゆ、優衣さん大丈夫？　……イッちゃった……の？」

			「う、うん。ちょっとだけ……。詩歩ちゃんヒドイよぉ。こ、こんな急に……」

			「えーっと……あの……すみません……」

			　クリトリスに触れたのは弾みとはいえ、絶頂させるために愛撫を頑張っていたのだけど、咎められたら謝るしかない。すると優衣は、急に唇の両端を吊り上げると、飛び起きて詩歩に襲い掛かった。

			「きゃあ!?」

			　直前まで息を荒らげていたとは思えない素早さに対応できない。優衣は四つん這いになった詩歩の背中に伸し掛かり、浴衣の上からお尻を撫で回す。

			「じゃあ……悪い子には、お仕置きが必要……だよね」

			　耳に吐息を吹き掛けられた。甘美な期待に背筋が震える。今度は自分が責められる番だと思ったら、下着に染み込むほど、熱い粘液をたくさん漏らしてしまう。

			「ふぁ!?」

			　しかし、彼女が触れたのは予想とは全然違う場所だった。浴衣を撥ね上げた優衣の左手が、背中側から下着に忍び込む。五本の指をお尻の割れ目で蠢かせながら、その奥にある窄まりを目指す。

			「ゆ、優衣さん、そこ……そこは──ッ！」

			　息を呑んだ。お尻の恥穴を、中指の腹でなぞるように撫でている。信じられないほど鮮烈な媚電流が身体を貫き、背中が何度も反り返る。

			「どうしたの。あたし、まだ触っただけだよ？」

			「で……でもでも……でも……う、ひぁ、はぁうぁぁぁっ」

			　我慢していた尿意を解放した時のように、妖しい快感で身体が震える。手足から力が抜けて身体を支えていられない。優衣はお尻の穴を撫でながら、もう一方の手で下着を脱がせた。膝を上げて脱衣に協力したいけど、そんなことすら叶わない。

			「ふふっ……んふふ……」

			　背後から、優衣の妖しい笑い声が聞こえる。詩歩の手助けなんて必要ないほど手際良く下着を剥ぎ取ると、抵抗できない脚を広げ、お尻の穴を舐め上げた。

			「ふぅぅあぁぁ……ああぁぁあああぁぁぁ……!!」

			　肘ががっくり崩れ落ちた。必死にシーツを握り締める。遊希にそこを責められた時は、反抗心のせいで苦しさもあったけど、今は感じ方が全然違う。ねっとりした快感が、身体の奥、頭の奥底にまで侵食し、全身の神経が蕩けてしまいそうだ。

			「ん……あ……詩歩ちゃん……ちゅ、ちゅぷっ」

			「ふあ、あぅッ、あぅ、んあぁぁぁ……ふみゅぅぅあぁぁぁ」

			　意識がどこかに飛ばされ思考が保てない。涎を垂らし、だらしない喘ぎを漏らす。彼女の舌の動きに自分のお尻の形を教えられ、羞恥で身体が破裂しそうだ。

			「んぁあぁぁん！　ゆ、優衣さ……ふぁっ！　もう、も……う……やあぁぁうッ!!」

			　全身が強張った。激しすぎる羞恥が絶頂快感となって、頭から突き抜けていく。

			「あぁぁう！　あぅ、ふぁあぅ、あ……あぁぁぁ……」

			　達してもなお、身体中が細かく痙攣し続ける。気だるさで布団に全身を投げ出して、流れ落ちた涎を枕に染み込ませる。しかし、お尻の穴に圧迫感を覚え、詩歩は陶然とした顔で振り返った。優衣が微笑んでいる。お尻を、指で犯そうとしている。

			「ま……待って優衣さん……」

			　その感触が、詩歩に大事なことを思い出させた。脱力した身体に鞭打って慌てて寝返りを打つ。キョトンとした優衣の無垢な眼が、決意を鈍らせそうになる。

			（けど……でも……！）

			　こんなこと、思い立った瞬間にしか頼めない。身体の次は心に鞭を入れ、告白以上の勇気を振り絞る。

			「あの、そっちじゃなくて……。わっ、わたしの……バージン、もらってください!!」

			　優衣が、わずかに眼を見開いた。微笑みは薄れ、真剣な眼差しで詩歩に問い掛ける。

			「……自分が何を言っているか、分かってる？」

			　それは女の子にとって、たった一度きりの、二度と取り返しのつかない儀式。軽く捨てちゃう娘もいる。詩歩だって、いつか迎える自分のその時を、深く考えたことなんてなかった。遊希に奪われそうになった、あの時までは。

			「分かってます。わたし……自分の身体に教えられたんです。優衣さんじゃないと駄目なんだって。優衣さん以外、わたしの……大事なものをあげられる人、いないって」

			　別に、急ぐ必要のあることじゃない。処女なんてあげなくたって、優衣を好きな気持ちに変わりはない。それでも、彼女に捧げたいと思う理由があった。

			　写真のこと、優衣はほとんど無条件で詩歩を信じてくれた。自分では何の身の証も立てられていないのに。勝手な理屈だけど、身も心も捧げて、彼女の信頼に応えたい。

			「わたしを……全部、優衣さんのものにしてください……」

			　優衣の眉が、わずかに寄せられた。いきなりのお願いに苦悩している。

			「わたしが初めてで……幸せになる？」

			「優衣さん以外に、幸せにしてもらうつもり、ありません」

			　必死の想いを、真剣な眼で伝える。難しい顔をしていた優衣が、苦笑いだけど、根負けしたように微笑んだ。

			「……なんだか、プロポーズされたみたい」

			「プ、プロポ……!!」

			　そこまでの意味じゃなかったのに、優衣に言われて急に恥ずかしくなった。赤面して動けなくなった詩歩の唇に、優衣が唇を重ねてくる。

			「後悔したって、苦情は受け付けないからね……」

			「あぁ……優衣さん。……あ……あっ！」

			　想いが通じた喜びを噛み締める暇もなく、彼女の手が詩歩の身体を弄り始めた。口づけを繰り返しながら、ブラをずらして乳房を揉みしだく。

			「あん、優衣さん……ンッ。はぁ……あ、あ……うぅん！」

			　唇が胸に移動し、乳首を噛んだ。痛みの中に潜む甘い痺れに、股間が歓喜の蜜を零す。優衣はそれを指に絡め取り、ぷっくり膨らんだままのクリトリスに塗りつけた。転がすような愛撫に、淫核ばかりか淫唇も悦びに震える。

			「ン、あ……いい……。気持ちいい……。はぁ……あ、ン、はぁ……あぁぁッ！」

			　遠慮はいらない。感じるままに快感を叫び、自分の喘ぎに性感が高まっていく。そんな詩歩の顔を上目遣いで見た優衣は、浴衣の裾をたくし上げながら顔を跨いできた。

			「お願い……あたしのも……」

			　そう言いながら、彼女は詩歩の股間に顔を埋めた。これから奪う処女穴を穿うがつように、舌先で膣口を抉り、掻き回す。

			「ふぁぁぁう！　あぁぁん!!」

			　甘くて蕩けそうな快感に、詩歩の腰が跳ね上がった。優衣の唇が、べっとりと恥蜜のついた内腿を撫で回す。舌に淫核を転がされ、指で膣口をくすぐられると、甘美な痺れに脚が震える。全身に伝播した疼きが、頭を真っ白に染め上げる。

			「やぁぁんっ。優衣さん、優衣さんっ！　はぁぁん、ふぁああぁぁ!!」

			　我慢できなくなった詩歩は彼女のお尻を抱き寄せて、目の前で涎を垂らすピンクの肉裂にむしゃぶりついた。感じさせるというよりも、淫肉を漁るように唇を押しつける。恥蜜を求め、舌先で膣口をまさぐる。

			「ちゅばっ、ちゅぱっ。じゅるじゅる、ちゅ、ちゅる、ちゅうぅぅッ！」

			「ふ、は……あんッ！　詩歩ちゃん凄い……あたしも……あたしも欲し……ちゅるッ！」

			「ふぁあぁぁ！　優衣さん、優衣さぁぁん！」

			　互いに同じ性器を持つ女の子同士、快感ポイントを的確に責め、快感を高め合った。お腹で優衣の乳首が硬くなっているのを感じ、詩歩も自分の乳房を彼女に擦りつけた。すると優衣が腕を回して、器用に乳首を指で弾き始めた。

			「ひっあぁぁ！　お、おっぱいまで……乳首まで……。気持ち……気持ちいい……あん、あっ、あふぅ、あン……いッ……あぁぁんっ！」

			　股間だけでなく、胸からも広がった快感パルスが、全身を熱く燃え上がらせた。頭の中まで沸騰したように、気持ちいいこと以外に何も考えられない。詩歩も真似をしようとしたけれど、快感に痺れて指が動かない。優衣の腰にしがみつき、淫裂を舐めるだけで精一杯。顔を傾け、深い口づけで愛する人に奉仕する。

			「あ……ッ、あ……っンく。詩歩……ちゃ……ん、くぅっ……みゅうぅぅっ！」

			　乳首を責めていた優衣の手が滑り落ち、シーツを掴む。彼女にも余裕がない。しかし詩歩はそれ以上だった。下半身から襲い来る快感の大波に、身体が浮き上がりそうになる。全身がガクガク震えて、舌愛撫もままならない。

			「優衣……さん、優衣さん！」

			「詩歩ちゃん……詩歩ちゃぁん!!」

			　ふたりは相手の名前を呼びながら、同時に淫核に噛みついた。快感曲線が一気に急上昇し、絶頂へと弾き飛ばされる。

			「ふぁ、ふぁぁっ！　イク、イクッ、詩歩ちゃんイッちゃう！　ふぁ、ふぁあぁぁッ!!」

			「優衣さん、優衣さ……あぁぁッ、飛んじゃう、イッちゃう、イッ……くぅぅぅっ!!」

			　重ねた身体が大きく跳ねる。腰を激しくバウンドさせながら、ふたりは相手の脚にしがみついた。そんな中でも、優衣は詩歩の性器に口づけ、舌で唾液と愛液を攪拌させる。

			「あぅん、ふぁぅん！　ゆ、優衣さんそんな……今されたら……ンッ……あっ！」

			　なかなか引かない絶頂快感の大波を、詩歩は喉を反らせながら全身で貪る。激しく喘いでいると、優衣が、身体を反転させて、ゆっくりと重なってきた。その指が、熱い蜜でとろとろに蕩けた性器の肉襞を掻き分ける。右手の二本の指先で、膣口を捉える。

			「優衣……さん……」
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			　淫靡な瞳に見詰められ、詩歩は妖しい悦びに身体を震わせた。彼女の左腕が、肩を抱き締める。眼を閉じて唇を求める。それに応じた優衣が、ゆっくりと指を進め始めた。

			「ん……ンッ！」

			　体内に優衣が入ってくる。初めて覚える圧迫感に息を詰まらせながらも、詩歩は、彼女のものになれる悦びに包まれて、身体の奥底までそれを受け入れた。

			


			「あ……うん……」

			　ちゃぷちゃぷと、お湯の跳ねる小さな音を聞きながら、キスに耽る。

			　ふたりは、室外の露天風呂の中で固く抱き合い、舌と、そして硬くしこった胸の先端を夢中で擦り合わせた。処女を失ったばかりだというのに、詩歩の欲情は鎮まらない。優衣の唇を激しく吸い、唾液を搦め捕るように口腔内を掻き回す。

			「ん……んあ、ンむっ……ふぁあぁぁ……」

			　キスだけで達してしまいそうになり、ふたりは逃げるように唇を離した。それでも腕はしっかり抱き合ったまま。とろんとした眼で見詰め合い、淫靡なキスに耽る。

			「ねえ、詩歩ちゃん……。そこに座って……舐めてあげる……」

			　優衣が視線で浴槽の縁を指す。何をしてくれるのか察しがついて、心が躍る。

			「え……でもぉ……」

			　とはいえ、ここは最上階のベランダにある露天風呂。外で裸を晒すのには抵抗がある。羞恥と欲求と。天秤は、すぐに傾いた。お湯にのぼせたようにフラフラと立ち上がり、優衣の視線に操られるまま、浴槽に腰掛ける。

			「はぁ……綺麗……」

			　脚を広げると、さっきまでバージンだった淫裂を、優衣が指で撫でた。外見上は何も変わったようには見えない。けれど、身体の奥に残る鈍痛が、この身体が完全に優衣のものになったのだと教えてくれる。

			「優衣さん……」

			　我慢できなくなって、媚びるように身体をくねらせおねだりすると、優衣は妖しく眼を細めて微笑んだ。秘裂に唇が触れる。お湯より温かい淫熱が、身体中に広がっていく。

			「あぁぁ……はぁぁぁ……」

			　傷を癒すような舌使いでピンクの淫粘膜を舐められる。詩歩は、無数に輝く星を見詰めながら、夜空に快感の喘ぎを溶け込ませた。

		

	

			エピローグ　優衣と詩歩とみんなとで、スキャンダラスな関係に

			


			　森に囲まれた山荘の庭で、シャッター音が絶え間なく鳴り続ける。

			　水着姿になった詩歩は、芝生を駆けたりベンチに寝転んだり、あるいは庭木にぶらさがったブランコで遊んだり。小鳥のさえずりや、近くを流れる川の音しか聞こえない自然の中で、カメラを意識することなく自由に動き回る。

			　延期になっていた遊希による撮影が、ファースト写真集という形で再始動することになった。しかし、そんな大事な現場にマネージャーは来ていない。他のスタッフも一切いない。遊希が中断を謝罪し、その上で、詩歩とふたりきりの撮影を強く希望したから。

			　でも、それは嘘。

			　レフ板を持って助手をしているのは愛莉だし、それに、窓の開け放たれた山荘の居間からは、撮影を見守る人影があった。

			「あ……あんっ。まだ、ダメ……詩歩ちゃんの、終わってないから……ふぁあぁぁんっ」

			　聞いている方が蕩けそうな甘い喘ぎ。ソファベッドに座った優衣が、絢から愛撫を受けていた。乳房を揉みしだかれ、恥裂を擦られて。ふたりとも水着だけど、優衣のそれは上下とも紐が解けて裸同然。遠目にも、彼女の乳首が上向きに硬直しているのが分かる。

			「ちょっと絢さん！　こっちは一応、真面目にお仕事してるんですよ!?」

			「そうよぉ～。もうちょっとで終わるんだから、待っててよぉ～!!」

			　艶めかしい声を聞かされ続けた愛莉と遊希が、腹にすえかね背後を振り返る。そういう彼女たちも、しっかり水着。ただ、お仕事を放り出すわけにはいかず、撮影中も悶々として内腿を擦り合わせているのを、詩歩もしっかり目撃していた。

			（いいなぁ……）

			　羨ましいのは詩歩も同じ。快感に悶える優衣を、指を咥えて見ていた。

			「なら、これもペナルティと思って早く済ませたらいいのでは？」

			　何を思ったか、愛撫をしながら、絢が、悔しがる仲間を挑発する。

			「ペナルティなら、もう受けたわよぉ！」

			「そうだよ！　この前の高い旅館代だって、愛莉と遊希さんで払ったのに！」

			　当然、遊希と愛莉は苦情を申し立てる。しかし絢はものともせず、平然と優衣に口づけた。

			「それは、あなたたちが自分で申し出たことでしょう。ペナルティには含まれません」

			　重なるふたりの唇から、ねっとり絡み合う朱色の舌がわずかに覗いて、水着の中の胸がドキリと高鳴る。

			（それにしても……この人たち大丈夫なのかな……）

			　山荘の中と外で、言い争いがヒートアップする。本当なら詩歩も、優衣とエッチさせてもらえない理由を聞きたいのだけど、彼女たちのケンカが心配でそれどころじゃない。

			「あーん、もうっ！　やめやめ～っ！　今日はもうおしま～い!!」

			　急に遊希がカメラを放り出した。水着を脱ぎながら室内に飛び込み、優衣を押し倒す。

			「あああっ！　遊希さんずるーいっ。愛莉も優衣先輩とエッチするー!!」

			　カメラマンがいなくなってしまったので、当然、愛莉も撮影助手の仕事を放棄。愛撫に悶える優衣の胸に吸いついた。絢はそれを咎めようともしない。それどころか嬉しそうに微笑みながら遊希と口づけ、愛莉の乳房にも手を伸ばす。

			「あ、絢さん……遊希さん……愛莉ちゃんも……そんな、とこ……やあぁぁん！」

			　三人がかりで責められて、優衣の喘ぎが幸せそうに甘くなる。直前の言い争いが嘘のよう。複雑に絡み合う四人の白い肢体を眺め、詩歩は、理解した。

			（そっか……これが、わたしへのペナルティなんだ）

			　彼女たち四人は恋人同士。ちょっとした諍いなんてゲームのようなもの。その関係に強引な手段で割り込んだ詩歩は、言ってみれば、優衣を奪い取ろうとした不届きな部外者。写真事件の誤解は解けたけど、愛する人を横から掠め取られて面白いはずがない。

			「ふあ……あん、あ……あぁぁぁ……！」

			　疎外感で、優衣の声が遠く聞こえる。取り残されたように無言で立ち尽くす。

			　でも。ふと気づくと、ほとんど裸になった四人はエッチの手を止め、詩歩を見ていた。

			「……来ないの？」

			　愛莉が不思議そうに首を傾げる。

			「早く来ないと優衣ちゃん疲れきっちゃうわよぉ」

			　遊希が悪戯っぽくウインクする。

			「あの……わたしも、その……いいんですか？」

			　おずおずと尋ねると、絢はさも当然という口調で頷いた。

			「当たり前です。優衣が詩歩さんを受け入れたのに、私たちが拒む理由がないでしょう。それに……本当はお仕事をきっちり終わらせてからのはずだったのに、我慢できず始めてしまった私が悪いんですから」

			　ちょっと恥ずかしそうに、絢がはにかむ。ペナルティなんてなかった。みんなに、詩歩を除のけ者にするつもりなんてない。自分が勝手に、壁を作っていただけ。

			「…………おいで」

			　気だるそうに上体を起こし、優衣が詩歩に手を差し伸べる。慈愛に満ちた笑みに誘い込まれるように、フラフラと、そしてすぐに駆け足で、彼女の胸へ飛び込んだ。

			「優衣さんっ、優衣さんっ!!」

			　無我夢中で抱きつくと、優衣の腕がしっかりと詩歩を受け止めてくれた。すでに汗まみれになった彼女の肌で乳房が滑り、水着がずれる。

			「あんっ……ん、ふぁぁ……ンッ」

			　乳首同士が触れ合って堪らず漏らした喘ぎ声を、優衣のキスに吸い込まれた。詩歩は自分から舌を伸ばし、彼女の口腔内で絡ませ合う。それが、さっき絢とのキスで触れ合っていたことを思い出すけど、嫉妬が対抗心になって、激しく擦り合わせる。

			「ン、詩歩ちゃ……あふっ、激し……ン、むッ、ぷぁ……ンむっ！」

			　息継ぎなんて許さない。顔を傾け舌を捻じ込み、トロトロと唾液を流し込む。やがて口いっぱいになったのか、彼女の喉が上下に動いた。唾を飲み込まれ、自分の一部が彼女と同化したような錯覚を起こし、それだけで幸福感に達してしまいそうになる。

			「ぷぁ……はぁぁ……。詩歩ちゃん、凄いよぉ……」

			　唾液の糸を引きながら、優衣が呆けた瞳で微笑んだ。濡れた唇から舌先を覗かせて、まだ足りないと言いたげにキスをせがんでいる。純真無垢そのもののような彼女が見せる欲情に、詩歩の頭も興奮で沸き上がる。

			「はぁ……はぁぁぁ……優衣さん、わたしも…………きゃン!?」

			　キスの続きをしようと顔を近づけたら、胸に甘美な痛みが走った。背後から抱きついた愛莉が乳首を摘み上げている。

			「だーめ。優衣先輩の独占は許されないんだから。次は愛莉の番……ふひゃあぁぁあ!?」

			　しかし今度は愛莉自身が奇声を上げた。振り返ると、絢に股間をまさぐられている。

			「邪魔しちゃダメでしょ。今日は彼女の歓迎会でもあるんだから。……さあ詩歩さん。心ゆくまで優衣と愛し合いなさい。ただし！　特別サービスは今日だけよ？」

			　いつも無表情な絢が、悪戯っぽくウインクする。こんな愛らしい表情もするんだと驚いていると、優衣の腕が首に巻きついてきた。

			「しーほちゃん。んふっ……何したい？　何されたい？」

			「な……何って……」

			　小首を傾げる優衣の、あまりの可愛らしさにドキドキする。興奮で何も考えられない。

			「ゆ……優衣さん、優衣さんッ！」

			「きゃあぁん！」

			　答える前に身体が動いた。彼女をソファベッドに押し倒し、股間に顔を埋めた。肩に担ぐように脚を持ち上げ、甘い匂いの淫裂と激しく舌を絡めて口づける。

			「ふッ……あぁぁぁん！　詩歩ちゃん急すぎ……あん、あぁぁ、ふぁあぁぁん！」

			　そう言いながら、優衣は脚で詩歩の肩に抱きついて、自ら腰を押しつけてきた。

			　そんなふたりの身体に、絢と遊希と愛莉が絡みつく。優衣の乳房を撫で、詩歩の恥裂に指を這わせる。正直なところ、まだ彼女たちとの距離感を掴みきれていない。でも、もう以前のような怖さは感じないし、こうして肌と肌で触れ合うことに抵抗もない。

			「詩歩ちゃん……詩歩ちゃんっ、気持ちいいよぉ……！」

			　優衣の声が詩歩を蕩けさせる。堪らない幸福感に包んでくれる。

			「わたしも、気持ちいいです、優衣さん……」

			　グラドル的に、女の子が好きなんて間違いかもしれない。でも、この幸せを間違いだなんて思わない。淫裂から口を離すと、今度は優衣に伸し掛かって彼女の膣に指を突き入れた。その衝撃に上げられる甘い悲鳴を聞きながら、詩歩は、新しい恋人みんなに自分からキスを求め、優衣と一緒に何度も何度も昇りつめた。
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あらおし悠ゆう




思いがけず「百合グラドル」の続編を書かせていただけることになりました。これも、ご支援いただいた皆様のおかげです。すでにハーレム状態にある優衣が、果たして新キャラ加入という猛攻に耐えきれるのでしょうか。色んな意味で、何だかとっても心配です。というか、激しく羨ましい。




瀬せ奈な茅ち冬ふゆ*




前回百合グラドルのイラストを担当して以来、自分の百合好きに益々拍車がかかったように思います。なかなかお仕事で百合を描かせてもらえる機会がないので、今回こうしてまた優衣たちの世界を覗けるだけでなく、引き続き彼女らとその世界を描くことができまして幸せです。有難うございます。

http://blog.livedoor.jp/snow_chifuyu/
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